
    
      
        
      
    

  


この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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（やばい、もうこんな時間だ）

　三み山やま志し郎ろうは思わず頰をひきつらせた。

　タイムカードに印字された時刻は午前八時三十五分。いつもどおりアパートを出たのに、なぜか電車に乗り遅れてしまった。

　始業時間は九時だが、新入社員は三十分前に出社するのが暗黙の了解事項だ。それに三分遅れただけでこっぴどく叱られたことがあるので、細心の注意を払っていた。それなのに、五分も遅刻してしまった。

（しかも、俺が最後かよ）

　恐るおそる事務所内を見まわすと、今日に限って全員出社していた。

　パーティションで仕切られたスペースに、事務用のスチールデスクが四つ設置されてひとつの島になっている。三人の先輩たちが、すでに真剣な表情でパソコンに向かっていた。

　窓の前にある大きなデスクでは、課長が書類に目を通している。視線が鋭くなっており、早くも仕事モードに入っていた。

（まずい……これはまずいぞ）

　額にじんわりと冷や汗が滲んだ。

　事務所内にはキーボードを叩く乾いた音だけが響いている。五人しかいない部署なので、遅れて出社したのを誤魔化しようがなかった。

　志郎はこの春に大学を卒業して、就職したばかりの新入社員だ。

　ここ『大和やまとオフィス商会』は、事務用品全般を取り扱っている小さな会社である。神奈川県のほぼ中央部に位置する街にあり、最寄り駅から徒歩五分ほどの雑居ビルに事務所を構えていた。

　研修後に配属されたのは、コピー機のリースを担当する営業部レンタリース課だった。濃紺のスーツこそようやく体に馴染んできたが、六月に入っても仕事は慣れないままで、いまだに叱られることが多かった。

　とくに、先輩の中なか林ばやし美み由ゆ紀きには厳しく指導されてきた。

　美由紀はストレートロングの黒髪が艶やかな二十九歳の独身ＯＬだ。切れ長の瞳がクールで、いかにもできる女といった雰囲気を漂わせている。実際、彼女の営業成績はずば抜けていた。

　髪を搔きあげる仕草が艶っぽく、綺麗なお姉さんといった印象だ。だが、そんな美由紀に惹かれたのは最初だけだった。

　きつい口調で何度も注意されているうちに、苦手意識が先行するようになっていた。覚えの悪い後輩に苛いら々いらしているのかもしれない。美貌が際立っているだけに、彼女の言動は余計に鋭く感じられた。

（目を合わせないほうがいいな……）

　逃げ出したい気持ちをこらえて、自分のデスクにそろそろと歩み寄った。

「お、おはようございます」

　できるだけ目立たないように小声で挨拶して腰かける。すると、向かいの席に座っていた美由紀が顔をあげた。視線が重なり、反射的に背筋がピンッと伸びきった。

　――始業時間に間に合えばいいってものじゃないの。

　――社会人としての自覚が足りないわね。

　――新人は三十分前出社よ。覚えておきなさい。

　以前、美由紀にかけられた言葉が脳裏によみがえった。

　忘れもしない入社初日、出社時間が遅いと注意を受けた。以来、始業三十分前にはタイムカードを押すように心がけてきた。ところが、今日は遅れたばかりか、先輩たちが全員先に出社していた。

（め、目を逸らすんだ）

　心のなかで繰り返すが、畏縮して体が動かない。今のうちに謝ったほうがいいだろうか。逡巡しているうちに、美由紀の唇がゆっくり開いた。

「おはよう」

　――え？

　拍子抜けする言葉だった。

　しかも、美由紀の声音はいつになくソフトで、口もとには微笑さえ浮かんでいる。見つめてくる瞳も柔らかい光を放ち、怒っている素振りは微塵も感じられなかった。

「す……すみません、遅くなりました」

　慌てて頭をさげるが、やはり美由紀は落ち着き払っている。そして、すべてを受けとめるように頷いた。

「大丈夫よ。九時までに来ればいいんだから」

　一瞬、自分の耳を疑った。

　始業三十分前には出社しなさいと、口を酸っぱくして言われていたのが噓のようだ。しかも、彼女は頰を緩めたやさしい表情になっていた。

「そんなに目を丸くして、どうしたの？」

「い、いえ……」

「おかしな志郎くん」

　美由紀はそう言って「ふふっ」と笑った。

（な、なんだ？）

　志郎はまたしても衝撃を受けた。

　これまで名前で呼ばれたことなどなかった。それも「くん」づけで。もしかしたら、からかわれているのではないか。だが、美由紀は相変わらず微笑を湛えていた。入社して二カ月経つが、笑みを向けられたのはこれが初めてだった。

「今日も一日、がんばるわよ」

「は……はい」

　呆気に取られながらも、ようやく言葉を絞り出す。今日の美由紀はまるで別人のようだった。

（どうなってるんだ？）

　なにかいいことでもあったのだろうか。当然、怒られると思っていたので、志郎は戸惑いを隠せなかった。

　さりげなく周囲を見まわすが、三十代と四十代の男性社員は無言でパソコンに向かっている。こちらのやりとりは聞こえていたはずだ。いつもと異なる美由紀の態度が気にならないのだろうか。

　彼らが不思議に思っていないことが不思議だった。

　そういえば、さっき廊下で会った他の課の人たちも、いつもと様子が違っていた。まったく話したことがないのに、「おはよう」と愛想よく声をかけられて戸惑ってしまった。

　志郎は首をかしげると、再び正面の美由紀に視線を向けた。彫刻のように整った顔のため、いつもなら黙っていると冷たく感じる。ところが、今日の美由紀は穏やかな表情でモニターを見つめていた。

（なんか、ちょっといいかも……）

　ついぼんやり見み惚とれてしまう。

　厳しい先輩なので、女性として意識する前に、仕事でミスしないことばかりを考えていた。だが、今日は必要以上に緊張しなくてよさそうだ。そうなると、急に女性の部分がクローズアップされてきた。

　鼻筋がすっと通り、染みひとつない肌は雪のように白い。だからこそ、ぬらりと光る赤い口紅が余計に目立った。視線をさげれば、ジャケットの襟を左右に押し開いて、白いブラウスに包まれた乳房が盛りあがっていた。

（こ、これは……）

　志郎は両目を見開き、心のなかで思わず唸った。

　まるでブラウスのなかにメロンが双つ入っているようだ。普段はもう少しゆったりした服なのに、なぜか今日はタイトなスーツを着ている。ブラウスも身体にフィットするデザインで、女体のラインがはっきり浮き出ていた。

（め、目を逸らすんだ）

　自分に言い聞かせるが、どうしても目が離せない。なにしろ、ブラウスにはブラジャーの精緻なレース模様まで透けているのだ。童貞の志郎には、あまりにも刺激が強すぎた。

「三山、ちょっといいか」

　課長の岩いわ田た次じ郎ろうだった。

　白髪交じりで厳めしい顔をしており、見た目どおり厳格な性格だ。志郎が呼ばれるときは、なにかミスをして叱られるときと決まっていた。

　嫌な予感に足がすくんだ。

　出社時間のことかもしれない。美由紀は奇跡的に許してくれたが、岩田は激怒しているのではないか。とにかく、志郎は怒鳴られる覚悟で課長のデスクに向かった。

「お、おはようございます！」

　まずは直立不動で挨拶した。緊張して口籠もったりすると、岩田の機嫌はさらに悪くなる。そのことを、この二カ月で嫌というほど学んでいた。

「うむ、おはよう」

　岩田は書類をデスクに置いて、椅子の背もたれに寄りかかった。

「調子はどうだ？」

　思いのほか落ち着いた声だ。にらんでくることもなく、いつになく穏やかな表情だった。

「ちょ、調子……ですか」

　志郎が緊張気味に返すと、岩田は鷹揚に頷いた。

「入社して二カ月だろう、そろそろ慣れてきたんじゃないか」

「い、いえ……まだまだです」

　背筋を伸ばしたまま答えるが、上司がなにを言いたいのかわからない。まさか雑談をするために呼んだわけではないだろう。

「焦ることはない、少しずつ成長していけばいいんだ。なにかあったら、遠慮せずに相談するんだぞ」

　話はそれで終わりだった。

　志郎は深々と頭をさげて自分の席に戻りながら、小さく息を吐き出した。怒鳴られると思っていたので不思議な気分だ。課長に呼ばれて怒られなかったのは、これが初めてだった。

（珍しいこともあるもんだ）

　いったい、今日はどうなっているのだろう。自分の席に座った志郎は、そっと周囲を見まわした。

　美由紀と岩田はそれぞれの仕事に戻っている。偶然にも二人の機嫌がよかったことで、かつてないほど穏やかな朝になった。
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　志郎は昼前から、いつものように営業に出かけた。

　基本的に日中は外回りだ。すでに契約している取引先を定期的に訪問して、貸し出しているコピー機のメンテナンスをするのが主な仕事だった。

　故障の原因になる汚れを丁寧に取り除き、必要があればトナーを交換してコピー用紙を補充する。こういった作業の合間に、新しい製品を置いてもらうように交渉するのだが、志郎はメンテナンスだけで手いっぱいだった。

　途中、食堂に寄って遅い昼食を摂とった。

　昼飯時は混雑するので、いつも時間をずらすようにしている。作業が速くなれば、ゆっくり休憩を取れるようになるだろう。とにかく、今は仕事を覚えることが先決だった。

（よし、ぎりぎり間に合った）

　志郎はガラス張りのビルを見あげると、心のなかでつぶやいた。

　目の前にあるのは、本日最後の訪問先であるアパレルブランド『レイカ』の自社ビルだ。

　腕時計の針は午後四時五十五分を指している。いつも五時に来るように指定されているので、十分前には到着するようにしていた。今日は少し遅くなったが、それでも五分前なので問題ないだろう。

　コピー機を使う頻度が高いオフィスである。とくにデザインを担当している部署のコピー機は朝から晩までフル稼働だ。だから、メンテナンスは仕事が一段落する五時からというのが先方の希望だった。

「お世話になっております。大和オフィス商会です」

　いつもどおり二階にあがると、ガラス製のドアを開けて挨拶する。すると、デスクに向かっていた社員たちがいっせいに振り返った。

「いらっしゃいませ」

「ど、どうも……」

　なにかいつもと様子が違う。基本的にピリピリしている印象の強い職場だが、今日は温かい雰囲気だ。異質な空気を不思議に思いながら、志郎は室内を見まわした。

　向かい合った八つのデスクに、ファッション雑誌が山のように積みあげられている。布地の見本や洋服のスケッチもたくさんあり、壁際に置かれたハンガーラックには洋服がいくつもかかっていた。

　アパレルブランドだけあって、他のオフィスとはずいぶん雰囲気が異なっている。働いている人たちも堅苦しいスーツではなく、カラフルなワンピースや派手なプリントのＴシャツなど個性的だった。

　ビルの一階は倉庫で、デザインオフィスは二階にある。営業部は三階で社長室は四階だ。だが、社長の三み佐さ川がわ麗れい香かはデザイナーでもあるので、デザインオフィスにいることが多かった。

「いらっしゃい」

　透きとおった声がオフィスに響いた。

　奥でデスクに向かっていた麗香が立ちあがった。今日は目にも鮮やかなイエローのスーツを着ていた。形のいい顎を軽くあげて見つめながら、ハイヒールをカツカツ鳴らして歩み寄ってきた。

　マロンブラウンのふんわりした髪が、歩を進めるたびにジャケットの肩先で揺れている。スカートの裾が短く、ラメ入りのストッキングに包まれた太ふと股ももが大胆に覗いていた。

　麗香は三十四歳の人妻だ。

　父親は開業医で、夫は全国チェーンの飲食店を手がける実業家である。レイカは、そんな恵まれた環境に育ったお嬢さまの彼女が十年前に立ちあげたブランドで、現在は銀座で路面店を構えるまでに成長していた。

　仕事にも美貌にも自信があるのだろう。片手を腰に当てて歩く姿は堂々としていた。それもそのはず、麗香はモデルでも充分に通用する抜群のプロポーションの持ち主だ。実際、ブランドの立ちあげ当初は、自社のモデルとしてファッション誌に登場していた。そして、その容貌は――。

（今でもまったく衰えてないぞ）

　ジャケットの胸もとは大きく盛りあがり、腰はキュッと細く締まっている。尻は肉づきがよく、タイトスカートが張りつめていた。日本人離れした肉感的な女体だった。

「遅かったですね」

　目の前に立った麗香が、澄んだ瞳で見おろしてくる。ハイヒールを履いているため、志郎よりも目線が高かった。

「申しわけございません。ギリギリになってしまいました」

　すぐさま謝罪するが、五時前なので気持ち的に余裕がある。ところが、彼女の視線に釣られて壁の時計を見たとき、一瞬で顔から血の気が引いた。

（ど……どうして？）

　デジタル時計が五時三分を表示していた。

　慌てて自分の腕時計を確認すると、四時五十六分を指している。しっかり合わせていたはずなのに、いつの間にか七分遅れていた。

「す、すみません！」

　頭で考えるより先に腰を折った。

　額にじんわり汗が滲んで、心臓の鼓動が速くなる。なにしろ、麗香は時間に人一倍うるさかった。

（まずい……これはまずいぞ）

　以前、五分の遅刻が大問題に発展したことがある。あのときは会社に彼女からクレームの電話が入り、危うく契約を打ち切られるところだった。すぐに課長の岩田が謝罪に向かい、なんとか許してもらったのだ。

　――わたしは時間を無駄にするのが、なにより嫌いなの。

　あのときの麗香の言葉は、今でもはっきり覚えている。

　典型的なワンマン社長だが、アパレルブランドを一から作りあげた辣腕だ。それだけに彼女の発する言葉には重みがあった。

　そんな経緯があり、レイカを訪問するときは細心の注意を払ってきた。それなのに、またしても遅刻するとは大失態だった。

（しかし、なぜ……）

　なにか釈然としないが、とにかく緊急事態だ。

「ほ、本当に申しわけございません」

　今度こそ契約解除という話になりかねない。麗香の怒りを鎮めようと、志郎は必死に頭をさげつづけた。

　オフィスは怖いくらいに静まり返っている。誰か助けてくださいと心のなかで叫ぶが、社員たちはデスクワークに勤いそしんでいる。誰もこちらの様子など気にしていなかった。

「ふっ……」

　そのとき、麗香が小さく息を吐き出した。

　志郎は肩をびくっと震わせて、腰を九十度に折ったまま彼女の言葉をひたすら待った。

「そんなに謝らなくても大丈夫よ。たったの三分じゃない」

　予想外に柔らかい声音が逆に恐ろしい。怒りが最高潮に達した結果、一周して穏やかな声になったのではないか。

「あ、あの……す、すぐに……い、急いで作業しますので」

　焦るあまり、しどろもどろになってしまう。下手な言いわけが、憤怒のきっかけになるかもしれない。こうなったら取り繕ったりせず、できるだけ早くメンテナンスを終わらせるしかなかった。

「時間かかってもいいから、しっかりやってね」

　意外なことに麗香は目を細めて微笑んだ。

　いったい、どうなっているのだろう。気の短い女社長が、なぜか今日に限って許してくれた。これまでとあまりにも雰囲気が異なっており、志郎は返答に窮してしまった。

　オフィス内を見まわすと、社員たちは普通に仕事をしている。女社長の態度を怪訝に思っている様子はなかった。

「今日はノー残業デーにしたから、もうコピー機は使わないの」

　麗香がにこやかに語りかけてくる。いつも険しい表情の彼女が、これほどソフトに接してくるのは珍しかった。

　レイカでは週に一度、定時退社の日を設けたという。社員たちはもうすぐ退社するが、麗香はまだ残るらしい。だから、ゆっくり作業しなさいと言って、彼女は社員たちに向き直った。

「今日は早く帰る日よ」

　やはり柔らかい声で社員たちに告げる。これまでの麗香とは、ずいぶんイメージが違っていた。

（助かった……のか？）

　今ひとつ釈然としない。あれだけ厳しかった女社長が、遅刻をいっさい咎めなかった。いったい、どういう心境の変化だろう。彼女がノー残業デーを作ったというのも意外だった。

　だからといって安心している場合ではない。

　とにかく、壁際に置かれているコピー機に歩み寄ると、急いでメンテナンスを開始した。
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（ふぅっ、終わった）

　コピー機のサイドカバーをしっかり嵌めると、志郎は額に浮かんだ汗を手の甲で拭った。

　集中して作業したので、いつもより早く終わった気がする。立ちあがって振り返ると、すでにオフィスには誰もいなかった。今日はすべての社員が残業することなく退社していた。

「悪いわね、急かしちゃったみたいで」

　奥のデスクから麗香が声をかけてくる。軽い口調とはいえ、彼女が謝るとは驚きだった。

「そんな、遅刻したのは自分ですから……」

　志郎が恐縮して頭をさげると、麗香は目の前までやってきた。

「たまには遅れることもあるでしょ。気にしないで」

　信じられない言葉だった。今日はどうしたというのだろう。なにしろ怒りっぽい印象なので、やさしくされると逆に怖かった。

「こ、これからは気をつけますので……」

　動揺しながら、とにかく謝罪の言葉を繰り返す。すると、麗香がふいに表情を緩めた。

「三山くんが悪いと思ってるのなら、ちょっとだけお願いがあるの。新作の試着するから見てくれないかしら」

　またしても意外な言葉だった。すでに発売が決まっている商品だが、店頭に並ぶ前にどうしても感想が聞きたいという。

「でも、僕は素人なんで……」

　志郎が恐縮してつぶやくと、麗香は笑みを浮かべたまま見つめてきた。

「だからいいのよ。三山くんって、すごく純粋そうだもの」

　純粋とはどういう意味だろう。もしかしたら童貞だと見抜かれているのではないか。急に恥ずかしくなり、顔がカッと熱くなった。

「社員の意見はいつでも聞けるけど、一般の方の反応が気になるの。時間は取らせないから、いいでしょう？」

「は……はい」

　とにかく、彼女の機嫌を損ねるべきではない。遅刻した弱みもあり、志郎は頰を引きつらせながら頷くしかなかった。

「じゃあ、移動しましょう」

「え……どこに行くんですか？」

　オフィスから出て行こうとする麗香の背中に声をかけた。

「わたしの家よ。カジュアルな製品だから、オフィスに映えてもしょうがないでしょう。普段の生活のなかで、服がどう見えるか教えてほしいの」

　安請け合いしたばかりに、女社長の家に行くことになってしまった。今さら断ることもできず、志郎は彼女のあとを追いかけた。




　会社からタクシーに乗って十五分ほどで麗香の自宅に到着した。

　小高い丘の上にある一軒家で、白壁に赤い屋根が特徴的だ。背の高い白い塀に囲まれており、入口の門も宮殿のように立派だった。ところどころに防犯カメラが設置されているのは、さすが社長宅といった感じだ。

（やっぱり大きいな……当たり前か）

　夫も実業家なのだから、経済的にかなり余裕があるのだろう。志郎は気後れしながら豪邸に足を踏み入れた。

「お、お邪魔します」

　玄関ホールは無駄に広く、ここだけで志郎の部屋がすっぽり収まりそうだ。しかも天井は吹き抜けで、空間を贅沢に使っていた。

「夫は出張中だから気楽にしてね。こっちよ」

　麗香は軽やかに階段をあがっていく。志郎はスカートの裾から覗く太股にドキドキしながら彼女についていった。

（え……ここって）

　志郎は思わず立ちつくした。

　案内されたのは夫婦の寝室のようだった。やけに広い空間に、キングサイズのダブルベッドが置いてある。角部屋らしく窓が二面にあるが、グリーンの遮光カーテンがぴっちり閉まっていた。

　天井からはシャンデリアが吊られている。だが、麗香がつけたのはサイドテーブルに置いてあるスタンドだった。飴色の柔らかい光が、寝室をムーディに照らし出した。

　しかも、サイドテーブルにはフォトスタンドがあり、夫婦の結婚式の写真が飾ってある。純白のウェディングドレス姿の麗香とタキシードで決めた夫が、満面の笑みで並んで立っていた。やはり思ったとおりだ。

「すぐに着替えるから、ベッドに座って楽にしててね」

　麗香はそう言うと、クローゼットに歩み寄った。

　なにをするのかと思えば、いきなりジャケットを脱ぎはじめた。さらにはブラウスのボタンを上から順に外して、胸もとの白い肌が露出する。ラベンダー色のブラジャーまでチラリと覗き、志郎は慌てて視線を逸らした。

「な、なにをなさってるんですか？」

　黙っていられず声をかける。最後まで見ていることもできたが、さすがにそれは気が引けた。

「あら、ごめんなさい。社員同士だと気にしないものだから」

　麗香は悪戯っぽく肩をすくめるが、そのままブラウスを脱ぐと、スカートまでおろしていく。ストッキングもくるくる丸めるようにしながらさげて、ブラジャーと同じラベンダー色のパンティが露わになった。縁が尻に食いこみ、柔肉がむちっと溢れていた。

（ダ、ダメだ、見るな）

　つい凝視してしまうが、はっと我に返って背中を向けた。

　麗香はアパレルブランドの社長で、自社のモデルを務めていたこともある。言葉のとおり、人前で着替えることに抵抗がないのかもしれない。

（もしかして、からかわれてるんじゃ……）

　そんな気もするが、帰るわけにもいかずベッドの前で立ちつくしていた。

「お待たせ」

　麗香に声をかけられて、恐るおそる振り返る。彼女が服を着ているとわかり、志郎は小さく息を吐き出した。ほっとしたような、それでいながら少し残念なような複雑な気分だった。

「夏っぽいでしょ。リゾート感のあるワンピースよ」

　麗香がゆっくり歩み寄ってくる。

　身に着けているのは、白いノースリーブのワンピースだ。夏用で生地が薄いため、ミニ丈の裾が軽やかに揺れている。ストッキングを脱いでいるので、むっちりした太股が覗いていた。

（お、おお……）

　着替えのシーンを覗き見たせいだろうか。三十路の人妻の太股は、健康的というより艶めかしく感じる。無駄毛の処理が完璧なので、滑らかな肌の質感が余計に強調されていた。

「どうかしら？」

　目の前まで来ると、麗香は腰に手を当ててポーズを取った。

「シンプルだけど、素材にはこだわってるのよ」

　新作のワンピースをアピールして、腰を左右にひねってみせる。すると、裾がふわっと舞いあがり、肉づきのいい太股が大胆に露出した。

（す、すごい、むっちりしてるぞ）

　ついつい視線が惹きつけられる。新作のワンピースより、女社長の女体が気になって仕方ない。

「三山くんの率直な意見が聞きたいわ」

　麗香は両手で後頭部の髪を搔きあげた。ノースリーブなので、左右の腋の下が露わになった。

（こ、これは！）

　無意識のうちに前のめりになり、腋窩を凝視してしまう。

　腋毛は一本もなく、肌の黒ずみも見当たらない。見事なまでに手入れが行き届いた、まるで高価な陶磁器を思わせるツルリとした腋の下だった。

「このワンピース、どうかしら？」

　麗香が両手で髪を搔きあげたまま、再び尋ねてくる。軽く胸を反らして、腋の下を見せつけるような格好だ。彼女が堂々としているので、目を逸らすのは逆に失礼だと思った。

「ねえ、教えて」

「す……素敵です」

　うながされて、ようやく言葉を絞り出した。

　ワンピースの感想を求められたのに、志郎の目は腋の下に向いている。無意識のうちに、匂い立つような女体の感想を口走ってしまった。言った直後にまずいと思ったが、麗香は嫌な顔をすることなく微笑んだ。

「ありがとう」

　きっと志郎の邪よこしまな気持ちに気づいている。それなのに、麗香は穏やかな声で礼を言ってくれた。

（ど、どうなってるんだ？）

　完全なる不意打ちで、気持ちが大きく揺らいでしまう。いつしか体が熱く火照り、鼻息が荒くなっていた。

　麗香はまだ両腕をあげたポーズを取っている。志郎の視線はまだ腋の下に釘付けだった。以前からとりたてて興味があったわけではない。だが、麗香の滑らかな肌に、どうしようもなく惹きつけられていた。

　あの白い腋の下に触れてみたい。そっと撫でて頰擦りしてみたい。さらには鼻先を埋めて匂いを嗅いでみたい。普段は厳しい麗香がやさしく接してくれたせいなのか、そんな衝動が次々と湧きあがってきた。

（な……なんだ？）

　うっとり女体を見つめているときだった。ワンピースの乳房の膨らみに、小さなポッチが浮かびあがっているのを発見した。

（あ、あれは……い、いや、そんなはずは……）

　まさかと思いつつ凝視する。ちょうど双丘の頂点部分だ。乳房の先端にあたる場所に、ピンク色の突起が確かに透けていた。

（ち、乳首じゃないか！）

　一瞬、足もとがよろめき、慌ててぐっと踏ん張った。

　何度も瞬きして確認するが、双つのポッチは乳首に間違いない。母親以外の女性の乳房を生で拝んだことがない志郎にとって、服の上からとはいえ乳首に遭遇した衝撃は凄まじかった。

「この生地、すごく薄いから、ブラジャーをつけているとその色が透けてしまうのよね」

　麗香が照れたように肩をすくめてつぶやいた。いつも強気な彼女にしては言いわけじみた口調だった。

　確かにラベンダー色のブラジャーが透けていたら、ワンピースのデザインを見るのに邪魔になるかもしれない。だからといって、ブラジャーを取り去っているとは驚きだった。

「だから下も穿いていないの」

　話の流れといった感じで麗香がさらりと告げた。

　すぐには意味がわからない。首をかしげながら彼女の股間に目を向ける。すると、ワンピースの白い生地にうっすら黒いものが透けていた。ちょうど内腿の付け根にあたる部分だった。

（あ、あれって……ま、まさか？）

　もしかしたら、陰毛ではないか。反射的に顔を見あげると、麗子は肩をすくめて目もとを赤く染めあげた。

（は、穿いてない……パンティを穿いてないんだ！）

　まさかの事態に、つい裸体を想像してしまう。目の前に立っている女性が、下着をつけていないとは信じられなかった。

　もう一度、ワンピースの股間を見やれば、そこは確かに黒くなっている。透けるという理由でパンティを脱いだのに、結果として秘毛が透けていた。いずれにしろ、志郎はかつてこれほど卑猥な光景を目にしたことはなく、ただ眺めるだけだった。

「うっ！」

　股間がずくりと疼うずいた。全身の血液が流れこんでいくのがわかる。異様な緊張感のなかで、ペニスは確実に反応していた。

（か、考えるな……なにも考えるな）

　懸命に胸のうちで繰り返す。だが、意識すればするほど、志郎の若い肉体は急激に変化していった。

「このワンピース、自信作なのよ」

　麗香はその場で一回転してみせる。すると、スカートの裾が遠心力で大きく舞いあがった。

（おおっ！）

　太股が付け根近くまで露わになり、志郎は反射的に目を凝らしていた。

　生の股間が拝めそうなところで、残念ながらスカートの裾が落ちてしまう。見えそうで見えないのが、余計に童貞の想像力を搔きたてる。異様な興奮状態に陥り、下腹部で力が漲るのがわかった。

「男性から見て、どんな感じかしら？」

「い、いいっ……とってもいいです！」

　勝手に口から言葉が溢れ出した。

　もう自分を抑えられない。もはやペニスは完全に芯を通して、亀頭が大きく膨らんでいた。スラックスの股間が盛りあがり、見事なまでのテントを張ってしまった。

（ま、まずい……今はまずいぞ）

　焦るばかりで、どうすればいいのかわからない。意思とは裏腹に、若い体は思いきり反応してしまう。童貞のペニスはこれでもかと屹立して、スラックスの前を突き破らんばかりになっていた。

「くっ……」

　ボクサーブリーフの裏地に擦れて、亀頭に甘い疼きがひろがった。

　とっさに腰を引いて、なんとか勃起を隠そうとする。絶対に見つかるわけにはいかない。今日はなぜか機嫌がいい麗香だが、信用して自宅に招いた営業マンが股間を膨らませていたら許さないだろう。

「あ、あの、そろそろ失礼しないと……」

　勃起がばれる前に立ち去らなければならない。帰る素振りを見せると、麗香が顔を覗きこんできた。

「まだどこかまわるの？」

「い、いえ、そういうわけでは……」

「じゃあ、いいじゃない。もう少しゆっくりしていきなさい」

　彼女がぐっと一歩踏み出してくる。距離が縮まったことで、ワンピースに浮かんでいる乳首がより鮮明になった。

　ボクサーブリーフのなかで、勃起した男根がビクッと反応した。またしても亀頭が裏地と擦れてしまう。カウパー汁が溢れ出すのがわかり、志郎は額に冷や汗を滲ませた。

「や、やっぱり……か、帰らないと……」

　不自然な前屈みの姿勢になっている。彼女に背を向けようとするが、すっと前にまわりこまれた。

「へんな姿勢ね。どうかした？」

　ふいに麗香の口調が鋭くなる。顔を覗きこんできたかと思うと、視線が股間にさがっていった。

「三山くん、それって……」

　麗子が目を見開いて息を吞む。スラックスの膨らみに気づいて、言葉を失っていた。

（わっ……わっ……）

　慌てて両手で股間を覆った。しかし、そうすることで余計にみっともない格好になってしまう。勃起しているのを認めたことになり、気分的にもますます追いこまれた。

「手をどかしなさい」

　麗子に手首を摑まれて、股間から引き剝がされる。スラックスのテントが露わになるが、もう覆い隠す勇気はなかった。

（ああ、もうお終いだ）

　絶望感に胸を塞がれた。

　あからさまに勃起しているのだ。五分の遅刻でもあれだけ激怒されたことを考えると、今回も大きな問題に発展するのは間違いない。おそらく契約は打ち切られて、志郎は会社で処分を受けることになるだろう。

（俺……どうなっちゃうんだ？）

　目の前が真っ暗になった。足もとがふらつき、背後のベッドに座りこむ。なにを言われるのか考えただけで、彼女の目を見ることができなくなった。

「わたしを見て、そこを大きくしたの？」

　麗香の声は思いのほか穏やかだ。こういうのを嵐の前の静けさと言うのではないか。気を抜いた途端、激しく叱責されるに決まっている。

「は……はい」

　今さら誤魔化すことはできない。取り繕ったところで、怒りを増幅させるだけだ。唯一、志郎にできるのは、素直に応じることだけだった。

　こうして受け答えしている間も、スラックスの股間は膨らんでいる。なにしろ、たっぷり腋の下を見せつけられたうえ、すぐそこで乳首が透けているのだ。目の前に彼女がいる以上、勃起が収まるとは思えなかった。

「膨らんだままじゃない……仕方ないわね」

　麗香はそう言うなり、サイドテーブルの電話に手を伸ばした。

「あなたの上司に電話をするわ。番号を教えて」

　受話器を握って尋ねてくる。拒否できる雰囲気ではない。仕方なく番号を告げると、彼女はさっそく電話をかけはじめた。

（クレームだ……俺は、もう……）

　今度こそ解雇されるかもしれない。志郎は激しい目め眩まいに襲われて、ベッドに座ったまま頭を抱えこんだ。

「もしもし、お世話になっておりますレイカの三佐川です」

　電話が繫がったらしい。麗香が落ち着いた声音で名乗ると、受話器から微かに岩田の声が漏れ聞こえてきた。

「今、三山さんがいらしているんですけど、もう少しお借りできませんか」

　いつ麗香の口からクレームが飛び出すのか気が気でない。志郎は全身を硬直させて彼女の言葉を聞いていた。

「いえ、そうじゃないんです。ほんのちょっとだけ、お手伝いしてもらいたいことがあって」

　麗香の声は終始穏やかだった。結局、彼女はクレームをつけることなく静かに受話器を戻した。そのとき、サイドテーブルに飾ってある結婚式の写真が、かたりと小さく揺れた。

「三山くんの上司は物わかりがいいわね。今日は直帰するように伝えてくださいって」

「ちょ、直帰ですか？」

　いったい、なにがどうなっているのだろう。これまで営業先から直帰したことなど一度もない。クレームがつかなくてほっとするが、彼女の考えていることがわからなかった。

「もう少し、つき合ってもらうわよ」

　麗香は口もとに笑みを浮かべると、ゆっくり志郎に歩み寄ってきた。
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「あ、あの……」

　志郎の声は情けなく震えていた。ワンピースに乳首を透かした麗香に迫られて、逃げ出したくても足腰に力が入らず、ベッドから立ちあがれなかった。

「わたしのせいだもの。責任を取らないといけないわね」

　麗香はひとり言のようにつぶやくと絨毯にひざまずき、志郎の股間に手を伸ばしてきた。

「うっ……」

　スラックスの上から、勃起したペニスに手のひらを重ねてくる。軽く触れただけなのに、快感が波紋のように全身へとひろがった。

（な、なんだ？　なにが起こってるんだ？）

　わけがわからないが、それ以上に興奮していた。

　なにしろ、自分以外の手が股間に触れるのは初めてだ。しかも、彼女は取引先の女社長で、麗しい人妻でもある。絶対に失礼があってはならない相手だと思うと、緊張するとともに、なおさら気持ちが高揚した。

「こ、こんなこと……」

　いったい、どうすればいいのだろう。彼女の手を振り払うことはできない。そんなことをすれば、瞬時に機嫌を損ねてしまうだろう。

「すごく硬くなってるわ」

　女体をぴったり寄せて、麗香が股間をまさぐってくる。ワンピースに包まれた乳房が二の腕に触れており、柔らかくプニュッとひしゃげていた。

「み、三佐川社長……」

　反り返った男根が、布地越しに撫でられている。スリッ、スリッと手のひらが滑るたび、先端から我慢汁が溢れ出るのがわかった。

「わたしのせいで、ごめんなさいね。ちゃんと鎮めてあげるから」

　微笑を浮かべた顔が極限まで近づき、彼女の甘い吐息が鼻先を掠める。志郎のペニスはさらに屹立して、感度が一段と高まっていた。

「すっきりすれば大人しくなるわよね」

　麗香が目を見つめて囁いてくる。そうしながらベルトを外して、ファスナーをゆっくりおろしていった。

「こ、これ以上は……」

　慌ててつぶやくが、彼女は聞く耳を持たない。スラックスがさげられて、グレーのボクサーブリーフが露出する。股間は布地が伸びきるほど大きく膨らんでおり、先端部分に黒っぽい染みが滲んでいた。

「遠慮しなくていいんですよ。わたしが急にへんなことをお願いしたせいで、こんなになっちゃったんだから」

　目をすっと細めて、唇の端を微かにあげる。その直後、麗香の指がボクサーブリーフのウエストにかかった。まさかと思ったときには、最後の一枚もさげられていた。

「あンっ、大きい」

　鉄棒のように勃起したペニスが勢いよく跳ねあがった。

　膨らんだ亀頭は我慢汁にまみれて、ぐっしょり濡れ光っている。牡の濃厚な匂いもあたりに漂い、志郎は思わず顔を赤らめた。

「す、すみません」

　とっさに口から出たのは謝罪の言葉だった。

　麗香の自宅の寝室で、スラックスとボクサーブリーフを膝までおろされて下半身を剝き出しにしている。生まれて初めて勃起したペニスを女性に見られて、消えてしまいたいほどの羞恥に襲われていた。

「照れちゃって可愛いわ」

　麗香も目もとを染めている。若い陰茎を目にしたことで興奮しているのか、微かに呼吸も荒くなっていた。

「三山くんはどうされるのが好きなのかしら？」

　彼女の指が陰毛に伸びてくる。縮れ毛を指先でいじりながら、志郎の顔を覗きこんできた。

「ど、どうって言われても……」

　なにしろ経験がないので答えられない。こうして陰毛に触れられているだけで、先走り液が溢れつづけていた。

「好きなようにしてあげる。手でも口でも、どっちでもいいのよ」

　人妻に迫られて、ペニスはますます硬くなる。彼女が手や口で射精に導いてくれるのだろうか。もはや想像するだけで射精しそうなほど、極限まで気分が高まっていた。

「ねえ、どうされるのがいいの？」

　強めの口調になり、麗香の指が内腿に滑りこんでくる。そして、ゆっくり這いあがり、内腿と陰囊の付け根のきわどい部分を撫でられた。

「ううっ……わ、わかりません」

　たまらず膝をガクガク震わせながら訴える。すると、彼女はぴたりと手の動きをとめた。

「もしかして、経験ないの？」

　探るような言い方だった。

　童貞だと告白するのは恥ずかしい。だが、目を見つめられると誤魔化すことができず、志郎は怖ずおずと頷いた。

「そう……そうだったの」

　麗香は一瞬目を見開いたが、すぐに「ふふっ」と楽しげに微笑んだ。

「だったら早く言ってくれればいいのに」

　納得した様子で語りかけて、なにやら妖しげな光を放ちはじめた瞳でじっと見つめてくる。そして、すぐ隣に腰かけると、ほっそりした指を野太く成長した肉茎に巻きつけた。

「おううっ」

　突然のことに、思わず声が漏れてしまう。生のペニスに触れられるのは、もちろん初めてだ。手のひらに包みこまれて、体温がじんわり伝わってくる。志郎はベッドに腰かけた状態で、全身をぶるるっと震わせた。

（き、気持ちいい……なんて気持ちいいんだ）

　まだ太幹を握られただけなのに、新たな先走り液がどっと溢れ出す。自分で触れるのとは比べ物にならない快感だった。

「三山くんの初めて、わたしがもらっちゃっていいかしら」

　サイドスタンドの柔らかい光が、女社長の整った横顔を照らしている。口調は冗談めかしているが、見つめてくる瞳には熱が籠もっていた。

（まさか、本気なんじゃ……）

　期待と不安が交錯する。もしかしたら、今日これから初めてを経験できるかもしれない。実際、こうしている今もペニスに甘い刺激が走っている。この状況ですら、ここに来るまで想像できないことだった。

「ま……まずいです」

　志郎は気力を振り絞って口を開いた。

　理性は激しく揺さぶられている。だが、取引先の社長と間違いがあってはならなかった。ところが、麗香はまったく気にする素振りもなく、ペニスにまわした指を滑らせてきた。

「くうううっ」

　快感が背筋を駆けあがり、頭のなかで爆発する。途端に目の前が真っ赤に染まり、建て前を口にする余裕などなくなった。

「今だけは、仕事のことを忘れていいのよ」

「そ、そんなこと言われても……」

「真面目なのね。ここはこんなに大きくなってるのに」

　麗香がゆったりと肉棒をしごきながら囁きかけてくる。身体を寄せているので、ワンピースの乳房の膨らみが二の腕に密着していた。

「会社じゃなくて、家に呼んだ理由がわからない？」

　最初から誘うつもりだったのだろうか。でも、麗香には夫がいる。しかも、ここは夫婦の寝室だった。

「夫なら帰って来ないから大丈夫よ。仕事のことで頭がいっぱいなの」

　麗香の口調は淡々としていた。

　お互いに忙しいので、生活がすれ違っているようだ。ここのところ、いっしょに過ごす時間が取れないという。

「で、でも、やっぱり……」

　戸惑いながらつぶやけば、太幹をキュッと強く握られる。その瞬間、快感の波が押し寄せた。

「くおっ！」

　たまらず大きな声が漏れてしまう。とっさに尻の筋肉に力をこめて耐えたが、大量の我慢汁がどっと溢れ出した。

「お汁がいっぱい……本当に初う心ぶなのね」

　麗香が太幹を握ったまま、さらに顔を近づけてくる。志郎は息がかかる距離から見つめられて動けない。どうすることもできず固まっていると、彼女の紅い唇が重なってきた。

（キ、キス……俺、キスしてるんだ）

　――これが志郎のファーストキスだった。

　一瞬で頭のなかが沸騰して、全身が燃えるように熱くなる。人妻の唇は、これまで触れたどんな物より柔らかい。ふんわりと軽くて、今にも溶けてしまいそうな感触だった。

「力を抜いてね……ンっ」

　麗香は舌を伸ばすと、唇の表面をそっと舐めてくる。さらには唇を割って、ヌルリと口内に侵入してきた。

（は、入ってきた……ああっ）

　女社長の甘い吐息が流れこみ、歯茎や頰の内側に舌先が這いまわる。舌の滑らかな動きが興奮を誘い、握られているペニスがますます硬くなった。

「うむむっ」

　もう呻うめくことしかできない。どうすればいいのかわからず、志郎は手に触れたシーツを両手で握り締めていた。

「あふンっ……」

　彼女の舌がさらに入りこんでくる。

　上顎や歯の裏側まで舐められて、胸の鼓動がどんどん速くなっていく。キスだけでこれほど興奮するとは知らなかった。奥に引っこめていた舌を搦からめ捕られると、全身に快感電流が走り抜けた。

（そ、そんなに吸われたら……）

　舌の根が抜けそうなほど強く吸引される。粘膜同士がヌメヌメと触れ合う感じが、身震いするほど気持ちいい。未知なる快感が全身にひろがり、頭の芯がジーンと痺れはじめた。

「ううっ……うううっ」

　ディープキスで言葉を奪われて、同時にペニスを握られているのだ。二十二年の人生で経験したことのない快楽だった。

　愉悦が全身に蔓延して、急速に力が抜けてしまう。志郎が背中から倒れこんでいくと、麗香も横たわって添い寝をするような格好になった。

（俺は、なにを……）

　サイドスタンドの飴色の光が気分を煽り立てていた。

　志郎は下半身剝き出しで仰向けになり、膝から下はベッドの縁から垂れさがっている。しかも、信じられないことに人妻が身を寄せていた。唇をぴったり重ねて、ディープキスを交わしている最中だった。

「あふっ……むふンっ」

　麗香は両手で頰を挟むと、愛おしげに口を貪ってきた。

　さらにはスラックスとボクサーブリーフを奪って、片方の膝を太股の間に割りこませてくる。ワンピースの下腹部にペニスが当たって我慢汁が付着するが、そんなことはお構いなしに志郎の舌をしゃぶっていた。

「はあっ、美味しい」

　唾液を啜りあげて飲みくだすと、うっとり見おろしてくる。彼女も昂たかぶっているのか、目の下が薄桃色に染まっていた。

「若い男の子のキス、とっても美味しいわ」

「み、三佐川社長……」

「こういうときは、名前で呼ぶものよ」

　麗香が両手で頰を撫でまわしてくる。潤んだ瞳で見つめられて、志郎は胸が熱くなるのを感じていた。

「れ……麗香さん」

　緊張のあまり声が掠れてしまった。

　うながされて「麗華さん」と言った直後、羞恥のあまりに顔が熱くなる。彼女は元モデルの女社長だ。ファーストキスの相手が、高嶺の花である麗香になるとは思いもしなかった。

「ふふっ、志郎くん、いい感じよ」

　彼女もお返しとばかりに名前で呼んでくれる。すると、一気に距離が縮まった気がして、胸の鼓動が速くなった。

　再び麗香が唇を重ねてくる。志郎は自分から唇を半開きにして、彼女の舌を受け入れた。すぐにとろみのある唾液が流しこまれる。ほのかな甘みが胸に染み渡り、志郎は夢中になって嚥下した。

（ああっ、最高だ……）

　キスをするのが初めてなら、女性の唾液を味わうのも初めてだ。知らない世界に足を踏み入れた悦びが、志郎の心をかつてないほど浮き立たせていた。

「わたしの唾、美味しい？」

　唇を離した麗香が、至近距離から尋ねてくる。切なげな瞳で見つめられて、志郎は視線を逸らすことができなかった。

「お……美味しいです」

　正直に答えると、全身の血流が速くなる。ペニスがピクッと跳ねあがり、彼女の下腹部を突きあげる結果となった。

「あンっ、すごく元気なのね。こうしてほしいのかしら」

　麗香の手が下半身に滑り降りて、膨張した亀頭を包みこんでくる。カウパー汁が付着するのも構わず、手のひらでゆっくり捏ねまわされた。

「くおおっ、き、気持ち……」

　快楽に腰を揺すりあげると、彼女はますます亀頭を擦ってくる。透明な粘液が潤滑油の役割を果たし、さらなる我慢汁が溢れ出す。自分で亀頭を刺激することはなかったので、余計に新鮮な快感だった。

「ううっ、そ、そこは……」

「ここじゃなくて、こっちが好きなの？」

　麗香の手が亀頭から竿の部分に移動する。しっかり指を巻きつけてきたと思ったら、すぐさまゆるゆるとスライドをはじめた。

「そ、そういうことじゃ……くううっ」

　志郎の声は途中から快楽の呻きに変わってしまう。カウパー汁にまみれたペニスを擦られて、ニチャッ、ヌチャッという湿った音が響き渡った。

「ちょ、ちょっと――うううッ」

　鮮烈な刺激がひろがり、思わず手首を摑んで制止する。このままでは、あっという間に限界に達してしまう。ところが、彼女は志郎の手を振り払うように、強引にしこしこ擦りつづけた。

「うううッ、ダ、ダメです」

　声が震えて、カウパー汁が次から次へと溢れ出す。射精欲が爆発的に膨れあがり、慌てて下腹部と尻の筋肉に力をこめた。

　それでも快感はとまらない。かつてない悦楽に襲われて、尻がシーツから浮きあがる。もうこれ以上は耐えられないと思ったとき、しごくスピードがふっと緩んだ。

「わたしの手で感じてくれてるのね……嬉しい」

　麗香がしみじみとつぶやいた。

「昔は夫も悦んでくれたんだけど……」

　快楽を訴える志郎の顔を覗きこみ、どこか淋しげな表情を浮かべている。それでも、ペニスにはしっかり指を巻きつけていた。

「こういうことするの、久しぶりなの」

　なにやら様子がおかしい。いつもの彼女からは想像もつかない、自信なさげな声だった。

「夫と最近してないから……」

　麗香はサイドテーブルに視線を向けると、結婚式の写真をじっと見つめた。

「仕事を選んだのは自分だもの、仕方ないの……。ごめんなさい、ヘンなことを言って」

「麗華さん……」

　返す言葉が見つからない。恋人もいない自分に、アドバイスできることなどあるはずがなかった。

「だから、今日はわたしも楽しませてもらうわね」

　麗香は複雑な表情を浮かべている。後ろめたさと期待が入り混じっているのかもしれない。気を取り直したようにベッドからおりると、新作のワンピースの背中に両手をまわしてファスナーをおろしはじめた。

「な、なにを？」

　慌てて声をあげるが、彼女は聞く耳を持たない。顔を赤らめながら、おずおずとワンピースを頭から抜き取った。

　ブラジャーもパンティもつけていないので、いきなり裸体が露わになる。乳房は下膨れした釣鐘形だ。白くて滑らかな肌は鏡餅のように艶々しており、頂点の乳首は先ほど生地越しに見たのと同じ鮮やかな紅色だった。

（こ、これが、麗華さんの……）

　志郎は言葉を発することもできず、ただ口をぱくぱくさせていた。

　なにしろ初めて目にする女性の裸体だ。麗香の身体は、まるでヴィーナスのように光り輝いていた。

　重たげに揺れる乳房に惹きつけられて、ついつい凝視してしまう。腰は艶めかしいＳ字のラインを描き、むっちりした尻へとつづいている。太股にはたっぷり脂が乗っており、恥丘には黒々とした秘毛がそよいでいた。

（女の人が、俺の前で……）

　かつてないほど気持ちが高揚している。女体を目にしただけで心拍数が急上昇して、呼吸まで苦しくなっていた。

　反り返ったペニスがヒクッと揺れる。先端からは絶えず透明な汁が染み出しており、張りつめた亀頭をぐっしょり濡らしていた。

「ねえ、志郎くん……」

　麗香が甘ったるい声で呼びかけながら、再びベッドにあがってくる。そして、志郎の股間をまたいで見おろしてきた。

「え……え……」

　志郎は戸惑いの声を漏らすことしかできなかった。

　いわゆる騎乗位の体勢で、あの美人社長が股間にまたがっているのだ。彼女は足の裏をしっかりシーツにつき、志郎の腹に両手を置いた。内腿を開く格好になり、自然と彼女の股間が視界に飛びこんできた。

「おっ……おおっ！」

　思わず大きな声をあげてしまう。陰毛がそよぐ恥丘の下に、アーモンドピンクの陰唇がはっきり見えた。

（ほ、本物だ……こ、これが女の人の……）

　瞬間的に全身の血液が湧きあがった。

　初めて目にするものばかりで、異様な興奮状態に陥っている。ネットで目にするのとは異なり生で見る女性器は想像していた以上に艶めかしい。二枚の花びらは愛蜜でヌメ光り、まるで意思を持った生き物のように蠢いていた。

「そんなに見られたら……ああっ、濡れてきちゃうわ」

　麗香は腰をくねらせてつぶやくと、片手をペニスに伸ばして握り締める。そして、亀頭を淫裂に押し当てて、股間をゆっくり前後に動かしはじめた。

「ううっ、そ、そんなことされたら……」

　柔らかい陰唇の感触に気分が高揚する。あの割れ目のなかに亀頭が吞みこまれるかもしれない。そう思うだけで全身の毛が逆立つほど昂り、ペニスがまたひとまわり大きくなった。

「で、でも……ま、まずくないですか？」

　今さらながら、夫婦の寝室だということが気になってしまう。予定が変更になって急に出張先から帰ってきた夫と鉢合わせしたりしないだろうか。志郎はベッドで仰向けになったまま、周囲をぐるりと見まわした。

　サイドスタンドのぼんやりした明かりが、室内を照らしている。本来は夫婦だけの空間だ。新婚当初は愛を囁き合い、熱く身体を重ねていたに違いない。そんな神聖な場所で、志郎は童貞ペニスをそそり勃たせていた。

「も、もし、旦那さんにばれたら……」

「まず電話をかけてくることもないから、絶対に大丈夫」

　麗香はまったく気にする様子がない。それより、志郎の若い肉体が気になって仕方がないようだ。久しぶりに生きのいい肉棒に出会えたらしく、興奮を隠せない様子だった。

「もう夫の話なんてしないで……はンンっ」

　腰をゆったり振ることで、亀頭と陰唇が擦れ合う。カウパー汁が溢れると同時に、恥裂からも透明な華蜜が湧き出していた。

「すごく熱くなってる、志郎くんのこれ」

　麗香の声がどんどん上擦っていく。陰唇に擦りつけていた亀頭を、ついに膣口へと押しこんだ。

「はああンッ、大きいっ」

　二枚の花弁を巻きこみながら、ペニスはいとも簡単に沈みこむ。ぶっくり膨らんだ亀頭は、女壺に吞みこまれて瞬く間に見えなくなった。

「くうううッ！」

　熱い粘膜がペニスの先端を包んでいる。己の肉棒が膣口に入りこみ、女体とひとつに繫がった。濡れそぼった媚肉を搔きわけて、亀頭がヌプヌプとめりこんでいく。あまりの気持ちよさに、腰がぶるるっと震えあがった。

（やった、やったぞ、俺は男になったんだ！）

　ついに歓喜の瞬間が訪れた。初めてのセックスだ。二十二歳にして、ようやく童貞を卒業したのだ。

「れ、麗華さんっ」

　大人の仲間入りをしたことで喜びが爆発した。勢いのまま股間を跳ねあげると、ペニスが一気に根元まで嵌りこんだ。女壺は蕩けそうなほど柔らかく、まるで蜂蜜の瓶に男根を突きこんでいるようだった。

「あああッ……いきなり動かないで」

　麗香が乳房を弾ませながら、腰を小刻みに震わせた。

　突然の刺激に反応して、女壺が思いきり収縮する。膣壁がうねりながら、猛烈な力でペニスを締めつけてきた。

「くうッ……き、きつい」

　蜜壺全体が咀そ嚼しやくするように蠢いている。無数の膣襞がウネウネと蠕動して、太幹を奥へ奥へと誘いこんでいた。

「くおおッ……ぬおおおッ」

　額に冷や汗を浮かべると、なんとか射精欲を抑えこんだ。それでも快感が全身にひろがっている。志郎がペニスを突きこんだ結果、愉悦が膨れあがり、いきなり追いこまれてしまった。

「や……やば……」

「そうよ、大人しくしてね」

　麗香の呼びかけに、志郎は声も出せないまま頷いた。

　濡れた媚肉は想像以上に熱かった。それでいながらババロアのように柔らかくて、常に全体がうねっている。まるで慈しむように、肉棒全体をねちっこく捏ねまわしてきた。

「志郎くんの初めて、もらっちゃった」

　麗香の嬉しそうな声が聞こえてくる。うっとりした顔で見おろし、蜜壺とペニスを馴染ませるように腰を微かにまわしていた。

「初めてのセックス、どんな感じ？」

　女社長の唇から紡がれる「セックス」という単語が艶めかしい。言葉だけでも性感が刺激されて、膣のなかで我慢汁が噴き出した。

「き……き……気持ちいい、すごく気持ちいいですっ」

　ようやく感想と感激を口にすると、なおのこと快感が高まった。

「ふふっ……今度はわたしが動いてあげる」

　麗香は髪を搔きあげて囁くと、腰をゆったり振りはじめた。

　太幹を根元まで咥えこんだ状態で、股間を擦りつけるような前後の動きだ。男根がヌプヌプと出し入れされるが、ストロークはそれほど大きくない。刺激は抑えられているのに、快感は途切れることなくつづいていた。

「ま、待ってくださ――うぐううッ」

　もはや耐えるだけで精いっぱいだ。まともに話す余裕はなく、奥歯を強く食い縛った。

　それでも、自分の股間に人妻がまたがり、腰をくねらせている事実は変わらない。すぐ目の前で白い乳房が波打ち、乳輪がぷっくり隆起して乳首が紅色に色づいていた。

（お、俺……セ、セックスしてるんだ）

　そう思うだけで、またしても射精欲が暴れはじめる。慌てて乳房から目を逸らすと、麗香がすっと手首を摑んできた。

「触ってもいいのよ」

　両手を乳房へと導かれる。指先が軽く触れた途端、ほとんど抵抗なく柔肉のなかに吸いこまれた。

「お……おお……」

　信じられないほど柔らかい。熟しすぎた白桃に触れているようで、指がどこまでも沈みこんでいった。

「触ってみたいでしょう？」

　麗香の囁きに、志郎は目を見開いたまま何度も頷いた。そして、恐るおそる指を曲げて、双乳をゆったり揉みあげた。

「どんな感じがするか教えて」

「や、柔らかいです……ああ、こんなに柔らかいんだ」

　男の体ではあり得ない感触だ。女体の神秘に引きこまれて、つい手の動きが速くなる。すると、麗香が微かに身をよじった。

「やさしく揉んでね。女の身体は繊細なの」

「は……はい」

　レクチャーを受けて、慎重に指をめりこませる。すると、女社長の唇から甘い吐息が溢れ出した。

「はあンっ……そうよ、上手ね」

　褒められると、ますます気分が盛りあがる。調子に乗って、先端で息づく乳首をそっと摘みあげた。

「あンっ、先っぽはとくにやさしくね」

「こ、こう……ですか？」

　人差し指と親指で、充血した乳首をクニクニと転がしてみる。耳たぶの感触に似ていた。柔らかいのに芯があり、何時間でも触れていたくなる。執拗に揉んでいると、彼女の腰の動きが速くなった。

「そ、そんなにされたら……」

「だって、志郎くんが乳首ばっかり……ああンっ」

　麗香の口調が艶を帯びてくる。愛蜜の量が増えたらしく、結合部分から湿った音が聞こえてきた。思わず股間を見やれば、彼女の股間が前後に動いている。二人の陰毛が擦れており、絡み合う様子が卑猥だった。

「あ、あの、腋の下も……」

　昂りにまかせて口走る。先ほど目にした光景がまだ頭に残っていた。手入れの行き届いた柔肌に触れてみたかった。

「こんなところが好きなのね」

　麗香は戸惑いながらも腰を振って、両手で髪を搔きあげてくれる。両腕を持ちあげたことで、左右の腋の下が晒された。

「れ、麗華さん……」

　志郎は導かれるように上半身を起こすと、女体に両腕をまわしていった。

　対面座位と呼ばれる体位だ。我ながら大胆な行動だと思うが、もう欲望を抑えられない。深い場所で繫がったまま、無駄毛が一本もないツルリとした腋窩に鼻先を押し当てた。

「おおっ、スベスベして気持ちいいです」

　もしかしたら、特別な脱毛処理をしているのだろうか。麗香の腋の下は、うっとりするほど滑らかで柔らかい。ほんのりと甘酸っぱい汗の匂いが、牡の欲望を煽りたてる。無意識のうちに舌を伸ばして、柔肌を舐めまわした。

「ああンっ、くすぐったい」

　微かに身をよじるが、麗香も感じているらしい。舌を這わせるたび、膣が収縮と弛緩を繰り返した。

「ううっ、し、締まる」

　強い刺激を受けて、快楽の呻きが漏れる。女穴に埋めこんだペニスが跳ねあがり、膣壁をグリッと擦りあげた。

　左右の腋の下を交互に舐めまわして、頰擦りを繰り返す。そうしながら、同時に乳房を揉みまくった。すでに乳首は完全に尖り勃っており、乳輪までドーム状にふっくら盛りあがっていた。

「はあっ、いいわ」

「れ、麗華さんの乳首……うむううっ」

「あンっ、やさしく吸って……はあンっ」

　腋の下をしゃぶりながら、乳首をクニクニと転がしまくる。すると、麗香はたまらなくなったらしく、志郎の肩を摑んで再び仰向けに押し倒してきた。

「わたし、もう……」

　見おろしてくる瞳が、いっそう潤んでいる。唇が半開きになり、ハアハアと息が乱れていた。

「動いていいでしょ？」

　尋ねてくるなり、麗香は腰を振りはじめる。前後の動きではなく、今度は膝の屈伸を利用した上下動だ。むっちりしたヒップを弾ませて、屹立したペニスを出し入れした。

「くおおおッ！」

　先ほどまでとは刺激の強さがまったく違う。リズミカルに肉茎を摩擦されて、あっという間に快感が大きくなった。

（入ってるんだ……俺のチ×ポが、麗香さんのなかに……）

　再び股間に視線を向ければ、繫がっている部分がはっきり見える。出入りするところを目にしたことで、さらに気分が盛りあがった。

　濡れそぼった花弁の狭間に、愛蜜と我慢汁を浴びた肉棒が嵌っている。美しい顔には似合わない、ぬめる二枚の陰唇が、しっかり太幹を咥えこんでいるのだ。しかも、彼女が腰を振るたび、ズプッ、ズプッと男根が抜き差しを繰り返していた。

（こんなことが、現実に……）

　まさか今日の今日、アパレル会社の美人社長相手に童貞を卒業するとは思わなかった。なにしろ、あの厳しい麗香だ。いつも叱られてばかりだったのに、なぜか志郎の股間にまたがって腰を振っていた。

「あっ……あっ……志郎くんの大きいから、すごく擦れちゃうっ」

　麗香の甘い声が、夫婦の寝室に響き渡った。女体を上下に揺らして、志郎の若い男根を味わっている。乳首は硬く尖り勃っており、蜜壺は次から次へと愛汁を分泌していた。

「お、俺、もう……くううッ」

　志郎は媚肉の摩擦感に酔いながら、両手をくびれた腰に伸ばしていく。肌き理めの細かい肌の感触が心地いい。スベスベしているのに、しっとりと潤いがある。しかも、悩ましいＳ字の曲線を描いていた。

「き、気持ちいいっ、すごく気持ちいいですっ」

　快感を訴えると、彼女の腰の動きが速くなる。ヌプヌプと男根が出入りを繰り返し、カリが大量の愛蜜を搔き出していた。

「ああっ、わたしも……あああっ、わたしもいいわっ」

　麗香も感じていることを認めて、さらに膣を収縮させる。男根が絞られることで、女壺のなかでカウパー汁を振りまいた。

「ぬおおッ、も、もうダメですっ、くうううッ」

　童貞には強すぎる刺激だった。悦楽の大波が押し寄せて、とっさに下腹部の筋肉に力をこめる。そうやってなんとか射精欲を抑えようとするが、今度は耐えられそうになかった。

「くおおおおッ」

「はああッ、いいっ、すごくいいのっ」

　志郎の昂りに合わせるように、麗香が腰の動きを加速させた。

　騎乗位で尻を勢いよく上下させて、ペニスを女壺でしごきあげる。志郎の腹に両手を置き、テンポよく腰を振っていた。結合部からは湿った音が響き渡り、愛蜜と我慢汁の混合液が飛び散った。

「で、出ちゃうっ、もう出ちゃいますっ」

　最後の瞬間が迫っている。熱くなったペニスは限界まで膨張して、睾丸のなかではザーメンが沸騰していた。

「出したいのね、いいわ、出して、いっぱい出してっ」

　麗香が目を見つめながら語りかけてくる。彼女の瞳も潤んでおり、唇からは絶えず喘ぎ声が漏れていた。

「いいっ、いいっ、あああッ」

　美人社長が甘えた声をあげている。騎乗位で好き放題に腰を振り、夫以外のペニスを貪っていた。彼女が咥えこんでいるのは、まぎれもなく志郎のいきり勃った肉棒だった。

「おおおッ、で、出るっ、出るっ」

　頭のなかが紅ぐ蓮れんの炎に包まれる。目に映るものすべてが真っ赤に染まり、もう射精することしか考えられなかった。

「おおおおッ、麗香さんっ、おおおおッ」

「ああッ、ああッ、ちょうだい、なかにちょうだいっ」

　あの麗香が甘い声でおねだりしてくれる。この夢のような状況で、志郎は股間を思いきり突きあげた。

「くおおおおおおおおッ！」

　亀頭が女壺の最深部に到達して、ついに快感が限界を突破する。大噴火がはじまり、根元まで埋まっているペニスが激しく暴れまわった。

「あ、熱いっ、ああッ、なかでビクビクって、あぁああああああああッ！」

　大量のザーメンを注ぎこまれて、麗香も嬌声を振りまいた。女体を大きく反り返らせると、凍りついたように固まった。その直後、さらに膣が収縮して、下腹部が小刻みに痙攣した。

「おううッ……おううううッ」

　かつてない快楽に浸りながら、志郎も全身を痙攣させる。最後の一滴まで絞り取られて、唇の端から涎を垂らしていた。

（ああっ、こんなに気持ちいいなんて……）

　想像していた以上の愉悦だった。

　頭のなかに靄がかかったようになっている。絶頂の余韻が色濃く漂うなか、志郎はぼんやりと麗香を見あげていた。

「はあンっ……すごくよかったわ」

　うっとりした様子で囁いてくれる。昼間の麗香からは想像がつかない、まったく異なる夜の顔だった。
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　志郎は麗香の自宅をあとにして、呆けたまま帰路に就いた。

　今日は岩田の指示で直帰することになっている。満員列車に揺られながら、車窓に映る自分の姿をふと見やった。

　疲れきった顔で吊り革に摑まっている。他人から見れば、濃紺のスーツを着たどこにでもいる男だろう。だが、大きな経験をして、朝とはまるで別人になっていた。

（もう童貞じゃない……俺は大人の男になったんだ）

　できることなら大声で叫びたい気分だった。

　家路を急ぐサラリーマンやＯＬたちに、先ほどの体験を聞かせてやりたい。美人社長と関係を持ち、膣内に思いきり射精したのだ。そのことを教えたら、誰もが驚くに違いなかった。

　――おまえみたいな地味な奴に、そんな大それたまねができるはずない。

　悔しまぎれにそう言う者もいるだろう。志郎自身、いまだに信じられない。だが、実際にセックスできたのだから人生とはわからないものだ。

　まだペニスには、初体験の名残りである甘い疼きが残っている。女壺でしごかれた快感は、一生忘れることはないだろう。思い出すと顔がにやけそうで、志郎は意識して眉間に力をこめた。

　駅に到着すると、人波に流されるまま改札に向かった。

　駅前のバス亭には、すでに長蛇の列ができていた。バスで十分ほどのところに新興住宅地がある。ほとんどが、そこに住んでいる人たちだ。志郎が子供のころは田んぼや沼だった場所が、今はすっかり開発されていた。

　志郎はバス停の前を素通りすると、線路沿いの道を歩いていく。

　街灯の間隔が離れているため薄暗いが、古くからの住宅地へ行くにはここを通るのが近道だ。地元住民はみんなこの道を利用しているので、意外と人通りは多かった。

　いつもは疲れきって足を引きずるようにして歩いているが、今夜は気分がまったく違っていた。全身にひろがっているのがセックスの疲れだと思うと、なにやら誇らしい気分だった。

　夜空を見あげれば、丸い月が浮かんでいた。いつもより明るいと思ったら、今夜は満月だった。まるで志郎の童貞卒業を祝福するように、月光が線路脇の道を照らしていた。

　五分ほど歩いて角を曲がると、瓦屋根の住宅が建ち並んでいる。平屋もあれば二階建てもあるが、どの家もそれなりに年季が入っていた。幹線道路から離れているので、車はほとんど走っていない。昼間はいつも子供たちがキャッチボールをしたり、自転車を乗りまわしたりしていた。

　志郎が生まれ育った町だ。駅前は開発が進んでいるが、この地域だけは取り残されたように昔のままだった。少し歩けば山もあるし川もある。電車に乗れば二十数分で横浜駅だが、ここにはまだ自然が残っていた。

　明かりの灯った家々の窓から、テレビの音声や家族団欒の楽しげな声が漏れ聞こえてくる。腕時計を見やると、時刻はもうすぐ夜八時になるところだ。ほっこりとするこの時間が、なんとも愛おしかった。

（なんか、年寄りになったみたいだな）

　ふっと苦笑が漏れた。

　こんなふうに感じるようになったのは、この春からひとりで生活するようになったからだろう。

　今年の四月から商社に勤務する父親が大阪支社へ転勤になり、母親もついていったのだ。志郎は実家にいながら、就職と同時に初めてのひとり暮らしをすることになった。

（晩飯、どうするかな）

　胸のうちでつぶやくが、もうなにを食べるか決めていた。

　住宅街の一角に明かりが見えてくる。色褪せた黄色いテントが歩道に迫り出しており、消えかけた文字で『まんぷく弁当』と書いてあった。ほっとした直後、店の看板の明かりがふっと消えた。

「えっ……ちょ、ちょっと」

　腕時計を確認すると、針はちょうど八時を指している。志郎は慌てて店に駆け寄った。まだシャッターはおりていない。ガラス戸越しに覗きこむと、まだ厨房の明かりはついていた。

「おーい、開けてくださいよぉ！」

　躊躇することなく、ガラス戸をノックして呼びかける。すると、奥から人影が近づいてきた。逆光になっているので顔は見えない。それでも、すぐに彼女だとわかった。

「大きな声出さないでよ、ご近所迷惑でしょ」

　芳よし村むら夏なつ実みはガラス戸を開け放つなり、立てた人差し指を「シーッ」と唇に押し当てた。

　幼さの残る顔立ちなので、そうやって怒っている顔も可愛かった。

　夏実はひとつ年下の二十一歳。家が三軒隣という近さもあり、物心ついたころからいっしょに遊んでいた幼なじみだ。黒髪のショートカットが似合う元気印の女の子で、志郎とは兄妹のように仲がよかった。

　今日はデニム地のミニスカートに白いＴシャツにスニーカー、その上に胸当てのある赤いエプロンをつけている。昨年、短大を卒業してから、両親が経営するこの弁当屋で働いていた。

（うっ……）

　彼女の顔を見た途端、胸の奥が微かに痛んだ。

　麗香と関係を持ったことが後ろめたい。じつは夏実のことが気になっているので、なんとなく裏切った気分になってしまう。

「開いててよかった。焦っちゃったよ」

　奥手の志郎だが、昔から彼女とだけは憶せず話すことができた。胸の痛みに気づかない振りをして平静を装った。

「唐揚げ弁当ね」

　店内に足を踏み入れると、メニューを見ずに注文する。ところが、夏実は不満げに頰を膨らませた。

「今日はもう来ないかと思った」

「ぎりぎりセーフだろ、少しくらい待っててくれよ」

　まんぷく弁当は夜八時までだ。滑りこめると思ったのに、目の前で明かりが消えたので焦ってしまった。

「なに言ってんの。志郎ちゃんが来ると思って待ってたんだからね」

　夏実は壁の時計を見やり、ますます頰を膨らませた。

「だって、今ちょうど……あれ？」

　店内の時計は八時七分になっている。そういえば、腕時計が遅れていたのを忘れていた。

「ごめんごめん、俺の時計、ずれてるんだった」

　志郎はすぐさま手を合わせて謝った。そして、腕時計を七分進めると、「これで明日は大丈夫」と笑いかけた。

「もう……唐揚げ弁当ね」

　夏実は小さく息を吐き出すと、厨房へと入っていった。

　自炊するのが面倒なので、結局、ほとんど毎日まんぷく弁当のお世話になっている。この店がなければ、コンビニ弁当とインスタントラーメンばかりの生活になっていた。

「おじさんとおばさんは？」

「先にあがったよ。こんな時間に来るの、志郎ちゃんだけだもん」

　住宅街にあるので、遅い時間はほとんど客が来ないという。今日も志郎のために夏実が残っていてくれたのだ。

「なんか悪いね。なっちゃん、ありがとう」

　カウンター越しに声をかける。すると、フライヤーで鳥肉を揚げていた夏実が、驚いた顔で振り返った。

「どうしたの？」

「なにが？」

　すぐに聞き返すと、彼女は蕾がほころぶような笑みを浮かべた。

「だって、志郎ちゃんがお礼を言うなんて珍しいから」

　夏実の頰が微かに赤らんで見えたのは気のせいだろうか。一瞬、志郎は言葉を失い、幼なじみの顔に見惚れていた。

　家が近所だったので、小さいころはいつもいっしょだった。田んぼでザリガニを捕ったり、山でクワガタやカブトムシを捕ったり、とにかくいつも泥だらけになって遊んでいた。

　中学、高校と進むにつれて、遊び方は変わっていった。音楽のＣＤを貸し借りしたり、たまには映画を観に行ったりもした。

　とはいっても、交際に発展したわけではない。志郎はいつしか芽生えた恋心を隠しつづけていた。もし拒絶されたら、これまでの関係が壊れてしまう。それならば、仲のいい幼なじみのままでいようと思った。

（でも、やっぱり……）

　想いを伝えたいという気持ちもある。このままでは、いつか彼女は誰かのものになってしまうのだ。

「は、早くしてくれよ、腹が減って死にそうなんだ」

　わざとぶっきらぼうに言うと、そっぽを向いた。

　自分は麗香とセックスしたのに、夏実が他の男に抱かれるのは耐えられそうにない。自分勝手だと思うが、夏実を誰にも渡したくなかった。








第二章　なぜか癒されて
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　翌朝七時半、志郎はアラームの音で目を覚ました。

　寝惚け眼を擦り、ベッドで横になったまま伸びをする。初体験の名残りなのか、体のあちこちが筋肉痛になっていた。

　昨夜は家に帰って弁当を食べると、すぐにシャワーを浴びて横になった。ところが、疲れているのに頭は冴えていた。なかなか寝つくことができず、麗香とのセックスを思い出して、三回もオナニーしてしまった。

　実家だが両親はいない。安心して自慰行為に没頭できる環境が、かえってまずかった。木造二階建てのこぢんまりした家で、志郎の部屋は二階にある。なにしろ古いので、ちょっとしたことで軋んでしまう。両親がいるときは、オナニーするのも気を使うほどだったが今は自由だった。

　結局、窓の外が白みはじめるまで起きていた。ようやく眠りに落ちたと思ったら、アラーム音に叩き起こされてしまった。

（ううっ、眠い……）

　だが、今日は遅刻するわけにはいかない。ベッドから這い出ると、テレビをつけて時間を確認した。

　腕時計は間違いなく合っている。時間厳守で行動すれば、いつもの電車に乗ることができるだろう。食パンをトースターで焼いている間に、急いで洗面所に向かった。

「ん？」

　歯を磨きながら鏡を見たとき、若白髪を発見した。前髪のなかに一本混じっていたので、指に絡めて引き抜いた。

（イテっ……俺、たいして苦労してないんだけどな）

　白髪をまじまじと眺めてゴミ箱に捨てる。そして、歯をガシガシ磨くと、冷たい水で顔を洗った。




（よし、今日は一番乗りだ）

　事務所にはまだ誰もいなかった。

　タイムカードに印字された時刻は八時二十八分。暗黙の了解である始業三十分前に出勤することができた。昨日はたまたま叱られなかったが、二日連続で遅刻したらさすがに岩田と美由紀が黙っていないだろう。

　志郎は給湯室に向かうと、電気ポットに水を注いでスイッチを入れた。流しに置いてある湯飲みとマグカップを洗って、水切り籠に乗せておく。さらにインスタントコーヒーと緑茶の買い置きをチェックするのも忘れない。これらの雑用はすべて新入社員の仕事だった。

（あれ？　誰か補充してくれたんだ）

　スティックの砂糖が減っていたので、そろそろ買わなければと思っていた。ところが、今、確認すると新しいパックが棚に入っていた。

　先輩たちは気づいていても、なにも言ってくれない。いざなくなってから、ちゃんと買っておくようにと叱られる。だから、新入社員は常に気を配っていなければならなかった。

（もしかして、中林さんが……）

　ふと脳裏に浮かんだのは、営業部レンタリース課で唯一の女性社員である美由紀の顔だ。課長や男性社員が、砂糖を買ってくるとは思えなかった。

（いやいや、あの人だって買ってきたことないよな）

　志郎は自分の席に向かいながら心のなかでつぶやいた。

　あの美由紀がそんなことをしてくれるはずがない。怒ることはあっても、よほどのことがなければ手伝ってくれなかった。

「おはよう、志郎くん」

　美由紀が出勤してきた。

　今朝も機嫌がよさそうだ。またしても「志郎くん」と呼ばれて、なにやらくすぐったい気分だった。

「お、おはようございます」

　志郎も挨拶を返すが、気を抜くことはできない。いつどんなことで怒りのスイッチが入るかわからなかった。

　美由紀が向かいの席に腰をおろした。そして、さっそくパソコンを立ちあげたので、志郎も緊張しながら自分の仕事に取りかかった。昨日は直帰したので、営業日報を書いていない。外回りに出る前に完成させておきたかった。

「そういえば――」

　ふいに美由紀が話しかけてくる。志郎は顔をあげると、反射的に背筋をまっすぐ伸ばした。

「は、はい！」

　すかさず大きな声で返事をする。いつもそうするように言われていたが、なぜか美由紀は目を見開いた。

「元気いいわね。でも、そんなに硬くならなくていいのよ」

　いったい、どうしたというのだろう。大きな声で返事をしなさいと、いつも言っていたのは美由紀ではないか。

「ところで、お砂糖が減っていたから買っておいたわ。領収書は経理にまわしてあるから」

「あれって、中林さんが？」

　どういう心境の変化だろう。これまでの美由紀だったら、絶対にあり得ないことだった。新入社員は叱って育てる方針だと言っていた。ひとりでやらせることで経験させるのだ、とも。そんな彼女が志郎の仕事を手伝うとは、なにかあったのだろうか。

「昨日、志郎くんは直帰で忙しかったでしょう。だから、少しでもお手伝いできたらと思って」

　いよいよ恐ろしかった。

　これほど美由紀にやさしくされたことは、かつて一度もない。まるで別人と話しているようだった。

「あ、ありがとうございます……き、切らさないように気をつけます」

　いつ怒鳴られるかと警戒しながら答えると、彼女は目を細めた柔らかい表情で頷いた。

「最初はお仕事を覚えるまで大変だけど、がんばってね」

　胸に染みる言葉だった。

　これまで厳しかったのは、やさしさの裏返しだったのかもしれない。志郎は感激して思わず涙ぐみながら、「はいっ」と大きな声で返事をした。

「おっ、朝から気合いが入ってるじゃないか」

　課長の岩田だった。ちょうど出勤してきたところで、朝から珍しく満面の笑みを浮かべていた。

「おはようございます！」

　反射的に起立して挨拶する。直立不動になってしまうのは、日頃から叱られているせいだった。

「うむ、おはよう」

　岩田は歩み寄ってくると、志郎の肩を労うようにポンポンと叩いた。

「昨日は遅くまでご苦労だったね」

　取引先のレイカから直帰したことを言っているのだろう。志郎が営業して遅くなったと思っているのかもしれない。いや、新しいコピー機を置いてもらえると早とちりしているのではないか。

「あ、あの、そのことなんですけど……」

　誤解だったら早めに訂正しておいたほうがいい。遅くなればなるほど、失望が増幅するのはわかりきっていた。

「じつは、麗華さんの……い、いや、三佐川社長のお手伝いで、新製品を見てほしいと言われて、遅くなっただけでして……」

　いきなり雷が落ちるのではと、ビクビクしながら報告する。もちろん、筆おろししてもらったなど口には出せないので、しどろもどろになってしまった。

「あ……新しいコピー機を置いてもらえるわけじゃ……」

「よくやった」

　岩田は満足げに大きく頷いた。

「それが営業というものだ。わかってきたじゃないか。契約に逸るよりも、まずは先方との信頼関係を築くことが大切なんだ。新しい機械を置いてもらうのは、そのあとの話だ」

「は、はあ……」

　ほっとして膝が崩れそうになる。これまでは、とにかく契約を取れ、無駄なことに時間を取られるなと何度も怒られてきた。今もそれを言われるとばかり思っていた。

「その調子でがんばれよ。なにかあったら、すぐに相談するんだぞ」

　岩田はそう言って、自分の席に向かった。

（な……なんなんだ？）

　安堵したというより拍子抜けした気分だ。志郎は脱力して、崩れるように腰をおろした。

　向かいの席の美由紀をチラリと見やる。すると、彼女も志郎のことを見つめていた。

「応援してるわよ」

　笑みを向けられて困惑する。もう言葉を返すことができなかった。

（中林さんも、課長も……どうなってるんだ？）

　頭のなかに「？」が飛び交っていた。

　もしかしたら、二人は共謀してなにかを企んでいるのではないか。褒めちぎっておいて、最終的に地獄に叩き落とされるのではないか。辞めさせるために……。そんなことを勘ぐってしまうほど、二人の様子に違和感を覚えていた。
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　外回りの営業で、レイカのオフィスを訪れた。

　時刻は夕方四時五十分。途中で何度も確認したので、今日は予定どおりの時間だった。

「お世話になっております。大和オフィス商会です」

　志郎はドアを開けると、いつものように挨拶した。

「いらっしゃいませ」

　社員たちが口々に言葉を返してくれる。どうもこの柔らかい雰囲気に慣れない。以前はピリピリしていたのに、なぜか昨日から温かい空気が漂っていた。

「今日は時間どおりね」

　奥のデスクでキーボードを打っていた麗香が、すっと立ちあがった。

　今日は爽やかな水色のブラウスに、ぴったりした白のスキニーパンツを穿いている。しかも白いエナメルのハイヒールなので、ただでさえ長い脚がいっそう長く見えた。

（俺、こんなに綺麗な人に……）

　昨夜の光景が脳裏によみがえる。

　自宅に招かれて、志郎は麗香に筆おろしをしてもらった。全裸になってまたがり、豊満な乳房を揺らしながら腰を振ってくれたのだ。

　あの眩い裸体と感激、そして快感は一生忘れられないものになった。

　今、思い返してもペニスがムズムズしてくる。麗香の夫には悪いと思うが、美しい女社長とのセックスは刺激に満ちていた。できることなら、いつかまた経験してみたかった。

「二度手間になって、ごめんなさいね」

　麗香は目の前まで歩み寄ってくると、申しわけなさそうに頭をさげた。

　レイカにはデザインオフィスと営業部それぞれにコピー機を置いてもらっている。本来なら同じ日に二台ともメンテナンスするのだが、昨日は彼女の自宅に向かったので営業部の分は後まわしになった。

「それと、昨日は遅くまでありがとう」

　麗香は社員たちに背を向けると、意味ありげな瞳で見つめてきた。

「い、いえ、こちらこそ……」

　礼を言いたいのはこちらだが、昨夜のことは誰にも知られてはならない。他の社員がいる前で、軽々しいことは口にできなかった。

「今日もお願いできないかしら。また新作の感想を聞かせてほしいの」

　すっと身を寄せてきたかと思うと、麗香が耳もとで囁いた。

（それって……）

　思わずゴクリと喉を鳴らした。

　昨日は必死だったので気づかなかったが、どうやら麗香もそれなりに楽しんでいたらしい。これはお誘いに間違いなかった。その証拠に彼女は片頰に笑みを浮かべると、ピンクの舌先を覗かせて上唇をそっと舐めた。

（うおっ！）

　股間がズクリと疼き、とっさに前屈みになった。

　ここで頷けば、昨日の快楽をもう一度味わうことができる。あの蕩けるような体験が再現されるのだ。

　甘美な誘惑だった。

　セックスを覚えたばかりの志郎が、この魅力的な誘いを断れるはずがない。今まさに頷こうとしたとき、ふと夏実の顔が脳裏に浮かんだ。

　――志郎ちゃん、どこ？

　不安げな声が頭のなかで響いた。

　彼女の目には涙がいっぱい溜まっていた。今の夏実ではない。幼いころ、いっしょに遊びまわっていたころの夏実だ。

　あれは小学校に入る前だった。

　山へ虫捕りに行って、いつの間にか夏実とはぐれてしまった。志郎は必死に探しまわり、山の麓で彼女を発見した。

　そこは初めて来た場所だった。大きな洞穴があり、夏実はその前に立ちつくしていた。志郎は安堵して涙を流しながら、やはり大粒の涙をこぼしている夏実を抱きしめた。

（なっちゃん……）

　心のなかで幼なじみの名前を呼んでみる。すると、胸のうちに愛おしさがじんわりとひろがった。

「きょ、今日は、戻らないと……二日つづけて直帰は……」

　思いきって口を開いた。

　そう答えることで、麗香の機嫌を損ねてしまうかもしれない。気むずかしい彼女のことだから、取り引きをやめると言い出しかねない。それでも、自分の気持ちに噓をつきたくなかった。

「そう……残念だわ」

　麗香は少しがっかりした様子だったが、だからといって怒りもしない。とくに追及することなく、柔らかい笑みを浮かべていた。

「次に来たとき、お願いするわね。志郎くんの感想、とても参考になるから」

　諦めたわけではないらしい。これ以上、突っぱねることができずに頷くと、女社長の瞳の奥が自信ありげに妖しげな光を放った。

（ううっ……）

　思わず身震いする。きっと感想だけでは済まないだろう。志郎はなにも言うことができず、全身を硬直させて立ちつくした。

「ふふっ、営業部のコピー機、よろしくね」

　今までの麗香だったら、あり得ない応対だった。

　最初に断った段階でプライドが傷つけられて、あからさまに不機嫌になっていたに違いない。いったい、どうしたというのだろう。昨日から、やけにやさしい言動ばかりになっていた。

「は、はい……では、行ってまいります」

　志郎は三階の営業部に向かうと、さっそくコピー機のメンテナンスに取りかかった。
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　志郎が会社に戻ったのは、夕方六時過ぎだった。

　すでにレンタリース課の男性社員たちは退社したらしい。課長の岩田と美由紀だけがデスクに向かっていた。

「お疲れさまです」

　仕事の邪魔をしないように恐るおそる声をかける。以前、課長がたまたま電話中で、うるさいと怒られたことがあった。それからは挨拶するのも気を使うようになっていた。

「おっ、戻ったか」

　志郎の姿を目にするなり、岩田がすぐに声をかけてくる。クレームの電話でも入ったのかと思ったが、厳めしい顔には笑みが浮かんでいた。

「ご苦労さん。昨日も遅かったんだから、今日は早く帰るんだぞ」

　軽い調子で労うと、すぐに立ちあがった。

「上司がいつまでも残ってると帰りにくいだろう。俺は先にあがるから、最後の者は電気を消しておいてくれよ」

「は、はい、お疲れさまです」

　慌てて返事をして頭をさげる。岩田は「じゃあ、お先」と手を振り、オフィスから出ていった。

「ふぅっ……」

　ほっとして小さく息を吐き出した。その直後、美由紀が「ふふっ」と悪戯っぽく笑った。

「よかったわね。これでのんびり日報を書けるじゃない」

「あっ、い、いえ、そういうわけじゃ……」

　とっさに言いわけが思いつかない。課長が先に退社したことで、気が抜けたのは事実だった。

「大丈夫よ。言いつけたりしないから」

　美由紀はなにやら楽しげだ。そして、すっと立ちあがると、弾むような足取りで給湯室に入っていった。

（まずいところを見られちゃったな……）

　志郎は重い足を引きずりながら自分の席に腰をおろした。

　寝不足だったが、童貞を卒業した高揚感で疲れを感じなかった。ところが、夕方になって疲労が蓄積していることに気がついた。

　営業日報を書くためにパソコンを立ちあげるが、眠気が押し寄せて、作業がはかどらないのだ。

「これでも飲んで、がんばりなさい」

　美由紀の声が聞こえたのと同時に、デスクにマグカップが置かれた。

　湯気が立ちのぼり、コーヒーのいい香りが漂ってくる。顔をあげると、すぐ隣に美由紀が立っていた。彼女は自分のマグカップを持っていない。ついでではなく、志郎のためだけにコーヒーを淹れてくれたのだ。

「な、中林さん……」

　感激のあまり声が震えてしまう。あれほど厳しかった彼女が、こうして激励してくれることがなにより嬉しかった。

「おおげさね。それ、インスタントよ」

　美由紀は柔らかい笑みを浮かべている。すべてを受け入れて、包みこむような表情だった。

「中林さんが淹れてくれたコーヒーなら、絶対に美味しいですよ」

　マグカップを手に取り、さっそく口をつける。砂糖と粉ミルクを多めに入れて甘くしたコーヒーが、疲れた体に染み渡った。

「うん、うまい！」

　思わず唸ると、美由紀は楽しそうに目を細めた。

「やっぱりおおげさね。誰が淹れたって同じなのに」

「そんなことないですよ。本当に嬉しいんです」

　マグカップを両手で持ち、もうひと口飲んでみる。彼女のやさしさが砂糖の甘みと重なり、全身にじんわりひろがった。

「うまい……今まで飲んだコーヒーのなかで一番うまいです」

「ふふっ、よかった。じゃあ、これからは毎日わたしがコーヒーを淹れてあげるわね」

　美由紀がそんな冗談を言うのは初めてだ。仲のいい先輩との距離が縮まった気がして嬉しくなる。その一方で、どんな言葉を返せばいいのかわからず、志郎は頰をひきつらせて笑うしかなかった。

「あ、本気にしてないわね。志郎くんの好みは知ってるのよ。いつも甘いコーヒーばかり飲んでるでしょ。砂糖は大盛り二杯で粉ミルクは大盛り一杯」

「ど、どうして、それを？」

「後輩のことをしっかりチェックするのも、先輩の仕事ですからね」

　そう言って笑う彼女が、今日は頼もしく映った。

　日頃から自分のことを見ていてくれたと思うだけで、感激で胸が熱くなってきた。ふいに涙腺が緩みそうになり、志郎は慌てて下唇を小さく嚙んだ。

「日報、書いてしまいなさい」

　美由紀が肩に手を置いてきた。

　深い意味はないのかもしれない。それでも、体に触れられると、どうしても意識してしまう。

（中林さんって、厳しいだけじゃなかったんだ）

　今なら彼女の真意がわかる気がした。

　新入社員の志郎を育てるために、わざとつらく当たっていたのだろう。もしかしたら、彼女もきつかったのではないか。厳しい言葉の裏には、海より深いやさしさがあったに違いない。

「中林さん……ありがとうございます」

「急にどうしたの？」

　美由紀はそう言って柔らかい笑みを浮かべた。

　ふと不思議に思う。なぜか彼女は自分の席に戻ろうとしない。先ほどから寄り添うように立ったままだった。

「あの……中林さん、お仕事は？」

「もう終わったの」

　それなら、どうして帰らないのだろう。首をかしげて見あげると、彼女と視線が重なった。

「志郎くんが終わるまで待ってるわ」

　見つめたまま囁かれて、志郎は胸が締めつけられるのを感じた。

「あ、あの……」

　それ以上、言葉がつづかなかった。冗談のひとつでも言えばよかったのかもしれない。だが、声を出せなくなり、顔が一気に熱くなった。

（まさか、俺のこと……）

　今まで気づかなかったが、彼女は恋愛感情を持っているのではないか。そう考えると、一連の行動も納得がいく。だが、なにしろ恋人いない歴と年齢が同じ志郎である。ただの勘違いの可能性もあった。

「あ、明かりなら、俺が消しますから……」

　本心を探るつもりで口にする。すると、途端に美由紀は悲しげな表情になり、拗ねたように唇を尖らせた。

「どうして、そんな意地悪なこと言うの？」

「は？　い、いえ、そんなつもりじゃ……」

　困惑は深まる一方だ。肩には彼女の手が置かれたままで、軽くキュッと摑んでいた。

「わたし、志郎くんのこと……」

　美由紀は言い淀むと顔を真っ赤に染めあげた。

　どうやら勘違いではないらしい。恋愛には疎い志郎だが、彼女に好かれているのは間違いなかった。

（そうとは知らずに、俺……）

　ただの怖い先輩だと思っていた。だが、彼女の本心を知ったことで、感謝の気持ちで胸がいっぱいになった。

「いつも厳しくされてたから……てっきり嫌われてるんじゃないかって思ってました」

「わたし、そんなに厳しかった？」

　美由紀は不思議そうに首をかしげた。

（……え？）

　彼女の反応が意外だった。

　時間厳守はもちろんのこと、挨拶の仕方や書類の書き方、服装からオフィスの掃除、さらにはお茶の淹れ方まで、ありとあらゆることを徹底的に叱ら――いや、指導されてきた。それなのに、彼女はまったく自覚がないらしい。

「嫌われたくなかったから、あまり言わなかったつもりなんだけど」

　美由紀はそう言うと、志郎の椅子を回転させて向かい合う格好にした。

「でも、嫌な思いをさせてたのね。ごめんなさい」

　真正面から目を見つめられてどぎまぎする。つらくなかったと言えば噓になるが、美由紀が謝ることではない。志郎の覚えが悪かったのは事実だし、理不尽に叱られたわけでもなかった。

（それにしても……）

　志郎の心は揺れていた。

　脳裏には幼なじみの顔が浮かんでいる。ずっと夏実のことを想ってきた。美由紀の気持ちは嬉しいが、だからといって受け入れることはできなかった。

「あ、あの、じつは――」

　他に好きな人がいる。そう伝えようとしたとき、なぜか美由紀はその場にすっとしゃがみこんだ。

「どうしたんですか？」

　なにをするつもりなのか、美由紀はリノリウムの床に両膝をついている。そして、志郎の股間に手を伸ばしてきた。

「お詫びをさせて」

　突然のことでわけがわからない。志郎が戸惑っている間に彼女はベルトを緩めると、スラックスのホックを外してファスナーをおろしていった。

「ちょっとお尻をあげてくれるかしら」

「あ、はい……」

　つい反射的に従ってしまう。尻を椅子から浮かせると、スラックスとボクサーブリーフを一気に引きさげられた。

「わっ……」

　いきなりペニスが剝き出しになってしまう。肉棒は緊張で縮こまり、力なく垂れさがっていた。

「ふふっ、可愛い」

　美由紀は弾むような声でつぶやき、少女のように瞳を輝かせて頰を緩める。そして、志郎の革靴を脱がして、スラックスとボクサーブリーフをつま先から抜き取った。

「な……中林さん？」

　頭が混乱している。なにが起こっているのか理解できなかった。

　美由紀は左右の手のひらを太股に乗せると、やさしく撫でまわしてくる。それだけで股間がむずむずして、男根が芯を通しはじめた。

　夏実のことを忘れたわけではない。だが、刺激を与えられると、志郎の若い体はいとも簡単に反応した。

「美由紀よ」

「は、はい？」

「美由紀って呼んで」

　そういえば、麗香にもそんなことを言われたが、先輩を名前で呼ぶのは気が引ける。上目遣いに見つめられることで緊張感が高まると同時に、ペニスが急速に膨らんだ。

「大きくなってきたわ」

　二人きりのオフィスで下半身剝き出しの格好になっている。しかも、目の前には美由紀がしゃがみこんでいた。

「ずっとこうしたかったの」

　ほっそりした指が太幹に巻きついてくる。尿道口から透明な汁が滲んで、先端を濡らしていた。そこに美由紀が顔を近づけて、大きく息を吸いこんだ。

「ンンっ……若い男の子の匂いがするわ」

　うっとりした様子でつぶやき、亀頭にチュッと口づけした。

「ぬおっ！」

　甘い刺激がひろがり、体が小さく跳ねあがった。

　ペニスにキスされるのは初めての経験だ。柔らかい唇の感触が心地いい。一気に高揚して、男根がガチガチに硬くなる。そんな志郎の反応を楽しむように、彼女はさらにキスの雨を降らせてきた。

「うっ……うっ……な、中林さん」

「名前で呼んでって言ったでしょ」

　口づけの合間に美由紀が囁いてくる。両手で肉柱の根元を支えて、まるでマイクに向かってしゃべっているようだ。すでに亀頭の先端は、滲み出た我慢汁でぐっしょり濡れていた。

「み、美由紀さん……か、会社でこんな――ぬおッ！」

　志郎の声は途中から呻き声に変わってしまう。美由紀が亀頭の先端に唇を押しつけてきたのだ。

「そ、そこは……ううっ」

　尿道口に熱い息が吹きかかり、快感曲線が跳ねあがる。いつしか脚を大きく開き、股間を前方に突き出していた。椅子の背もたれに体重を預けた、だらしない格好だった。

　数日前、美由紀は恋人と別れたばかりだと、男性社員が噂話をしていたのを耳にした。それなら、身をまかせてしまってもいいのだろうか。

（でも、俺にはなっちゃんが……）

　気持ちを立て直そうとするが、唇から与えられる快感には勝てなかった。

「はンンっ……」

　美由紀はカウパー汁が付着するのも構わず、唇をぴったり密着させている。そればかりか少しずつ唇を開き、表面を滑らせるようにして、ついには亀頭を咥えこんだ。

「うおおッ、そ、そんな……」

　股間を見おろせば、己のペニスが美由紀の口のなかに入っている。カリ首に柔らかい唇が密着しており、先端が口腔粘膜にしっとり包みこまれていた。

（フェ、フェラチオ……フェラチオされてるんだ！）

　いつか経験したいと思っていたことが、いきなり現実のものになっている。しかも、相手は毎日顔を合わせている会社の先輩ＯＬだった。

「み、美由紀さんが、こんなこと……」

「あふっ……むふンンっ」

　志郎の興奮が嬉しいのか、美由紀は微かに鼻を鳴らしながら、じりじり太幹を吞みこんでいく。硬化した肉棒の表面を、柔らかい唇で撫でられるのは、声が漏れるほど気持ちよかった。

「くううッ、そ、そんなにされたら……」

　先走り液がどんどん溢れるが、彼女は気にする様子もなくペニスを根元まで咥えこんだ。志郎の脚の間にしゃがみこみ、股間に顔を埋めている。男根をすべて口内に収めて、根元の部分を唇で締めつけていた。

（ああっ、本当にしゃぶられてるんだ）

　たまらない快感だった。頭の芯がジーンと痺れて、全身の細胞が小刻みに震えていた。

　今、俺はフェラチオされている。そう思うだけで、興奮と感動が混ざり合って押し寄せた。雑誌やアダルトビデオで見るたび、羨ましくてたまらなかった。女の人に男根をしゃぶってもらえたら、どんなに気持ちいいだろう。想像しながらペニスをしごいたことは、一度や二度ではなかった。

「き、気持ちいい……すごく気持ちいいです」

　もう黙っていられない。昂る気持ちのまま快感を訴える。すると、美由紀はゆったり首を振りはじめた。

「ンっ……はふっ……ンふっ」

　太幹がずるずる吐き出されて、再び一気に根元まで咥えこまれる。指でしごくのとは次元の異なる悦楽だ。いきり勃った男根全体が、とろみのある唾液でしっとり包まれている。そこを柔らかい唇で摩擦されるのは、この世のものとは思えないほど甘美だった。

「チ、チ×ポが溶けちゃいそうです……おおおッ」

　ペニスだけではなく、身も心も蕩けそうな快楽だ。先走り液がとまらないが、美由紀はときおり喉をゴクリと鳴らして飲みくだしながら、ねちっこく首を振りつづけていた。

　彼女の唇から男根が出入りしているのがよく見える。ペニスは唾液で濡れそぼり、まるで青竜刀のように雄々しく反り返っていた。

「すごく熱い……志郎くんのオチ×チン」

　美由紀はペニスから口を離すと、濡れた瞳で見あげてくる。その間も細い指は男根に絡みつき、しこしこ擦りあげていた。

　しかも、ここはいつも仕事をしているオフィスだ。周囲に視線を向ければ、見慣れた光景がひろがっている。必死に働いてきた職場で、こってりとペニスをしゃぶられているのだ。

「き、気持ちよすぎて……それ以上されたら、もう……」

　正直に告白する。初めてのフェラチオは刺激が強すぎる。もう一度咥えられたら、瞬く間に精液を噴きあげてしまうだろう。

「もう出ちゃいそうなのね」

「は……はい」

「切なそうな顔しちゃって、可愛い」

　美由紀は目を細めて囁くと、再び股間に顔を寄せてくる。そして、またしても亀頭をぱっくり吞みこんでしまった。

「うわわっ、ちょ、ちょっと……」

　すぐに快感のうねりが湧き起こり、志郎の全身を包みこんでいく。脳から涎が垂れるほどの愉悦が押し寄せる。両脚に力が入り、黒靴下を穿いたつま先まで突っ張った。

「ぬおおッ、で、出ちゃいますっ」

　椅子の縁を両手で摑み、下腹部に力をこめる。しかし、彼女が首を振りはじめたことで、快感はやすやすと防波堤を飛び越えてきた。

「あふっ……むふっ……はふンっ」

「き、気持ち……くおおおッ」

　もはやお漏らしのように、亀頭の先端から我慢汁が溢れている。美由紀の唇が滑るたび、自分の手でしごいて射精するより大きな刺激が突き抜けていく。頭のなかが真っ赤に染まり、決壊のときが刻一刻と迫ってきた。

「はむッ……ンふッ……あふッ」

「おおおッ、も、もうっ、おおおおッ」

　これ以上は我慢できない。椅子の座面から尻が浮きあがり、熱い口腔粘膜に包まれたペニスが震えはじめた。

「うううッ、で、出るっ、出ちゃうっ」

　情けない声で訴えた直後、亀頭が破裂しそうなほど膨張して、ついに口内で男根が暴れまわった。

「おおおおおッ、い、いいっ、くおおおおおおおおおッ！」

　男根がビクビクと脈動して、凄まじい快感が突き抜ける。尿道口がぱっくり開き、粘度の高い濃厚な精液が[image: ]ほとばしった。

「はむうううッ……ンくっ……ンくっ」

　美由紀は眉尻を微かにヒクつかせながら、すべてを受けとめる。そして、口内に放出された男汁を躊躇することなく飲みくだした。目の下を桜色に染めて、恍惚とした表情でペニスを咥えたまま離さない。瞼が半分落ちており、瞳は膜がかかったようにぼんやりしていた。

（俺の精液を……ああっ）

　背筋がゾクゾクするほど気持ちいい。ザーメンを放出したことはもちろん、それを飲んでくれたことが嬉しかった。

「はあっ……志郎くんの精液、濃くて美味しいわ」

　美由紀が顔を火照らせてつぶやいた。そして、射精した直後のペニスを、ゆるゆるとしごいてきた。
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「も、もう……ううっ」

　志郎は思わず唸ると、椅子に座ったまま腰をよじらせた。

　たった今、達したばかりなのでペニスが敏感になっている。そこをしごかれたことで、くすぐったさをともなう快感が突き抜けた。

「まだ、できるでしょ？」

　懇願するような瞳で見つめられると、即座に拒絶することはできなかった。

　美由紀はすっと立ちあがり、ジャケットを脱いで近くの椅子にかけた。さらにスカートのホックを外して、ゆっくりおろしはじめる。志郎の視線を意識しながら、片足ずつ持ちあげてスカートを取り去った。

　ストッキングもじりじりさげて、生の脚が露出する。太股には適度に脂が乗っており、肌も白くて滑らかだ。見るからに触り心地がよさそうで、触れてみたい衝動がこみあげた。

（ダ、ダメだ……俺にはなっちゃんが……）

　頭の片隅には常に夏実がいる。昨日は初体験の誘惑に流されたが、心に決めた女性は夏実ひとりだった。

「ねえ、見て……」

　ストッキングを脱いだ美由紀が声をかけてきた。

　ブラウスの裾がかろうじて股間を隠しているだけで、すらりと伸びた素足が晒されている。彼女は裸足でリノリウムの床に立ち、恥ずかしげな瞳を志郎に向けていた。

「本当のわたしを志郎くんに見てほしいの」

　ブラウスのボタンを上から順に外して、前がはらりと開かれる。焦らすようにゆっくり脱げば、ベージュのブラジャーとパンティが露わになった。日常使いの下着らしく、地味な色合いなのが逆に興奮を誘った。

「あ、あの、俺は……」

　今のうちに断らなければと思うが、彼女は両手を背中にまわしてしまう。そしてホックを外すと、ブラジャーをずらしていった。

「おっ……おおっ」

　思わず唸るほど大きな乳房がまろび出た。

　麗香よりも張りがある膨らみは、お椀を双つ伏せたようだった。五百円硬貨ほどもある乳輪は、落ち着いた桜色だ。その中心部に少し色の濃い乳首が、ぷっくりと隆起していた。

（美由紀さんの……お、おっぱい）

　いつも職場で顔を合わせている先輩の乳房だ。厳しかった美由紀が、頰を染めて双乳を晒している。こんなふうに恥じらう姿を見る日が来るとは、想像すらしたことがなかった。

「しっかり、見ててね」

　美由紀はパンティに指をかけると、尻をくねらせながらおろしていく。前屈みになって足から抜き取り、上半身をゆっくり起こした。

（す、すごい……）

　腰が細く締まっているので、なおのこと乳房が大きく感じる。尻は肉づきがよくて、むっちり張り出していた。

　股間に視線を向ければ、恥丘はふっくらと肉厚で、小判形に手入れされた秘毛が茂っている。すべてを晒しているのに、内腿をぴったり閉じて照れる姿に惹きつけられた。

「どう……かな？」

　美由紀が上目遣いに語りかけてくる。顔を真っ赤に染めあげて、腰を右に左にくねらせていた。

「い……いいと思います」

　どう答えればよかったのだろう。掠れた声でつぶやくと、彼女はくすぐったそうに肩をすくめて微笑んだ。

「嬉しい、こんなに大きくしてくれて」

「あっ、こ、これは……」

　フェラチオで思いきり射精したのに、またしてもペニスが膨らんでいる。天井を向いてそそり勃ち、先端は我慢汁にまみれて濡れ光っていた。

（どうして、こんなに……）

　どんなに自分を戒いましめても、勃起を鎮めることはできなかった。

　夏実のことを忘れたわけではない。それなのに、どうしても美由紀に惹かれてしまう。これまでとのギャップが大きすぎて、彼女への興味がどんどん膨れあがっていた。

「や、やっぱり、俺……」

　このまま受け入れるわけにはいかない。流される寸前で思い直すが、美由紀が正面から迫ってきた。

「全部わかってる。だって、志郎くんのこと、ずっと見てたのよ」

　いったい、なにをわかっているというのだろう。美由紀は志郎の両肩に手を置くと、そのまま股間にまたがってきた。

「ちょ、ちょっと……」

「今日だけはわたしの好きにさせて、お願いだから」

　懇願されて、志郎は一瞬言葉に詰まった。

　もしかしたら、美由紀は気づいているのかもしれない。志郎には心に決めた女性がいる。それがわかっているからこそ、これほど積極的に迫ってくるのではないか。

「美由紀さん……俺……」

「いいの。なにも言わないで」

　彼女のほっそりした指が、屹立したペニスに伸びてくる。竿を摑まれて、膨張した亀頭が濡れそぼった女陰に導かれた。

　股間をチラリと見やれば、赤々とした陰唇がイソギンチャクのように蠢いている。逞しい男根で貫かれることを欲しているのだろう。愛蜜がまるで涎のように溢れていた。

「はンっ……すごく熱いのね」

　美由紀がゆっくり腰を落としこんでくる。がに股になって膝を折り、ペニスの先端が膣口にヌプリと埋まった。

「くおッ、は、入った」

　膣粘膜に包まれて、亀頭から快感がひろがっていく。さらに彼女が腰をさげたことで、男根はあっという間に女壺に吞みこまれていった。

「あああッ、大きいわ」

　美由紀は股間を密着させると、志郎の顔を覗きこんできた。

「今だけでいいの、わたしのものになって」

　彼女の気持ちが胸に流れこんでくる。これほど好かれているとは、まったく気づかなかった。今にして思えば、人一倍厳しかったのは恋愛感情の裏返しだったのだろう。

「好きなの……志郎くんのことが」

　美由紀が感極まった様子でつぶやいた。

　女性に告白されたのはこれが初めてだった。彼女に対して恋愛感情を抱いていたわけではない。それでも、心がほのかに温かくなった。

　同時に、自分が夏実に告白することを想像した。もし断られるにしても、冷たく突き放されるのは耐えられない。噓でもいいから迷っている振りだけでもしてほしい。振られるのは仕方ないが、嫌われたくはなかった。

「今だけだから……」

　美由紀の声は今にも泣きだしそうなほど震えていた。

（今だけ……一度だけなら……）

　ここまで来て拒絶することはできない。片想いをしている者同士、彼女の気持ちが痛いほどわかった。

「わ……わかりました」

　どうせ、もう深々と繫がっている。亀頭は膣の奥まで届いており、太幹の根元が締めつけられていた。

「志郎くん……ありがとう」

　美由紀は涙ぐんで礼を言うと、ゆったり腰をまわしはじめた。

　股間をぴったり密着させた状態なので、ペニスのありとあらゆる場所が膣粘膜に擦りつけられる。全体をヌメヌメとマッサージされて、得も言われぬ快感が湧きあがった。

「ぬううッ、こ、これはすごい」

　女壺がうねり、男根を絞りあげてくる。締めつけの強さは愛情の深さかもしれない。美由紀は軽く腰をまわしているだけなのに、ざわめく膣は肉棒をしっかり食い締めていた。

「奥まで届いてるの、ああっ、先っぽが当たってるの」

　美由紀が下腹部を波打たせる。大量の愛蜜が分泌されており、股間から湿った音が響いていた。志郎の我慢汁も増えつづけて、二人の結合部分は粘液にまみれてトロトロだった。

「こ、こんな……まさか美由紀さんと……」

　職場の先輩とオフィスで繫がっている。こんな姿を課長や他の社員に見られたら、どうなってしまうのだろう。いけないことをしていると思うと、肉棒がぐっとひとまわり大きく成長した。

「あっ……あっ……」

　美由紀が腰を上下に振りはじめる。肉柱が抜き差しされて、愉悦が爆発的に膨らんだ。

「ぬううッ！」

　乳房がタプタプ揺れているのも欲望を刺激する。もう我慢できず、志郎は目の前の乳首にむしゃぶりついた。

「はああンっ、志郎くんっ」

　甘い嬌声をあげて、美由紀が頭を抱きかかえてくる。さらなる愛撫をねだるように、自ら乳房を押しつけてきた。

「もっと、ああンっ、もっと吸ってぇっ」

　あの厳しかった先輩が、こんなことを言うなんて。志郎は乳輪ごと吸いあげて、先端の乳首に舌先を這いまわらせた。

「ああっ、い、いい……はああっ、いいわっ」

　乳首はさらに硬くなり、舌先で弾くたびに女体に震えが走り抜けるのが伝わってくる。どうやら感度はいいらしい。志郎の拙い愛撫でも喘ぎ声を大きくして、腰を振るスピードがアップした。

「くううッ、そ、そんなに速くしたら……」

　両脚に力をこめて、ギリギリのところで射精欲を回避する。先ほどフェラチオで発射していなければ、到底耐えることはできなかっただろう。ペニスは鉄棒のように硬くなり、壊れた蛇口のようにカウパー汁を垂れ流していた。

「き、気持ちいい……うむむっ」

　激烈な悦楽の嵐が吹き荒れるなか、左右の乳首を交互にしゃぶりつづける。充血して飛び出たところを、舌先で弾くように転がした。

「あっ……あっ……そ、それ、いいっ」

　美由紀の反応は顕著だった。なにをしても、いい声で喘いでくれる。対面座位で腰を振り、女壺で男根を食い締めていた。

「好き、ああッ、好きよ」

　耳もとで切なげに囁く声が、志郎の性感を聴覚からも刺激する。身も心も燃えあがり、刹那の快楽にのめりこんだ。

「ううッ、お、俺……俺……」

　少しでも長持ちさせようと粘るが、快楽は波状的に押し寄せてくる。いつまでも耐えられるはずがない。射精欲が盛りあがり、女壺に埋めこんだペニスがさらに膨らんだ。

「くうううッ」

「はああッ、す、すごいの、なかで動いて、あああッ」

　いよいよ美由紀の喘ぎ声も大きくなった。鋭く張り出したカリが膣壁を擦るたび、女体に小刻みな痙攣が走り抜ける。絶頂が迫っているのか、蜜壺全体が激しくうねりはじめた。

「うううッ、も、もう出ちゃうっ、出ちゃいますっ」

「ああッ、出して、なかで出して、志郎くんのいっぱいちょうだい」

　彼女が喘ぎながらおねだりしてくれる。志郎はたまらず女体に両腕をまわして、強く強く抱きしめた。

「おおおッ、美由紀さんっ、ぬおおおおおおおおおッ！」

　対面座位で深く繫がり、思いきり欲望を解放する。膣道の最深部で亀頭が膨張して、先端から白いマグマが噴きあがった。

「はあああッ、い、いいっ、わたしも、ああッ、あああああああああッ！」

　ザーメンを受けとめると同時に、女体が大きく反り返る。熱い[image: ]りを膣奥に浴びて、美由紀もオルガスムスの絶叫を響かせた。

　膣の締めつけは強烈で、射精中の太幹を締めあげてくる。絶頂感は驚くほど長くつづき、ペニスは二度、三度と脈動しながら、かつてないほど大量の精液を放出した。

　硬直した女体に震えが走る。美由紀は顎を跳ねあげて、か細い喘ぎ声を漏らしていた。やがて糸が切れたように脱力すると、志郎の胸に倒れこんでくる。とっさに抱きしめれば、彼女は静かに涙をこぼしていた。

（美由紀さん……）

　かける言葉が見つからず、背中をそっと撫でてみる。すると、美由紀は呆けたようにつぶやいた。

「ああ……素敵」

　女壺が微かに蠢き、挿入したままの男根が抜け落ちる。一拍置いて、大量の精液が溢れ出した。
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（なんだったんだ？）

　志郎は首をかしげながら、駅からの道をふらふら歩いていた。

　誘われるまま美由紀と関係を持ったが、なにか釈然としなかった。冷静になって考えると、やはり彼女の変化は極端すぎる。まるで別人かと思うほど、以前の彼女とは異なっていた。

（そういえば、昨日もおかしかったよな……）

　思い返してみると、美由紀が急にやさしくなったのは昨日の朝だ。課長も麗香も、昨日からまったく怒らなくなっていた。

（むむっ……どうなってんだ）

　いくら考えてもわからない。心当たりは、なにひとつなかった。

　それにしても足が重い。全身に疲労が蓄積していた。

　ついこの間まで童貞だったのに、いきなり二日つづけてセックスしたのだ。慣れないことをしたせいで、あちこちが筋肉痛になっている。だが、疲れているのは体だけではなかった。

　やがて、まんぷく弁当の明かりが見えてきた。途端に胸が締めつけられたように苦しくなった。

（うっ……なっちゃん）

　頭には幼なじみの顔が浮かんでいた。

　夏実のことをずっと想いつづけているのに、またしても他の女性と関係を持ってしまった。

　己の意志の弱さが嫌になる。美由紀に迫られて、どうしても拒むことができなかった。流されてしまった自分が許せない。どんな顔で夏実に会えばいいのかわからなかった。

　しかし、それにしても、なにかが少しずつおかしい。上手く説明できないが、どこか違う世界にいるような気分だった。

　時刻は夜八時になるところだ。

　なにも知らない夏実は、きっと今夜も志郎が来ると思って、閉店時間を過ぎてもしばらくは店を開けておいてくれるだろう。

（俺、なにやってんだよ）

　罪悪感が志郎を押し潰そうとしていた。

　夏実はただの幼なじみで、交際しているわけではない。でも、いつか気持ちを打ち明けたいと思っていた。

（それなのに、俺は二度も……）

　告白する資格などない。他の女性とセックスしておきながら、つき合ってほしいなどと言えるはずがなかった。

　まんぷく弁当の店内をチラリと覗いてみる。カウンター越しに見える奥の厨房で、赤いエプロンをつけた夏実が洗いものをしていた。スポンジでフライパンを擦りながら、壁にかかっている時計を見やった。志郎が来ないので気にしているのかもしれない。

（なっちゃん、ごめん……）

　今日はまともに顔を見て話せる自信がない。志郎は心のなかで謝罪すると、まんぷく弁当の前を素通りした。

　自宅は三軒隣だが、このまま帰る気になれなかった。

　志郎は玄関をチラリと見ただけで、行く当てもなく歩きつづけた。頭にあるのは夏実のことだけだ。不思議と幼いころの彼女が脳裏に浮かんでいた。無邪気に笑う夏実が大好きだった。

　告白とか交際とか、そんなことはいっさい考えず、ただ毎日を楽しく過ごしていた。あのころに戻ることができたら、どんなにいいだろう。叶わぬことだとわかっているが、願わずにはいられなかった。

　感傷的な気分になり、いつしか足は夏実とよく遊んだ場所に向いていた。

　田んぼの横の細い道を歩いていく。街灯はぽつぽつとしかないが、月が出ているので意外と明るかった。

　カブトムシやクワガタを捕っていた山の麓に辿り着く。この山の裏側に、大きな洞穴があることを知っていた。

（俺となっちゃんだけの秘密基地……）

　いつか夏実が山で迷子になったとき、偶然発見した場所だった。

　その洞穴が防空壕の跡だったと知ったのはあとになってからだ。勝手に入って遊んでいると、近所に住んでいる老人に叱られた。

　――これは昔の防空壕だ。いつ崩れるかわからんぞ。

　そう言って追い払われたが、子供にとって防空壕は魅力的な遊び場だった。志郎と夏実は懲りることなく、何度も入っては怒鳴られた。

　そういえば一昨日も訪れたばかりだった。

　仕事でミスをして、課長にこっぴどく叱られたことが発端だ。ひどく落ちこみ、どこか遠くへ行きたくなった。そんなどん底の気分のとき、ふと秘密基地のことを思い出したのだ。

　――あの防空壕、まだあるのかな。

　帰りの電車のなかだった。

　考えると気になり、頭のなかが防空壕のことで埋めつくされた。心が逃げ場所を求めていたのかもしれない。十五年ぶりくらいだろうか。実際に寄ってみると、子供のときと変わらない風景がひろがっていたのだ。

（もう一度、行ってみるか）

　先日は懐かしい場所でぼんやり過ごしたことで、不思議と心が安らいだ。

　またあそこに行けば、少しは気持ちが落ち着くのではないか。そんな気がして、月光に照らされた夜道をぶらぶら歩いた。

　防空壕は舗装されていない細い道の脇にあった。山の麓にあたる部分に、暗い穴がぽっかり口を開けていた。

　よく見ると、細い道の先には瓦屋根の家がある。もしかしたら、このあたりの地主ではないか。この山もあの家の住民のものだろう。そんな気がしたが、防空壕に入ってみたい誘惑には敵わなかった。

（ちょっとぐらいなら構わないよな）

　志郎は防空壕に足を踏み入れた。

　月明かりが斜めに入りこんでいる。天井の高さは百五十センチそこそこ、広さは十畳といったところだろう。子供のころはもっと大きく感じたが、記憶していたよりは狭かった。それでも、かなりの人数が入れるのは間違いない。戦時中は空襲でここに逃げこんだこともあったのだろう。

　木箱が逆さにして置いてあった。志郎はそこに腰をおろすと、小さく息を吐き出した。

（やっぱり、懐かしいな）

　土が剝き出しの壁を見やり、懐かしさに目を細めた。

　山で取った昆虫を持って、この防空壕に来たことを思い出す。だが、いつも長居はできなかった。どこから見ているのか必ず老人がやってきて、出ていけと怒鳴られた。

　志郎と夏実はその老人を密かに「穴ジイ」と呼んだ。禿げあがった頭と鋭い目、それに藍色の作さ務む衣えが特徴的だった。

（あのお爺さん、どうしてるかな）

　当時でもかなり高齢で、米寿を迎えた近所の爺さんより、明らかに年を取っていた。軽く九十歳は過ぎていたはずだ。あれから十五年も経っている。健在だったとしても、百歳はゆうに超えているに違いない。一昨日はここで小一時間ほど過ごしたが、あの老人は現れなかった。

（やっぱり、もう……）

　そんなことを思ったとき、一瞬、月明かりが遮られた。はっとして顔をあげると、誰かが防空壕の入口に立っていた。

「ひっ……」

　思わず裏返った声をあげてしまう。月光をバックにしているため、影しか見えないが、強烈な威圧感があった。

「こんなところで、なにをやっておる」

　嗄れた声にドキリとした。抑揚のない話し方に聞き覚えがあった。

（まさか……い、いや、そんなはず……）

　志郎は目を凝らして、その人物を見つめた。だが、逆光になっており、顔を確認することはできなかった。

「ここは、うちの土地だ。勝手に入るでない」

　高圧的な言い方だ。反発を覚えるが、土地の持ち主に言われたら出ていくしかない。志郎はすぐに立ちあがり、恐るおそる入口に向かった。

「す……すみませんでした」

　小さく頭をさげて、その人の横をすり抜けようとする。そのとき、月明かりが彼の横顔を照らし出した。

（あっ……）

　喉もとまで声が出かかった。

　頭頂部が禿げあがり、不機嫌そうな目でにらみつけてくる。しかも、年季の入った藍色の作務衣を着ていた。

（あ……穴ジイ！）

　昔となにひとつ変わっていない。すべてが記憶とまったく同じだ。あれから十五年も経っているとは思えなかった。

「なにをジロジロ見ておる」

　穴ジイは皺だらけの顔を歪めて、眉間をぐっと寄せていた。

　怒った顔も昔のままだ。鼻の穴が大きくなり、口をへの字に曲げていた。昼間に見れば、頭頂部が赤く染まっていることだろう。

（ち、違う……よく似た人だ、そうに決まってる）

　時間が経って、これほど人相が変わらないなどあり得ない。よく似た別人に違いない。もしかしたら穴ジイの子供かもしれなかった。

「これは昔の防空壕だ。いつ崩れるかわからんぞ」

　聞いたことのある台詞だ。子供のころ、何度も言われてきたので忘れるはずがなかった。

（間違いない……これは、穴ジイだ）

　寒くもないのに、全身にサーッと鳥肌がひろがっていく。

　なにが起こっているのかわからない。とにかく、目の前には十五年前とまったく変わらない姿の穴ジイがいた。

「し……し……失礼しました」

　志郎は慌てて視線を逸らすと、逃げるようにその場から立ち去った。
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　翌朝、志郎が会社に到着したのは八時二十分過ぎだった。

（ちょっと早すぎたな）

　遅刻するよりはいいが、なにか釈然としない。いつもどおり家を出たはずなのに、なぜか一本早い電車に乗れたのだ。その結果、ずいぶん早く会社に着いてしまった。

　不思議に思って、腕時計と会社の時計を見比べてみる。すると、どういうわけか腕時計が七分進んでいた。昨日の朝、遅れていたので進めたはずだ。ちょうど七分だったが、あれは勘違いだったのだろうか。ここ数日、なにか違和感を覚えていた。とくに時間に関することが多かったのだ。

（でも、これで怒られることはないな）

　いきなり朝から課長や美由紀に叱られると、一日が憂鬱になる。今朝は一番乗りだと思うと、気分的にだいぶ楽だった。

　時間があるので窓を開けて換気をしながら、箒で軽く掃き掃除をしておく。ついでに雑巾でデスクをさっと拭いた。みんなが出勤してきたとき、気持ちよく仕事に取りかかれるだろう。さらに給湯室の電気ポットに水を注ぎ、スイッチを入れておいた。

　――これからは毎日わたしがコーヒーを淹れてあげるわね。

　ふと美由紀に言われた言葉が脳裏によみがえった。

　嬉しいけれど困ってしまう。美由紀が志郎にコーヒーを淹れると、みんなが訝るに決まっている。思わず唸りながら、自分の席に腰をおろした。

（どう考えても、まずいぞ）

　関係がばれると仕事に支障が出るかもしれない。

　みんなが気を使って、職場の雰囲気が壊れるような事態は避けたい。そもそも、自分には夏実という片想いの相手がいる。美由紀との関係を発展させるわけにはいかなかった。

（なんか、おかしなことになっちゃったな）

　取引先の女社長、麗香のこともある。また彼女に誘われたら、どうやって断ればいいのだろう。頭を悩ませながらも、美しい女性たちに気に入られて悪い気はしなかった。

（まいったな……）

　急にモテる男になった気がして苦笑が漏れた。もちろん、こんな経験は人生で初めてだった。

　だが、浮かれてばかりもいられない。

　心に決めた人がいるのに、他の女性と関係を持つのは絶対によくない。このままというわけにはいかなかった。

　そのとき、入口のドアがガチャリッと開いた。

　美由紀だった。今朝はベージュのスーツに身を包み、黒髪を靡かせながらクールな視線を向けてきた。

（ああ、美由紀さん）

　目が合っただけで胸が高鳴ってしまう。

　スーツが似合うキャリアウーマンでありながら、じつは情熱的だということを知っている。昨夜、志郎が座っているこの椅子で二人は深く繫がった。対面座位で交わり、本能のままに腰を振り合ったのだ。

（でも、やっぱり……）

　一番好きなのは夏実だった。

　美由紀には申しわけないと思うが、気持ちを受けとめることはできない。自分のなかで決まっているのなら、一刻も早く伝えるべきだ。長引かせると、それだけ傷が深くなるだけだった。

　思いがけず早く出勤したので、今なら誰にも見られることはない。これは神様がくれたチャンスだと思った。

「お……おはようございます」

　その場で立ちあがり、緊張しながら挨拶する。そして、勇気を出して深々と腰を折った。

「お気持ちは嬉しいのですが……ごめんなさい！」

　美由紀はタイムカードを手にしたまま立ちつくしている。表情を変えることなく、まっすぐ志郎の顔を見つめていた。もしかしたら、別れの言葉に動揺しているのかもしれなかった。

「でも、美由紀さんのお気持ちはすごく嬉しかったです。あんなことをしたのに、本当にすみませんでした」

　再び頭をさげて謝罪した。

　もう彼女の目を見ることができない。もし泣かれたりしたら、どんな言葉をかければいいのだろう。そんなことを考えていると、彼女が息を吞む気配が伝わってきた。

「ずいぶん馴れ馴れしいのね」

　抑揚のない声だった。

「……はい？」

　そっと顔をあげると、美由紀と視線がぶつかった。

　冷たい瞳にギクリとする。この二日ほどやさしかったので、彼女のこんな表情を見るのは久しぶりだった。

「いつから、わたしのことを名前で呼ぶようになったの」

　冗談を言っている様子はない。美由紀の声は淡々としているが、明らかに怒気を孕んでいた。

「わたしと三山くんって、そんなに仲がよかったかしら」

　呼び方が「志郎くん」から、以前の「三山くん」に戻っている。どこか寄せつけない雰囲気も気になった。

「で、でも……み、美由紀さんが、あっ、いや、中林さんが……」

「ふうん、わたしが名前で呼ぶように言ったわけね」

　美由紀は腕組みをすると、ぐっと一歩踏み出した。甘いシャンプーの香りが鼻先を掠めるが、オフィスの空気は張りつめている。思わず後ずさりすると、膝の後ろに椅子がぶつかって音を立てた。

「それで、なんのこと？」

　目つきがますます鋭くなる。新人研修のときに、散々叱られまくったときのことを思い出した。

「は……はい？」

　聞き返す声が掠れてしまう。彼女の迫力に気圧されて、頰の筋肉が情けなくひきつっていた。

「お気持ちがなんとかって言ってたでしょ」

　いったい、どういうつもりなのだろう。美由紀は一瞬たりとも視線を逸らすことなく問いつめてきた。

　ちょっとした火遊びのつもりだったのか、それとも一時の気の迷いだったのか。もしかしたら、今になって気が変わっただけかもしれない。いずれにせよ、志郎とつき合う気がないことだけは確かだった。

（そうか……そうだよな）

　冷静に考えれば、自分など本気で相手にされるはずがないのだ。美由紀は少々性格がきついところはあるが、その気になれば男などいくらでも見つかるはずだ。わざわざ自分のような仕事のできない後輩を選ぶ理由はなかった。

「はっきりしなさいよ」

「い、いえ、なんでもないです」

　やっとのことで言葉を絞り出した。

　彼女にその気がないのなら、これ以上、話題にする必要はないだろう。少し淋しい気はするが、なにもなかったことにするのが一番だと思った。

「あの……コ、コーヒーを……」

　場の空気を変えたくて、思いついたことを口にする。せめて、あの約束は本当だったと信じたかった。

「まさか、わたしにコーヒーを淹れろってこと？」

　美由紀の声が低くなる。ぐっとにらみつけられて、尻餅をつくように椅子に座りこんだ。

「い、いえ……ご、ご、誤解です。コ、コーヒーを淹れようかと……」

　必死に言葉を紡いで取り繕う。とてもではないが、約束のことなど言い出せる雰囲気ではなかった。

「いらないわ。朝から苛々させないでよね」

　美由紀は冷たく言い放ち、小さく息を吐きだした。そして、タイムカードを押すと、自分の席に腰をおろした。

（なんか……前の感じに戻ったような……）

　志郎は額に滲んだ汗を手の甲でそっと拭った。

　彼女の態度は予想と違っていた。昨日、一昨日とやさしく接してくれたのが噓のようだった。

　しばらくすると、入口のドアが開いた。出勤してきたのは課長の岩田だった。

「おはようございます」

　志郎はすぐに立ちあがって挨拶する。ところが、岩田はこちらを見たのに、言葉を発することはなかった。不機嫌そうな顔で自分のデスクに向かうと、どっかり腰をおろした。

（……あれ？）

　この感じも二日ぶりだ。昨日は挨拶してくれたのに、なぜか今日は流されてしまった。

「おい、三山」

　いきなり、岩田に呼びつけられた。

「はい！」

　反射的に体が反応する。志郎は慌てて課長のデスクに向かうと、いつもの癖で軍隊さながらに直立不動の姿勢を取った。

「この間のクレームの件、どうなった？」

　岩田の声は苛ついているが、とっさに答えられない。ここ数日、問題になるような大きなミスはしていないはずだった。

「えっと……クレーム、ですか？」

「おまえ、まさか忘れてるんじゃないだろうな」

　岩田の目が吊りあがり、志郎は内心身構えた。

　怒りが爆発する寸前の表情だ。もう何度も見ているので、危険を素早く察知できるようになっていた。

「なにやってるんだ！」

　次の瞬間、岩田の怒声が響き渡った。

　怒鳴られるのは久しぶりだ。少しは成長したと思っていたのに、すっかり元に戻ってしまった。

「一昨日、遅刻してレイカさんからクレームが入ったじゃないか。昨夜、お詫びに行ったんじゃないのか？」

「す、すみません」

　志郎は思わず肩をすくめて、わけがわからないまま謝罪していた。

　まったく身に覚えがない話ではなかった。確かに一昨日はレイカで遅刻してしまった。しかし、麗香はまったく怒っていなかったばかりか、筆おろしをしてくれたのだ。

（事実と微妙に違う……）

　なにかの間違いではないか。あの日、麗香は会社に電話をしたが、クレームではなく志郎をもう少し借りるという連絡だった。その結果、出先から直帰することになったのだ。

　昨日、レイカを訪問したときも、彼女は好意的に迎えてくれた。クレームを入れるような様子はいっさいなかった。

「不服そうだな」

　岩田の目がギラリと光る。このままだと長時間の説教がはじまるのは間違いない。延々と罵声を浴びせられるのは勘弁だった。

「い、いえ、すぐに行って謝罪してきます」

　志郎は慌てて答えると、すぐさま会社を飛び出した。




　まだ午前九時をまわったところだ。

　営業先をまわるには早すぎる時間だが、クレームの対処は迅速に行ったほうがいいだろう。とにかく、レイカのオフィスに向かうと、恐るおそるガラス製のドアを開いた。

「おはようございます。大和オフィス商会です」

　すでに社員たちがデスクに向かっていたが、まだバリバリ仕事をしている感じではなかった。それなのに、誰ひとりとして反応しない。愛想がよかった昨日とは雰囲気が一変していた。

（でも、これがいつもの感じだよな）

　たまたま昨日が特別だったのだろう。どちらかというと、出入り業者には冷たい会社だった。

「こんな時間にどうしたの？」

　奥から麗香が歩み寄ってくる。爽やかな水色のワンピースを着ており、ロングヘアをモデルのように揺らしていた。

「ど、どうも、早くからすみません」

　志郎は親しみをこめた笑みを浮かべるが、彼女は表情を緩めなかった。怪訝な顔をして、真正面から見つめ返してきた。

「なに笑ってるの？」

　先日までのやさしさは微塵もない。クレームは間違いかもしれないと思っていたが、残念ながら本当だったようだ。

　しかも、たった一度とはいえ肌を重ねているのに、彼女の雰囲気は以前となにも変わっていなかった。昨日も一昨日も向こうから誘ってきたが、今日はひたすら厳しい目をしていた。

「謝罪に来たのよね。それなのにヘラヘラしてるってどういうこと？」

　麗香の言葉は辛辣だった。顎を軽くあげて腰に手を当てると、鋭い目でにらみつけてきた。

「す、すみません」

　志郎は慌てて謝罪しながら腰を九十度に折った。

　社員たちが見ている前で叱られるのはつらすぎる。だが、誠心誠意、気持ちをこめて謝罪するしかなかった。

「先日は遅刻をして申しわけございませんでした。今後、遅れることがないように、細心の注意を払います」

　頭をさげたまま謝罪の言葉を口にする。少しは仲よくなれたと思っていたので、余計に屈辱的だった。

（麗香さん、どうしてですか？）

　心のなかで問いかけた。

　やさしく手ほどきしてくれたのに、なぜこれほど冷たくするのだろう。もしかしたら、わざと厳しく接することで、仕事とプライベートは違うと言いたいのかもしれない。

（いや、きっと俺との関係を無理に終わらせるために……）

　何度も謝罪の言葉を口にしながら、ひとつの考えに思い至った。

　彼女は人妻だ。筆おろしをしてくれたとはいえ、これからも関係がつづくわけではなかった。

（わざと俺に嫌われようとしてるんじゃ……）

　そう考えるのが一番自然な気がした。

「今度遅刻をしたら、担当を替えてもらうわ」

　麗香が怒りの籠もった声で言い放った。

「担当替えですか……そのほうがいいかもしれません」

　彼女の言葉を受けて、志郎はぽつりとつぶやいた。

　いっそのこと、麗香の前から姿を消すべきではないか。そのほうが、互いに後腐れがなくていいと思ったのだ。

「ちょっと、どういうつもり？」

　麗香が眉を顰ひそめて、顔を覗きこんできた。

「もう、うちに来るのが嫌ってことかしら」

「そ、そんなつもりじゃ……でも、そうするしかないじゃないですか」

　社員たちがいるので、はっきり口にすることはできない。すると、彼女は驚いた様子で黙りこんだ。

（これが一番いいんだ……さようなら、麗香さん）

　初体験の女性に会えなくなるのはつらかった。志郎は思わず涙ぐみながら、心のなかで別れを告げた。

「よくわかったわ」

　なにがわかったというのだろう。突然、麗香は力強く頷いた。

「そこまで言えるのは、あなたなりに努力している証拠ね」

「は……はい？」

「いいわ、それ以上は言わなくて」

　なぜか麗香の表情が穏やかになっている。先ほどまでの怒りは、どこかに消えてなくなっていた。

「わたしも経営者よ。人を見る目はあるつもり。三山くん、ミスは多くても、あなたが人一倍がんばっていることは認めるわ」

　――よくわからないまま、志郎の遅刻は許された。

　帰り際、次のノー残業デーはいつなのか尋ねてみる。その日は少し早く訪問しても構わないだろう。

「うちにはノー残業デーなんてないわよ」

　麗香の返事は素っ気ないものだった。

　社員たちも不思議そうにこちらを見つめてくる。まるで志郎がおかしなことを言っているようだった。

（なんだ？　ヘンだな……）

　朝からたびたびあるこの違和感はなんだろう。志郎は胸にもやもやを抱いたまま、レイカのオフィスをあとにした。
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　志郎は帰宅ラッシュの電車に乗っていた。

　社内には汗の匂いと加齢臭が充満している。だが、そんなことより、気になっていることがあった。

　なにかが微妙に違っている。いや、正確には違っていたのが元に戻ったと言うべきだろうか。

　思い返せば、この二日間、妙なことがつづいていた。

　一昨日、予期せぬ形で童貞を卒業して、昨日も美由紀とセックスした。生まれてから二十二年間、まったくモテなかったのに、幸運なことが立てつづけに起こった。

（もしかしたら、全部、夢なんじゃないか）

　これほどリアルな夢があるだろうか。でも、夢を見ていると考えるのが自然な気がしてくる。

　車窓には吊り革に摑まった自分の姿が映っていた。

　片方の手で、そっと頰をつねってみる。そんなことをしたところで、夢から覚めるわけがなかった。

　目の前の座席に座っていたＯＬ風の女性が、怪訝そうに見あげていた。志郎は慌てて頰から手を離すと、再び車窓に視線を向けた。

（バカだな俺……）

　思わず苦笑が漏れるが、喉の奥に魚の小骨が引っかかったような違和感は消えなかった。

（現実……だよな）

　考えれば考えるほど、おかしく思えてくる。今日になって、麗香と美由紀が以前の態度に戻っていたのも妙だった。

　やがて列車が駅のホームに滑りこんで停車した。

　吊り革を強く摑み、停まる際の揺れを踏ん張った。プシューッと音がしてドアが開き、疲れきった顔の人たちがおりていく。志郎も流れに乗って改札を抜けると、線路脇の道を歩きはじめた。

　街灯には蛾が群がっている。どこか遠くで犬の鳴き声が聞こえた。いつもと変わらぬ光景だ。なにひとつ不思議なことはなかった。

（でも……）

　今ひとつ釈然としない。上手く説明できないが、胸のもやもやは濃くなる一方だった。

　と、まんぷく弁当が見えてきた。

　住宅街の一角が明るくなっている。そこだけは現実だと信じたい。志郎はそっとガラス戸を開けると、店内に足を踏み入れた。

「あっ、志郎ちゃん、いらっしゃい」

　奥で洗いものをしていた夏実が振り返った。

　他に客はいない。おじさんとおばさんの姿も見当たらなかった。もうすぐ八時になるので、すでにあがっているのだろう。

「なっちゃん、唐揚げ弁当、大至急よろしく」

　不安を誤魔化したくて、わざと明るい声で注文した。

　再び夏実がこちらを振り返った。そして、エプロンで手を拭きながら歩み寄ってきた。

「なんかあったの？」

　カウンター越しにまじまじと見つめられて、志郎は思わずたじろいだ。

「な、なんにもねえよ」

「ウソ、絶対になんかあった」

　夏実が言葉をかぶせてくる。自信満々な物言いに、志郎は反発を覚えた。

「おいおい、俺のなにがわかるってんだよ」

　つい喧嘩を吹っかけるような口調になる。だが、夏実もそれくらいでは怯まなかった。

「わかるよ。志郎ちゃんのことなら、全部わかっちゃうんだから」

　受けて立つとばかりに、軽く胸を反らしてみせる。すると、赤いエプロンを押しあげている膨らみが強調された。

（おっ……）

　幼なじみの乳房に動揺してしまう。昔はぺったんこだったのに、高校に入学したころから急激に膨らんだ。

　当時、一度だけ「おっぱいでかいな」とからかったことがある。すると、夏実は顔を真っ赤にして黙りこんだ。いつも元気で勝ち気な彼女が、なにも言い返してこないことがショックだった。

　夏実がどう思っていたのかはわからない。とにかく、言ってはいけないことだったと反省して、以来、乳房をからかうのはやめていた。

（それにしても、でかいよな）

　顔は幼いままなので、余計に胸の膨らみが気になるのかもしれない。愛らしい童顔と見事に膨らんだ乳房が釣り合っていなかった。

（ん？　でも、なんか……）

　久しぶりによく見ると、夏実の顔が大人びて感じた。

　目もとに幼さは残っているが、頰がほっそりして、顎が少しシャープになった気がする。考えてみれば夏実も二十一歳だ。自然と色気が出てきてもおかしくない年だった。

「なに黙りこんでるのよ。人の話、聞いてる？」

「おまえ、ちょっと老けたな」

　見惚れそうになったことに照れて、つい憎まれ口を叩いてしまう。大人っぽく成長した幼なじみを、素直に褒めることができなかった。

「なっ……なにそれ？」

　途端に夏実を頰を膨らませた。

　むきになって怒るところは、子供のころから変わっていない。志郎は内心ほっとして、思わず頰を緩めていた。

「老けたから老けたって言ってんだ」

「ちょっと、女の子に対して失礼でしょ！」

　夏実も引かないので、言い合いはエスカレートしていく一方だ。それでも刺々しくならないのは、やはり気心が知れているからだろう。

「もういいよ。早く唐揚げ弁当作ってくれよ」

「たまには他のも食べたら？」

「いいんだよ。あれが一番うまいんだから」

　こういうとき「なっちゃんの唐揚げが好きなんだ」とでも言えば、少しは距離が近づくかもしれない。だが、照れが先に立ってしまい、どうしても気持ちを伝えることができなかった。

　夏実は厨房に向かうと、鳥肉をフライヤーに入れていく。その姿を志郎はカウンター越しに見つめていた。

（それにしても、いつの間に……）

　志郎の目は彼女の身体に釘付けだった。

　意識して観察すると、Ｔシャツのウエストはくびれており、デニム地のミニスカートに包まれた尻はむっちりしている。ストッキングを穿いていない素足はすべすべしているが、太股にはしっかり脂が乗っていた。

（そっか、なっちゃんも大人になったんだな）

　楽しく遊んでいた日々は、もう遠い昔のことになってしまった。そんなことを考えると、なんだか切ない気持ちになってしまう。

「はい、唐揚げ弁当ね。キャベツ多めにしておいたから」

　戻ってきた夏実が、おかずとご飯のパックをビニール袋に入れてくれた。

　いつからだろう、おじさんもおばさんもいないのに、彼女はひとりで店を切り盛りできるようになっていた。仕事をしている夏実は輝いている。気づかないうちに彼女は一人前になっていた。

（俺は、どうなんだ？）

　上手くいっていたのは二日間だけで、今日も叱られてばかりだった。結局、会社でも取引先でも、ぺこぺこ頭をさげてばかりいた。

「サンキューな」

　軽い口調で言いながら、差し出されたビニール袋を受け取った。ところが、彼女はビニール袋から手を離さない。そして、やけに真剣な瞳で、志郎の顔を覗きこんできた。

「なにがあったのか教えてよ」

「うっ……だから、なんでもないって」

　ここ数日の違和感が脳裏によみがえる。一瞬、打ち明けようかと思ったが、上手く説明する自信がなかった。

「なんか心配だもん」

　真面目なトーンで言われると、軽口も叩けなくなってきた。

「ちょっと疲れてるだけだよ」

　そう返すしかなかった。すると、夏実は厨房に戻り、慌ただしく片づけをはじめた。

「お店閉めるから待ってて。わたしも志郎ちゃんの家に行く」

「は？　なに勝手に決めてんだよ」

「いいじゃん。ひとりで食べるより、二人のほうが美味しいでしょ」

　もうこうなると、なにを言っても聞く耳を持たない。幼なじみの性格は知りつくしていた。
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　自宅のリビングが今夜は華やかに感じた。

　十畳の部屋にソファセットとテレビ、それにサイドボードが置いてある。今は志郎がひとりだけなので、中途半端な広さが落ち着かなかった。

　だが、今夜は夏実がいる。

　いつもはひとりでソファに座って弁当を食べているが、隣を見やれば幼なじみがちょこんと腰かけていた。

「なに見てるのよ」

　口を開けば相変わらずこの調子だが、志郎にとってはそれが嬉しかった。

「なっちゃんは食べなくていいの？」

「作りながら味見をするから、それでお腹いっぱいになっちゃうの」

　一日中、厨房に立っていると、そういうものなのかもしれない。夏実はテレビをつけると、見るともなしに眺めていた。

　志郎はＴシャツとスウェットパンツに着替えてくると、夏実が淹れてくれた緑茶を飲みながら唐揚げ弁当を味わった。彼女が言っていたとおり、二人で食べるほうが百倍うまい。だが、それを口にする勇気はなかった。

「ふぅっ、腹いっぱいだ」

　膨らんだ腹を擦り、満足したことをさりげなく伝える。ところが、夏実は虚ろな視線をテレビに向けて黙りこんでいた。

（なんか、元気ないな）

　ふとそう思った。

　夏実が志郎のことを「全部わかる」と言うように、志郎も夏実のことは全部わかるつもりでいる。物心ついたころから、いつも近くで見てきたのだ。なにかを抱えこんでいることはすぐにわかった。

　だからといって、無理に聞き出そうとはしない。問いつめたところで、彼女は素直にしゃべる性格ではなかった。

（あのこと、話してみるか……）

　しかし、どうやって説明すればいいのだろう。

　美由紀と麗香、それに課長の三人が急にやさしくなって、また元に戻った。言葉にすると、ただそれだけのことだ。あくまでも志郎の感覚であり、三人の変化を証明する手段はなかった。

（話したところで、ヘンな奴と思われるだけかもな）

　躊躇する理由はそれだけではない。美由紀と麗香に関してはセックスをしていた。夏実に知られたくないことがあるので、なおさら打ち明けるのをためらっていた。

　隣を横目でチラリと見やった。

　夏実は両足をソファの縁に乗せて、立てた膝を抱えこんでいた。ちょうど体育座りのような格好だ。靴下もストッキングも穿いていないので、白くて小さな足が近くに見えた。

　つま先が上下に揺れている。退屈しているわけではない。考えごとをしているときの癖だった。

（なっちゃん……やっぱり、なにかあったんだな）

　横顔を盗み見る。夏実の視線はテレビに向けられているが、おそらく内容は頭に入っていない。テレビに映っているのは、彼女がまったく興味のない野球中継だった。

「志郎ちゃん」

　唐突に夏実が唇を開いた。

　見ていることに気づかれたのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。彼女の顔はテレビに向いたままだった。

「あのね……」

　なにかを言いかけるが、すぐに口をつぐんでしまう。

　いったい、なにがあったのだろう。気になるが、志郎は急かすことなく辛抱強く待ちつづけた。

「あのさ……」

　しばらくすると再びつぶやくが、やはり夏実はすぐに黙りこんだ。

　なにか言いたいことがあるに違いない。志郎も同じなのでよくわかる。打ち明けたくても、理解してもらえないと思うと口に出せなかった。

　二人とも口を開かなくなり、リビングに沈黙が流れる。野球中継のやたらとテンションの高い実況の声だけが響いていた。

　夏実は膝を抱えこんだまま、ぼんやりとテレビを眺めている。ミニスカートなので、太股が付け根近くまで露わになっていた。

（なんか気まずいな……）

　女体を意識したことで、ますます言葉が出なくなってしまう。ぎこちない空気をなんとかしたかった。

（話題はないか、俺たちに共通する話題は……）

　懸命に頭を巡らせる。どんな些細なことでもいい。凍りついた場を盛りあげる話題がほしかった。

「そ、そういえば――」

　ふと思いついたことを口にした。

「この間、防空壕に行ったよ」

　小さいとき、何度も遊びに行ったので夏実も覚えているだろう。懐かしくて盛りあがると思った。ところが、彼女は頰の筋肉を強ばらせて、志郎の顔を見つめてきた。

「あ、あれ？　忘れちゃった？」

　なにかまずかっただろうか。恐るおそる尋ねてみると、夏実は取り繕うような笑みを浮かべた。

「覚えてるよ……いつ、行ったの」

「昨日の夜。二、三日前にも行ったけど」

　様子がおかしいと感じたが、なんとか空気を変えたかった。とにかく志郎はしゃべりつづけた。

「穴ジイって覚えてる？　いつも怒ってたお爺さんがいただろ。じつは、ばったり会ったんだ。昔と全然変わってなくて、びっくりしたよ」

「そう……」

　夏実はそれきり黙りこんだ。

　懐かしい話を喜んでくれることを期待したが、うつむき加減でなにかを考えこんでいた。

「なっちゃん？」

　もうこれ以上は沈黙に耐えられない。我慢できずに問いかけると、夏実は意を決したように顔をあげた。

「穴ジイって、何歳なのかな」

　ひとり言のようなつぶやきだった。

　やはり疑問が湧きあがったのだろう。記憶のなかの穴ジイは、かなり高齢だった。それなのに変わらず元気だと聞いたら、昔を知っている人は不思議に思うはずだ。

「聞いた話だけど……穴ジイの若いころって、誰も知らないんだって」

　夏実の口から意味深な台詞が飛び出した。

「どういうこと？」

「穴ジイって、子供のころから防空壕の近くに住んでるらしいの。だから、穴ジイの昔からの知り合いも近所にいるんだよね」

　志郎と夏実の関係も似たようなものだ。小さいときから互いの成長をずっと見てきたので、大抵のことは知っていた。

「でも、穴ジイの知り合いなら、みんなお年寄りだろ。忘れてるだけなんじゃないの？」

「それが不思議なことに、終戦を境にして記憶が途切れてるんだって」

「終戦って……」

　第二次世界大戦の終戦は一九四五年、志郎が生まれる遥か前の話だ。正直なところ、終戦と言われてもピンと来なかった。

「穴ジイって、何歳なんだろう」

「九十二歳」

　素朴な疑問を口にすると、夏実が即答した。

「おまえ、よく知ってるな」

「うん、ちょっと気になって近所の人に聞いたの」

　若い男ならともかく、穴ジイのなにが気になったというのだろう。

　茶化そうかと思ったが、夏実が真面目な顔をしているので余計なことは言えなかった。

「終戦のとき、穴ジイは二十九歳だよ」

「じゃあ、二十九歳よりあとのことがわからない……ってこと？」

「ずっといたはずなのに顔も覚えてないし、写真もないんだって」

　にわかには信じがたい話だ。みんな高齢なので、記憶があやふやなだけではないのか。そう考えるのが自然な気がした。だが、彼女があまりにも真剣なので、志郎は静かに頷くしかなかった。

「そうなんだ……」

　またしても沈黙が訪れる。野球中継の音だけが聞こえている。応援の太鼓と実況の声がリビングに響いていた。

（でも、ガキのころに見た穴ジイも、それくらいの年だったよな……）

　なにか釈然としない。今が九十二歳なら、あのころは七十七歳くらいということになる。それにしては、ずいぶん老けて見えた。というか、今とまったく同じだが……。

「信じてないでしょ」

　夏実の声は消え入りそうだった。

　なにを拗ねているのか、唇を尖らせている。両腕で抱えこんだ膝に、顎をちょこんと乗せていた。

「信じてるよ」

　半信半疑だったが、信じていることにする。すべてを疑っているわけではないのだから、噓はついていなかった。

「もういいよ」

　夏実はそう言うと、またしても黙りこんだ。

（なんだ？　どうしたっていうんだ？）

　わけがわからない。困惑していると、夏実が膝に顎を乗せたまま、こちらに顔を向けた。

「防空壕には行かないで」

「どうして？」

　つい聞き返すと、彼女はすっと視線を逸らしてしまう。そして、野球中継が流れているテレビを見つめた。

「どうしても」

　まったく意味がわからない。これでは駄々を捏ねている子供と話しているようだった。

（まいったな……）

　思わず漏れそうになった溜め息をなんとか吞みこんだ。

　場を盛りあげるつもりが、完全に逆効果だった。防空壕の話を懐かしがるどころか、目も合わせてくれなくなっていた。

（ううっ、どうすればいいんだ）

　焦れば焦るほど、なにも思い浮かばなくなる。隣を向いても、夏実は視線を合わせようとしなかった。

　そのとき、ミニスカートから剝き出しの太股が目に入った。

　ソファで体育座りをしているため、滑らかな肌が大胆に露出している。美由紀とも麗香とも異なる健康的な太股だった。しかもミニスカートの裾がきわどいところまでずりあがり、今にもパンティが見えそうになっていた。

（もうちょっとで……）

　ほんの少しだけ前屈みになってみる。すると、デニム地のミニスカートの裾から、白いものがチラリと見えた。

（今のは、もしや！）

　さらに上半身を前に倒し、究極の横目で白いものを捉えようとする。あと少しだと思ったとき、いきなり夏実がこちらを向いた。

「うっ……」

　完全に視線が重なり、志郎は身動きが取れなくなった。


４



「なに見てるの？」

　まともに顔を見られてしまったら、もう誤魔化しようがなかった。

　志郎は苦しい前傾姿勢で、横目でスカートのなかを覗き見しようとしていたのだ。もはや言いわけすら思いつかず、不自然な格好のまま凍りついたように固まっていた。

「もしかして……見ようとしてたの？」

　怒り出すかと思ったが、意外にも夏実の言葉は穏やかだった。

「あ、いや……ま、まあ……」

　どう答えるべきか迷ってしまう。素直に認める勇気はないし、だからといって今さら否定するのもおかしい気がした。

「ちょ、ちょっと、気になって……」

　結局、中途半端な言い方になってしまう。それでも、自分としては勇気を振り絞ったつもりだった。

「ふうん、そうなんだ」

　なぜか夏実の顔は真っ赤に染まっている。怒っているのではなく、どういうわけか照れていた。

「わたしのスカートのなかが見たかったの？」

「う……うん」

　予想外のやさしい言葉に、志郎は反射的に頷いてしまった。

（これって、もしかして……）

　まさかと思いつつ、脳裏にはこれまでの体験が浮かんでいた。

　麗香に筆おろしされたときも、美由紀にオフィスで迫られたときも、すべて彼女たちに手ほどきしてもらった。今夜も同じような感じで、最後までいけるのではないか。ずっと片想いをしていた夏実と体験できるのではないか。そんな期待が胸の奥に湧きあがった。

「なっちゃん……お、俺……」

　恐るおそる声をかけた。

　Ｔシャツから覗いている彼女の腕に、自分の腕をそっと触れさせる。ごく軽いタッチだが、志郎にとってはかなりの冒険だ。これで、こちらの意思は伝わっただろう。

　昨日、一昨日と信じられないことが連続して起こった。きっと今夜もなにかがあるに違いない。そんな気がしてならなかった。

（ついに、なっちゃんと……）

　どきどきしながら待ち構えた。

　いったい、どんなことをしてもらえるのだろう。清純を絵に描いたような夏実だが、意外と大胆になるのかもしれない。美由紀と麗香の行動も、まったく予想できないものだった。

（早く……は、早く）

　胸の鼓動は速くなる一方だ。ところが、夏実は隣で膝を抱えたまま、動こうとしなかった。

「あ、あの……なっちゃん？」

　我慢できずに声をかける。すると、夏実はやさしく迫ってくるどころか、顎を軽く跳ねあげた。

「甘えた声、出さないでよね」

　思いも寄らないひと言だった。

　夏実は冷たく言い放ち、きっとにらみつけてくる。志郎は思わずたじろぎ、言葉を失ってしまった。

「わたしがなにかするのを待ってるの？」

「い、いや、その……」

「こういうのって、普通は男の人がするものなんじゃないの？」

　夏実の声は苛立っている。いっこうに手を出してこない志郎を、もどかしく思っているようだった。

（お……俺からいくのか？）

　一気に緊張感が高まり、手のひらがじんわり汗ばんだ。

　自分から女性に迫ったことは一度もない。まったく想定していなかったパターンだ。これまでは受け身で、女性に癒してもらってばかりだった。

「え、えっと……」

　経験したことのない流れに戸惑ってしまう。なにをどうすればいいのか、さっぱりわからなかった。

「男のくせに、おどおどしないでよ」

　夏実は相変わらず体育座りをしており、挑発するような目を向けてくる。顔は赤く染まっているが、勝ち気な態度は崩さなかった。

「それとも自信ないの？」

「な、なに言ってんだよ」

「やっぱりそうなんでしょ。わたしのこと気持ちよくする自信がないんだ」

　しきりに言葉で煽ってくる。もしかしたら、ずっと前から志郎に迫られるのを待っていたのだろうか。

（なっちゃんがこんなこと言うなんて……もう経験があるんだ）

　目眩がするほどショックだった。もし立っていたなら、確実に倒れこんでいただろう。

　交際経験はないはずなので、当然ヴァージンだと思いこんでいた。経験する機会など、あるはずがないと決めつけていた。それなのに、まさか彼女から誘われるとは想像すらしなかった。

「どうせ、そんな勇気ないんでしょ」

　夏実がつまらなそうにつぶやいた。

「志郎ちゃんはいつもそうだよね。あの防空壕に入ったのだって、わたしのほうが先だったもん」

　その言葉で遠い記憶がよみがえる。

　迷子になった夏実を、防空壕の前で発見した。泣きじゃくるのをなんとか宥めると、夏実は謎の洞穴を探検すると言い出して、とめるのも聞かず入ってしまった。志郎は彼女を追いかける形で防空壕に足を踏み入れた。

　夏実は昔から物怖じしない性格だった。好奇心旺盛なので、初体験もどこかで済ませていたのかもしれない。

（なっちゃんが……俺以外の誰かと……）

　男に組み敷かれている夏実の姿を想像すると、胸の奥が苦しくなる。衝撃を受けると同時に、闘志がメラメラと湧きあがってきた。

「そ、そこまで言うなら……」

　執拗に挑発されて、志郎も引きさがるわけにはいかなかった。

　夏実のことを好きなのはもちろんだが、男らしいところを見せたいという気持ちになっていた。

（俺だって、もう童貞じゃないんだ。二度も経験があるんだぞ）

　心のなかでつぶやき、自分を奮い立たせる。そして、体育座りをしている夏実の肩に、思いきって腕をまわした。

　Ｔシャツ越しに感じる肩は、丸みがあって温かかった。

　考えてみれば、こうして幼なじみの身体に触れるのは久しぶりだ。子供のころは無邪気にじゃれ合っていたが、年齢を重ねていくうちに触れ合う機会は減っていった。

「ほ、本当にいいんだな？」

　問いかける言葉は彼女だけではなく、自分自身にも向けられていた。

　なにしろ、ずっと片想いだった女性を抱こうとしているのだ。もう一度、己の覚悟を確認する必要があった。

　夏実はこちらを見ることなく、無言でこっくり頷いた。

　ふて腐れた表情は照れ隠しなのか、それとも本当に不機嫌なのか、判断がつかない。いずれにせよ、彼女がその気なのは間違いない。これで志郎は引きさがることができなくなった。

「ど、どうなっても知らないぞ」

　肩をぐっと抱き寄せると、いきなり顔を近づけて唇を重ねた。

「ンっ……」

　夏実は小さな声を漏らしたが、いっさい抵抗しなかった。顔を微かに上向かせて、静かに睫毛を伏せていた。

　幼なじみの唇はぷるんとして、新鮮なさくらんぼのようだった。表面は滑らかだが、蕩けるように柔らかい。とにかく、こうして触れているだけで、胸の奥が熱くなった。

（ああっ、なっちゃんとキスしてるんだ）

　感動が押し寄せるが、浸っている余裕はない。舌を伸ばして唇を割り、貪るように口内をしゃぶりまわした。

「ンふっ……あふううっ」

　夏実の眉が八の字に歪んでいく。いきなりのディープキスに困惑しているのだろう、体育座りの姿勢で固まっている。構うことなく唾液を啜りあげると、メイプルシロップのような甘みがひろがった。

　夏実の舌は奥で縮こまっていた。まるで麗香とファーストキスを交わしたときの志郎のようだ。自分からまったく動かないということは、あくまでも志郎にやらせるつもりなのだろう。

（俺だって、キスくらい……）

　懸命に舌を搦め捕り、粘膜同士をヌルヌルと擦り合わせる。大好きな夏実とのディープキスだ。一気にテンションがアップして、スウェットパンツの股間が膨らみはじめた。

「うむむっ」

　まだキスだけなのに、ペニスは瞬く間に反り返った。

　バットのように硬くなり、ボクサーブリーフもスウェットパンツも突き破る勢いだ。早くも先端から、先走り液が滲んでいるのがわかった。

「な、なっちゃん！」

　高揚する気分のまま、女体をソファに押し倒す。仰向けになった夏実は、ひと言も発することなく濡れた瞳で見あげていた。

（試してるのか……そうか、俺のことを試してるんだな）

　あれだけ執拗に挑発してきたのだ。男としての資質をチェックされている気がした。ここでガツンと決めないと、見限られてしまうのではないか。そんな不安がこみあげてきた。

（ようし、やってやる！）

　思いきってＴシャツをまくりあげると、純白のブラジャーが露わになった。

　谷間に小さなピンクのリボンがあしらわれた愛らしいデザインを目にして、志郎はほっと胸を撫でおろした。

　先ほどまでの言動から、派手な下着をつけていてもおかしくないと思った。だが、幼いころから見てきたイメージがある。できることなら、清純で元気な女の子のままでいてほしかった。

　夏実は顔を横に向けて、下唇を小さく嚙んでいた。

　Ｔシャツが首の下までまくれあがり、ブラジャーに包まれた乳房を見られている。耳まで真っ赤に染めあげているのに、それでも手で胸もとを覆ったりはしなかった。

（遠慮はいらないってことか……）

　志郎は抱きつくようにして、両手を彼女の背中とソファの間にこじ入れた。すぐ目の前に乳房の谷間があるが、むしゃぶりつきたいのを我慢する。指先でホックを探り、苦労しながらプツリと外した。

「うおっ！」

　途端にカップが弾け飛び、張りのある双つの乳房がまろび出る。仰向けになっているのに、まったく型崩れしていない若さ溢れる双乳だ。見事な膨らみの先端では、ミルキーピンクの愛らしい乳首が震えていた。

（いつの間に、こんなに大きくなったんだ）

　瞬きするのも忘れて凝視する。なにしろ、十数年ぶりに目の当たりにする幼なじみの乳房だった。

　まだ小学校にあがる前、庭先に置いたビニールプールで遊んだことを覚えている。まだ小さかったので二人とも素っ裸だった。だが、志郎はあのとき見た夏実の身体を覚えていた。

（おっぱいなんて……なんにもなかったのに……）

　服の上からでも成長しているのは気づいていたが、これほど大きいとは思わなかった。

「くっ……」

　夏実は下唇を嚙んで顔をそむけている。羞恥に襲われているのか、目を強く閉じていた。

　経験があっても見られるのは恥ずかしいのだろう。そうやって彼女が照れてくれるから、ますます気分が盛りあがる。しかも、目と鼻の先では、新鮮な乳房が揺れていた。

「なっちゃんっ！」

　思わず乳房の谷間に顔を埋めていく。頰に触れた雪白の肌は、溶けてしまいそうなほど柔らかい。しかも、シルクのように滑らかで、甘ったるい匂いが牡の欲望を煽り立てた。

（ああっ、なっちゃんのおっぱい）

　心のなかでつぶやくと、それだけでペニスがさらに硬くなった。

　乳房の下側に両手を添えて、できるだけゆっくり揉みあげる。すると、まるで吸いこまれるように、指先が柔肉のなかに沈んでいった。

「うむむっ、す、すごい」

　頰で感じる乳房もたまらない。一気に気持ちが昂るが、それでも丁寧な愛撫を心がける。女の身体は繊細だと麗香に教えられていた。

　谷間から顔をあげると、今度は乳輪と白い肌の縁を指先でなぞってみる。触れるか触れないかのフェザータッチだ。すると、女体がヒクッと震えて、ずっと閉じていた唇が半開きになった。

「はンっ……」

　微かだが甘い声が溢れ出す。夏実はすぐに口もとを手で覆ったが、女体は確実に反応している。乳輪をなぞるたび、腰が右に左にくねっていた。

「ン……ン……」

　押さえた指の隙間から、こらえきれない声が漏れている。そして、まるで桜の蕾がほころんでいくように、乳首が見るみる膨らんだ。

「こ、こんなに飛び出して……」

　すかさず摘みあげると、指先でクニクニと転がした。

「ああっ……そ、そこは……」

　夏実がこらえきれないとばかりに女体を仰け反らせる。もう口を押さえる余裕もなく、濡れた瞳で見あげてきた。

「すごく硬くなってるよ、ほら」

　視線が絡むことで、またしても欲望が高まった。

　こよりを作るように、充血した乳首を転がしつづけた。グミの感触に似ており、柔らかいのに芯がある。やさしく刺激を与えるほどに、中心部が硬くなるのがわかった。

「あっ……あっ……」

　夏実は眉を困ったように歪めて、首を小さく左右に振りはじめた。抑えようとしても漏れてしまうのか、切れぎれの喘ぎ声を漏らしていた。

　あれだけ挑発しておきながら、いざ愛撫がはじまると一転して弱気な態度になる。もしかしたら、そうすることで男を誘っているのかもしれない。案外、もっと激しいプレイを求めているのではないか。

（そうか、そういうことなら……）

　志郎はひとり納得すると、乳房にむしゃぶりついた。

「なっちゃんっ、うむううッ！」

　乳首を口に含み、舌を伸ばして舐めまわす。唾液をたっぷり塗りつけては、唇を窄めてちゅうちゅうと吸いたてた。

「あああッ、ま、待って、はああッ」

　夏実の唇から裏返った喘ぎ声が[image: ]った。

　ソフトな愛撫から一転して、猛烈に乳首を吸引している。乳房を揉みながら双つの突端を交互にしゃぶり、唾液を塗りつけていった。

「あッ……ああッ……し、志郎ちゃんっ」

　女体に震えが走り抜ける。夏実は困惑した様子で、志郎の両肩を押し返してきた。だが、手にはほとんど力が入っていなかった。

（もっと強くってことか？）

　おそらく、抵抗はポーズだけだ。きっと刺激が弱すぎるのだろう。しかし、どうすればいいのかわからない。やみくもに吸っても痛いだけではないか。乳首を舐めながら考えているとき、前歯が軽く当たってしまった。

「あひンッ！」

　その瞬間、夏実の唇から悲鳴とも嬌声ともつかない声が溢れ出た。腰がくなくな揺れて、女体がビクンッと反り返った。

（今のって、もしかして……）

　少しは感じてくれたのかもしれない。

　偶然の出来事だが、歯が触れたことで快感が走ったのなら試して見る価値はある。今度は意識的に硬くなった乳首を軽く嚙んだ。

「あひッ、ちょ、ちょっと……」

　やはり感じるらしい。志郎が再び前歯を立てると、夏実は背筋を反らしてヒイヒイ喘いだ。

（よし、これが好きなんだな）

　舌でねちねち転がしては、不意を突くように甘嚙みする。やさしい愛撫のなかにハードな刺激を不規則に織り交ぜた。

「あッ……あひッ……い、いやっ、ああッ」

　口では「いや」と言いながらも喘いでいる。これは「もっと」という意味だろうか。志郎は愛撫の手を緩めることなく、ジュルジュルと音を立ててしゃぶりまくり、前歯で刺激することを繰り返した。

「ひッ……ひいッ……あひいッ」

　夏実はソファの上で身をよじり、息が切れるまで喘ぎまくった。

　これ以上つづけると、酸欠で気を失うのではないか。そんな心配を本気でするほど、たっぷり舐め転がした。

（お、俺にも……こんなことができるんだ）

　志郎も呼吸が乱れている。彼女が感じてくれたことで、かつてない高揚感を覚えていた。自分の愛撫で夏実がしゃべれなくなるほど喘いだのだ。男としての自信がもりもり湧きあがってきた。

（こっちも、いいんだよな？）

　手順はよくわからないが、そろそろ先に進むべきだろう。ミニスカートに手を伸ばし、ボタンを外してじりじり引きおろした。

　ブラジャーと同じ純白のパンティが見えてくる。ウエスト部分にピンクの小さなリボンがついているだけのシンプルなデザインだ。股間にぴったり張りついているため、恥丘の膨らみが感じられた。

　ミニスカートをつま先から抜き取り、さっそくパンティに手を伸ばす。ウエストに指をかけると、胸の鼓動が一段と速くなった。

（落ち着け……落ち着くんだ）

　彼女に気づかれないように、小さく息を吐きだした。

　それくらいで心臓が大人しくなるはずもないが、焦っていることを悟られたくない。できる限り、ゆっくりパンティをずらしていく。すると、陰毛がうっすらとしか生えていない恥丘が露わになった。

「こ、これは……」

　極細の秘毛が、申しわけ程度にそよいでいる。白い肌だけではなく、恥丘の中心に走る縦溝もはっきり透けていた。

「い、いや、見ないで」

　それまで黙っていた夏実が、慌てた様子で股間を覆い隠した。だが、志郎はパンティを奪い去ると、彼女の手を引き剝がしにかかった。

「ま、待って、お願い」

　意外にも力が入っている。だが、抵抗されるほど気分が高まっていく。きっと夏実も押さえつけられることで興奮するのではないか。いずれにせよ、ここまで来て、途中でやめることはできなかった。

「み、見たい、なっちゃんのアソコが見たいんだ！」

　彼女の膝を摑むと、力まかせに押し開いた。

　ちょうどカエルを仰向けにしたような格好だ。内腿が左右に開いて、秘められていた場所が丸見えになった。

「いやあああっ！」

　夏実の悲痛な声がリビングに響き渡る。だが、その声すら志郎の興奮を高めるスパイスになっていた。

「おおっ……おおおっ」

　もう呻き声しか出なかった。

　左右に開いた白い内腿の中心に、鮮やかなサーモンピンクの割れ目が見えている。二枚の陰唇はまったく型崩れしておらず、まるで神聖な扉のようにぴったり閉じていた。

（これが、なっちゃんの……）

　志郎はごくりと喉を鳴らして生唾を飲みこんだ。

　あの夏実の陰唇が目の前にある。秘毛がさらりとしか生えていない恥丘の下に、瑞々しい女陰が輝いていた。麗香の陰唇はアーモンドピンクでもっと大きく、美由紀は赤々として情熱的だった。夏実の秘唇は清楚な佇まいで、どちらにも似ていなかった。

「そ、そんなに……見ないで……」

　恥じらう夏実の声が、志郎のなかで眠っていた獣性を揺り起こす。かつてない激しい感情だ。彼女のすべてを自分のものにしたくてたまらなかった。

　Ｔシャツを脱ぎ捨てると、スウェットパンツとボクサーブリーフを一気におろす。いきり勃ったペニスが跳ねあがり、その勢いでカウパー汁が四方八方に飛び散った。

「ひっ……」

　勃起した男根を目にした夏実が、声にならない声をあげている。そんな初心な反応が、獣性をますます煽り立てた。

「お、俺……なっちゃん！」

　欲望にまかせて女体に覆いかぶさった。脚の間に腰を割り入れると、屹立したペニスを股間に押しつけた。

「あ、当たってる……」

　夏実の瞳は怯えきっている。いつもと違う志郎の様子が怖いのだろうか。でも、誘ってきたのは彼女のほうだった。

（早くひとつに……ここか？）

　もう一度、股間を突きあげる。ところが、亀頭は陰唇の表面をヌルリと滑ってしまった。

　セックスの経験は二度だけで、どちらも女性が上になっての挿入だ。正常位で挿れたことは一度もない。自分が主導してのセックスは、いまだに体験したことがなかった。

「ふんっ！」

　亀頭を陰唇に触れさせると、一気に腰を押し進める。ところが、またしてもペニスは割れ目の表面を撫でただけだった。

「ああっ……し、志郎ちゃん？」

　夏実が不思議そうに見あげてきた。

　このままでは、経験が浅いことがばれてしまう。志郎は焦ってペニスを右手で摑むと、入口を探すように亀頭で淫裂を擦りあげた。

「や、やさしく――はううッ」

　ふいにペニスの先端が柔らかい部分にめりこんだ。

　どうやら、ここが膣口らしい。夏実は唇をぱくぱくさせて、もう言葉も発せられない状態だった。

（よ、ようし、このまま行けば……）

　慎重に股間を押しつける。すると、張りつめたペニスが、女陰の狭間に埋まっていった。

「はっ……はっ……」

　夏実は目を見開き、短く息を吐き出している。と、その直後、亀頭がなにかにぶつかった。

（むっ……な、なんだ？）

　経験の浅い志郎には、なにが起こったのかわからない。だからといって、夏実に尋ねることもできなかった。

　恐るおそるペニスを押しこんでみる。ところが、まるでゴムの膜に阻まれているように進まない。夏実は下唇を嚙みしめて、目も強く閉じている。いったん抜いたほうがいいだろうか。そう思いながら、もう一度だけ押してみた。

「うおっ！」

　突然、ストッパーが外れたように前進する。ペニスが一気に根元まで嵌り、互いの股間が密着した。

（やった、入った……入ったぞ！）

　ついに挿入に成功したのだ。大声で叫びたいのをこらえて、密かに拳を握り締めた。

　美由紀や麗子と比べると、膣道はずっと狭く感じる。媚肉がびっしり詰まっているところに、ペニスを無理やり突きこんだような感覚だ。しかも締まりが強いので、いきなり鮮烈な快感に襲われた。

「ひうううッ」

　夏実は下唇を嚙んだまま呻いている。挿入に成功したのに、感じているようには見えなかった。

　愛撫が足りなかったのだろうか。そういえば、濡れているか確認するのを忘れていた。もしかしたら、愛蜜の分泌量が少なかったのかもしれない。そうだとすると、濡れてくるまで激しく動くわけにはいかなかった。

「な、なっちゃん……入ったよ」

　声をかけてみるが、夏実はこちらを見ようとしない。なぜか目をぎゅっと閉じて、唇を引き結んでいた。言葉も発しないので、なにを考えているのかわからなかった。

「う、動くよ……ううっ」

　ゆっくり腰を引いて、ペニスをじりじり後退させる。摩擦感が強烈で、ほんの少し動かすだけでも快感が突き抜けた。

「ひぐっ……」

　夏実は小さく呻くだけで、まだ目を強く閉じたままだった。

　今度はペニスを押しこんでいく。亀頭で媚肉を搔きわける感触がたまらず、堪えきれない呻き声が溢れ出した。

「うむむッ、き、気持ちいいっ」

　それを何度か繰り返すうちに、膣道がしっとり濡れてくるのがわかった。女壺の狭さはそのままだが、ヌルヌルと滑るようになっていた。

「こ、これ、すごい……ううッ」

　腰の動きが少しずつ速くなる。静かに揺れる乳房を揉みあげて、先端で尖っている乳首を指先で転がした。

「あっ、い、いや」

　夏実が微かに腰をよじった。

　膣より乳首のほうが感じるのかもしれない。それならばと、乳房を揉みほぐして、乳首を念入りにクニクニと愛撫した。

「あっ……あっ……」

　多少なりとも感じているのだろうか。夏実が小さく喘いでいる。愛蜜の量もさらに増えて、ペニスをねっとり包みこんでいた。

「くううッ、も、もう……」

　我慢できなくなり、ピストンの速度をあげていく。女体に覆いかぶさって抱きしめると、腰を思いきり振りたくった。

「ひああっ、つ、強いっ、ゆっくりして」

「なっちゃんっ、くおおおッ」

「ああっ、ゆ、ゆっくり、はああっ」

　夏実の声が牡の獣欲を高めていく。もう射精することしか考えられず、狭い女壺のなかで男根をスライドさせた。

「おおおッ、も、もう、俺っ、ぬおおおッ」

「ひいッ、あひいッ、ダメぇっ」

　志郎が呻けば、夏実は裏返った嬌声を響かせる。胸板で柔らかい乳房を押し潰しながら、ペニスを最深部まで叩きこんだ。

「くおおおッ、で、出るっ、くおおおおおおおおッ！」

　ついに夏実の奥深くで精液を噴きあげた。ギチギチに締めあげられて、鮮烈な快感が突き抜ける。ペニスは脈動を繰り返し、凄まじい量のザーメンを女壺に注ぎこんだ。

「ひいいッ、あひいいいいいいッ！」

　夏実も女体を震わせながら、金属的な嬌声を振りまいた。全身がじっとり汗ばみ、乱れた呼吸は全力疾走したあとのようだった。
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（ついに、なっちゃんと……）

　絶頂の余韻が全身にひろがっていた。

　だが、なぜか素直に喜べない。自分でも上手く説明できないが、漠然とした不安が胸の奥で燻くすぶっていた。

　この違和感はいったいなんだろう。

　深く繫がった状態で、ゆっくり体を起こしていく。そして、黙りこんでいる夏実の顔を見おろした。

「え……？」

　不安がさらに大きく膨らんだ。

　なぜか彼女は涙で頰を濡らしていた。ひとつになれた喜びの涙ではない。悲しげな表情で、志郎のことをにらんでいた。

「どいて……」

　冷たいひと言だった。

「なっちゃん？」

「早く抜いて」

　声は大きくないが、強い怒りが滲んでいた。

　なにか言える雰囲気ではない。とにかく結合を解こうと、志郎はゆっくり腰を引きはじめた。女壺に埋まっていたペニスが後退して、やがて亀頭がズルリと抜けて垂れさがった。

「あっ……」

　その直後、志郎は驚愕に目を見開いた。

　膣口からザーメンが溢れて垂れ落ちていく。その白濁した粘液のなかに、赤いものが混ざっていた。

「こ、これって……まさか……」

　胸の奥に芽生えた不安と違和感が、少しずつ形になっていく。志郎は目眩を覚えながら、恐るおそる彼女の顔を見やった。

「ひどいよ」

　そのひと言で確信した。

　この赤いものは破瓜の印に間違いない。経験があると思いこんでいたが、夏実はヴァージンだったのだ。

「ゆっくりって言ったのに」

　瞳に涙を湛えて、非難の言葉を浴びせてくる。口調が穏やかなのは、それだけ怒りが大きい証拠だった。

（そんな……初めてだったなんて……）

　そう言われてみれば、納得することばかりだ。夏実はずっと身を硬くしていたし、キスもぎこちなかった。しきりに恥ずかしがっていたのも、反応が初心に見えたのも、単純に経験がなかったからなのだ。

「じゃあ、どうして挑発してきたんだよ」

　わかっていれば、あんな強引なことはしなかった。経験は浅くても、もっとやさしく接することはできたはずだ。だが、見栄を張っているうちに、獣性が目覚めて流されてしまった。

「だって……」

　夏実はいったん言葉を切ると、新たな涙をぽろりとこぼした。

「ああでも言わないと、志郎ちゃん、なにもしてくれないでしょ」

　頭を殴られたようなショックを受けた。

（もしかして、なっちゃんも俺のことを……）

　大きな勘違いをしていたのかもしれない。恋心を抱いているのは自分だけだと思っていた。昔から仲はよかったが、彼女のなかに恋愛感情はないものと決めつけていた。

「キスだって、初めてだったのに……」

　夏実は恨みっぽくつぶやき、鼻を啜りあげる。涙がとまらず、次々と頰を濡らしていった。

「ご、ごめん……」

　謝ってすむことではないが、とにかく頭をさげるしかない。志郎はソファからおりると、素っ裸のままカーペットの上に正座をした。

　だが、もう夏実はなにも言ってくれなかった。はらはらと涙を流しながら服を身に着けはじめた。

「あ、あのさ……」

　このままでは出ていってしまう。なにか声をかけなければと思うが、頭のなかは真っ白だった。

　もう夏実は目を合わせてくれない。彼女にとっては最悪のロストヴァージンだろう。取り返しのつかないことをしてしまった。夏実はＴシャツとミニスカートを着ると、志郎に言葉をかけることなくリビングをあとにした。

　志郎は裸で正座をしたまま動けなかった。

　玄関ドアが閉まる音を耳にして、絶望感が胸を支配した。後悔の念が湧きあがり、さらには罪悪感が押し寄せてくる。ありとあらゆるネガティブな感情が生じて、心が真っ黒に塗り潰された。




　志郎は夜道をふらふら歩いていた。

　どこかに向かっているわけではない。Ｔシャツとスウェットパンツ、それにサンダルを突っかけただけで家を飛びだした。あのままじっとしていると、心が押し潰されそうだった。

（俺……最低だ）

　胸のうちで同じ言葉を繰り返しながら、足を引きずるように歩きつづけた。

「……ん？」

　ふと気づくと、そこは防空壕の前だった。

　夏実のことを考えていたせいだろうか。幼いころ、仲よく遊んでいた思い出の場所に自然と足が向いていた。

　躊躇することなく、防空壕に入っていった。

　ぽつんと置いてある木箱に腰かけて、がっくりと頭を垂れた。もう立ちあがる気力がなかった。いっそのこと、消えてなくなってしまいたい。本気でそう思うほど落ちこんでいた。

　何度目かの溜め息を漏らしたときだった。人の気配を感じて、防空壕の入口に視線を向けた。

「なにをやっておる」

　穴ジイだった。

　月明かりをバックにしているので顔は見えない。それでも、不機嫌そうな嗄れ声ですぐに誰かわかった。

「またおまえか……」

　どうやら、志郎の顔を覚えていたらしい。穴ジイは驚いた様子でつぶやくと、しばらく黙りこんだ。

「ここには来ないほうがいい」

　再び口を開いたとき、なぜか口調が柔らかくなっていた。

「この防空壕は、おまえさんのような若いもんが来るところじゃないぞ」

　諭すような言い方だった。

　子供のころから怒鳴られてばかりだったので、穴ジイの妙に落ち着いた態度に驚かされた。戦争を経験している世代にとって、きっと防空壕は特別な場所なのだろう。

「勝手に入って、すみませんでした」

　もう少し物思いに耽っていたかったが仕方ない。志郎にとっても幼なじみと過ごした思い入れのある場所だが、そんなことを穴ジイに言ってもわかってもらえないだろう。

　素直に謝罪して腰をあげると表に出た。とぼとぼ歩き出したとき、背後から穴ジイの声が聞こえた。

「おい、若いの。防空壕に頼るでないぞ」

　いったい、なにを言いたいのだろう。

　よくわからないが、思い出に浸っている場合ではないぞ、前を向いて生きるんだ、そう発破をかけられた気がした。
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　翌朝、またいつもの電車に乗り遅れてしまった。

　駅の時計で確認したところ、なぜか腕時計が七分遅れていた。最近、よく時間がずれるが、壊れてしまったのだろうか。

　駅から猛烈に走ったが、会社に到着したのは八時三十分を少し過ぎていた。だが、まだ誰も来ていなかったのがせめてもの救いだった。

（ギリギリセーフ……だよな）

　ほっとしたのも束の間、志郎がタイムカードを押した直後に、クリーム色のスーツを着た美由紀が出社してきた。

「あら、おはよう。今、来たところ？」

　にこやかに声をかけられて、まずいと思った。

　はいと答えた途端に豹変するのではないか。八時半を過ぎていることを指摘して、猛烈な勢いで怒り出すのではないか。これまでの経験から、瞬間湯沸かし器のように激怒する様子が予想できた。

（でも、今なら……）

　誤魔化せるかもしれない。少し前に会社に着いたが、タイムカードを押し忘れたと言えばいい。どんなに疑わしくても、志郎しかいないのだから絶対にばれることはないだろう。

「ち……遅刻しました」

　馬鹿だなと思いつつ、正直に答えていた。

　ばれるのが怖かったわけではない。誰かに迷惑をかけることもない。それでも、自分自身に噓をつきたくなかった。

　怒声に備えて身を硬くする。朝から怒られるのは嫌だが、自分が遅刻したのだから仕方なかった。

「またそんなこと言って」

　強く目を閉じたとき、美由紀の穏やかな声が聞こえてきた。

「……え？」

　不思議に思いながら薄目を開ける。すると、彼女はほっこりするような笑みを浮かべていた。

「この間も言ったでしょう。九時までに出社すればいいのよ」

「で、でも、新人は八時半までには来ないと……」

　黙っていればいいのに、つい余計なことを言ってしまう。怒られなくてほっとするが、彼女の態度がどうにも解せなかった。

「誰かにそう言われたの？」

　美由紀が首をかしげて尋ねてくる。ふざけているわけではなく、本気で疑問に思っているようだった。

（美由紀さんが言ったんじゃないですか）

　心のなかでつぶやくが、それを口にする勇気はない。せっかく機嫌がいいのだから、怒らせるようなことは言いたくなかった。

「おはよう。おっ、二人とも早いな」

　そこに岩田が出社してきた。朝からにこやかで、不気味なほどテンションが高かった。

「九時までにタイムカードを押せばいいんだぞ。早く来たって給料は増えないからな。ハハハッ」

　岩田は豪快に笑うと、挨拶する志郎の肩をポンポンと叩いた。そして、奥に向かうと自分の席に座った。

（課長まで、どうしたんだ？）

　新人の三十分前出社は、岩田も知っているはずだ。そもそも、レンタリース課の独自ルールは課長が作ったと聞いている。それを美由紀たちが忠実に守り、新入社員を指導していた。

「ね、課長も言ってるでしょ」

　そう言われても、急な方針転換に戸惑ってしまう。志郎は肯定も否定もできなかった。

「あ、あの……三十分前出社は？」

「志郎くんは真面目すぎるのね。そうね、せいぜい十分前までに出社すればいいんじゃない？」

　美由紀がやさしく提案してくれた。

　本当に自分が言ったことを忘れているらしい。いや、忘れたのではなく、三十分前出社のルールがないことになってしまっていた。

（まただ……また、おかしくなってる）

　この違和感はなんだろう。志郎は自分の席につきながら、眉間に深い皺を作っていた。

　さりげなくオフィス内を見まわしてみる。いつもと変わらない景色がひろがっているが、岩田と美由紀の様子は明らかに違っていた。まるで、よく似た別の世界にいるようだった。

（最近、ヘンなことが多いな……）

　ふと穴ジイの顔が脳裏に浮かんだ。

　昨夜も防空壕にふらりと足が向き、穴ジイに遭遇した。あそこに行くようになったのは、ごく最近のことだ。

（あれ？　もしかして……）

　よくよく考えてみると、おかしな状態になるのは、決まって防空壕に立ち寄ったあとではないか。

　そのことに気づいた途端、全身にぞわぞわと鳥肌がひろがった。

　これは単なる偶然だろうか。

　十五年ぶりに防空壕に行った翌日、初めての変化が起きた。なぜか麗香に迫られて、筆おろしをしてもらった。美由紀も別人のようにやさしくなっており、二度目のセックスを経験した。

　冷静に考えると、あり得ないことだ。どちらかというと、あの二人との関係は良好とは言えなかった。

　そして、また防空壕を訪れると、すべてがもとに戻ったのだ。まるで夢から覚めたように、なにもかもが以前の状態になっていた。

（さらに昨日の夜も行ったから、それで……）

　また美由紀がやさしくなったのは、防空壕が関係しているのではないか。

　考えれば考えるほど、偶然とは思えなくなってくる。だが、本当にそんな非現実的なことがあるだろうか。

（時空のねじれ、とかそういうやつか？）

　超常現象の類は信じていないが、そうとでも考えなければ説明がつかない。時空のねじれに、防空壕がかかわっているのではないか。

　誰かに相談したいが、こんな馬鹿げた話をできるのは夏実しかいなかった。しかし、昨夜のことを思い返すと、とてもではないが連絡できない。それに現時点で会っても、本物の夏実ではない可能性があった。

（こうなったら、自分で確かめるしかないな）

　今夜、仕事を終えたら、防空壕に行ってみるつもりだ。それで元に戻れば、予想が当たっていることになる。あの防空壕には、なにか計り知れない力が働いているのかもしれない。

　夏実に会うのは、日常を取り戻してからだ。そして、昨夜のことを謝罪して、きちんと気持ちを伝えたかった。

「志郎くん、どうかしたの？」

　向かいの席に座っている美由紀が声をかけてきた。

「むずかしい顔しちゃって、なにか心配事でもあるんじゃない？」

　やさしく気遣ってくれるが、これは本当の美由紀だろうか。もしかしたら、自分は妄想と会話をしているのではないか。

「い、いえ……そういうわけでは……」

　志郎はとっさに言葉を濁して顔をそむけた。

　なにが起こっているのかわからないが、とにかく普通ではない。美由紀のやさしさが、今は不気味でならなかった。

「お、俺、外回りに行ってきます」

　この場から逃げだしたい一心で、志郎は営業バッグを摑むとオフィスから飛び出した。
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「ただいま戻りました」

　志郎が外回りの営業を終えて会社に戻ったのは、午後五時少し前だった。

　今日は急いで退社して防空壕に行くつもりだ。岩田も美由紀もあの調子なので、早く帰っても怒ることはないだろう。

　すでに二人の男性社員と美由紀は外回りから戻っており、パソコンに向かってキーボードを叩いている。奥のデスクでは、課長の岩田も真剣な表情で書類に視線を落としていた。

　志郎は自分の席につくと、さっそく営業日報の作成に取りかかった。集中してやれば十分ほどで終わるだろう。

「三山、お疲れさん。ちょっといいか」

　そのとき、岩田に声をかけられた。

「はい！」

　すぐに席を立ち、早足で課長席に向かう。声がかかるのは叱られるときと決まっているので、自然と気持ちが引き締まった。

「レイカの社長さんから電話があったぞ」

　その瞬間、クレームだと思って背筋がピンッと伸びた。怒声も覚悟したが、岩田の表情は穏やかなままだった。

「今日、寄らなかったんだって？」

「あ、明日、行こうかと……」

　先方の要望で、レイカを訪ねるのは夕方五時過ぎと決まっている。今日は退社するのが遅くなるので寄らなかった。メンテナンスが明日になっても問題ないという計算も働いていた。

「なんか約束していたんだろう。新作の服ができたから見てもらいたい、とか言ってたぞ」

「あっ……」

　そう言われて思い出す。あの翌日も、自分がデザインした服の感想を聞かせてほしいと麗香に頼まれていた。

「すみません、忘れていました」

「そうか……じつは今からでも来てほしいって言ってるんだ。こんな時間に悪いんだが、謝罪も兼ねて行ってくれないか」

　岩田の口調は申しわけなさそうだ。志郎のミスにもかかわらず、まったく怒る気配はなかった。

「いっしょに行ってやりたいが、この後、取引先との会食が入ってるんだ」

「わかりました」

　防空壕は後まわしにするしかないだろう。これから先、ずっとこの環境で暮らしていく可能性もあるのだ。不可思議な現象を解明したい気持ちはあるが、仕事をおろそかにすることはできなかった。

　しかし、麗香に会うのは躊躇してしまう。脳裏には夏実の悲しげな顔が浮かんでいた。

（もし、また誘惑されたら……）

　どうやって断ればいいのだろう。

　不安でならないが、会社に電話があった以上、行かないわけにはいかない。志郎は自分の席に戻って悩みながら、出かける準備に取りかかった。

「今からクレーム処理？」

　向かいの席から美由紀が声をかけてきた。

「はい、謝罪に行かないといけないんです」

　自分のミスなので仕方ないが、気が進まなかった。

　防空壕に行く予定がなかったとしても、クレーム処理というのは気分的につらいものだ。しかも、麗香に会えば迫られる可能性が高い。もう二度と夏実を裏切りたくなかった。

「わたしもいっしょに行ってあげようか？」

　美由紀が思いがけないことを口にした。

　彼女は気の毒そうな表情を浮かべている。こんな時間からクレーム処理に向かう後輩に同情しているようだった。

（そうだ、美由紀さんがいっしょなら……）

　二人で謝罪に向かえば、さすがに麗香も誘惑してくることはないだろう。これ以上ない最高の防御策だった。

「二人で謝ったほうが、許してもらえるかもしれないでしょ」

「そ、そうですよね」

　表面上は同意するが、怒られるとは思っていない。麗香の誘惑をどうやって躱かわすかしか考えていなかった。

「お願いしてもいいですか？」

　図々しいとは思ったが頼んでみる。すると、美由紀の顔に花が咲いたような笑みがひろがった。

「もちろんよ。志郎くんのためなら、なんでもするわ」

「そ、それはどうも……」

　一瞬、嫌な予感がした。

　頼み事をした結果、美由紀を喜ばせてしまった。おまけに「なんでも」って……。

　頭のなかで警報が鳴り響くが、麗香の誘いを回避するためには美由紀の力が必要だ。とりあえず、来てもらうしかなかった。

「すみませんけど、お願いします」

　志郎は頰を引きつらせながら、美由紀に向かって頭をさげた。




　レイカのオフィスに到着したのは、午後六時をまわっていた。

「こんばんは。遅くなって申しわけございません」

　志郎はドアを開けると、恐縮しながら頭をさげた。

　すでに社員はおらず、オフィスはがらんとしている。いつもなら、まだ大勢がバリバリ働いている時間だった。

　もしかしたら、ノー残業デーが復活したのかもしれない。それなら、今日の麗香は怒らないのではないか。そんなことを考えていると、奥のデスクに向かっていた麗香がすっと立ちあがった。

「いらっしゃい」

　今日はストライプのスーツに身を包んでいる。身体にフィットするデザインなので、艶めかしい曲線が浮かびあがっていた。

　モデルのように腰に手を当てて、ゆっくり歩み寄ってくる。膝上丈の裾から覗く太股に、どうしても視線が向いてしまう。彼女は軽く尻を振りながら、すぐ目の前まで迫ってきた。

「今日はお二人なんですね」

　麗香は美由紀のことをチラリと見るが、さほど興味を示さない。それより、能面のような無表情が気になった。

（怒ってる……のか？）

　今日は怒られないものと決めつけていたのだが予想が外れた。意外な展開に戸惑いながら、慌てて腰を九十度に折った。

「も、申しわけございませんでした！」

　とにかく謝罪するしかない。麗香を本気で怒らせたら大変なことになる。昨日、担当替えの話が出たばかりだった。

「そんなに謝らなくても結構よ」

　麗香の声は妙に落ち着いていた。

　かつてない無表情で、まったく感情が読み取れない。もしかしたら怒りが頂点に達した結果、一周して表情を失ったのではないか。そうだとすると、取り返しがつかないことになっているのかもしれない。

「志郎くん、わたしが代わるわ」

　背後から美由紀が耳打ちしてきた。

　確かに彼女の言うとおりだ。こうなったら、いくら志郎が謝ったところでどうにもならない。下手をしたら怒りを煽る結果になる。ここは先輩である美由紀にまかせるべきだろう。

「うちの三山が大変失礼いたしました」

　それまで志郎の後ろに控えていた美由紀が、すっと前に出て腰を折った。

（ああっ、美由紀さん……）

　あの厳しかった美由紀が、自分のために頭をさげていた。

　以前から知っている美由紀とは違うかもしれない。それでも、いっしょに謝罪してくれていることに変わりはなかった。

（俺のために……美由紀さん）

　猛烈に感動していた。彼女の必死な姿に心を打たれて、ふいに涙腺が緩みそうになった。

「彼のミスは、わたしの責任でもあります。申しわけございませんでした」

「もういいわ」

　麗香の突き放すような声が、がらんとしたオフィスに響いた。

　なにやら不穏な空気が流れはじめる。このままだと、まずいことになりそうな気がした。

「社長、どうかもう一度チャンスをください」

　美由紀がこちらに視線を送ってくる。目配せされて、志郎も慌てて謝罪の言葉を口にした。

「す、すみませんでした。どうか……どうか、チャンスをください」

　とにかく、美由紀の努力を無駄にしてはいけないと思った。唯一、志郎にできるのは、懸命に頭をさげることだけだった。

「そこまで言うのなら、わかったわ」

　麗香が根負けした様子でつぶやいた。

「わたしも鬼ではないから、美由紀ちゃんの顔に免じて、謝罪の場所を用意してあげる。さっそく、そちらに移動するわよ」

　女社長の言葉に安堵する。だが、なにか違和感が残った。

　この胸がもやもやする感じはなんだろう。その正体がわからないまま、麗香にうながされてオフィスをあとにした。
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（どうして……こんなところに？）

　志郎は困惑しながら、ショッキングピンクの明かりに照らされた室内を見まわした。

　部屋の大部分を巨大なベッドが占めており、淫靡な空気が流れている。こうしてベッドの前に立っているだけでも、極度の緊張で喉が乾いてしまう。そう、ここはラブホテルの一室だった。

　つい数日前まで童貞だった志郎だ。もちろん、ラブホテルに入るのは、これが初めてだった。

　レイカのオフィスを出て、駅の裏にあるラブホテル街に連れていかれた。おかしいとは思ったが、謝罪という目的がある以上、口出しはできない。美由紀もなにも言わなかったので、黙って部屋に入ってしまった。

「あの……ここは？」

　沈黙に耐えきれず口を開いた。

　すると、誰かが背後で「ふふっ」と笑った。

（麗香さん……いや、美由紀さんも？）

　なぜか二人の笑い声が聞こえてくる。

　おどおどしながら振り返ると、ショッキングピンクの照明を浴びた麗香と美由紀が、意味深な笑みを浮かべていた。

「ど、どういうことですか？」

　なにが起こっているのか、さっぱりわからない。とにかく、空気が変わったことだけは確かだった。

　美由紀と麗香は、これ以上ないほど淫らな顔つきになっている。なにか普通とは異なることが起こっていた。ラブホテルだから、というだけでは説明がつかない猥褻な空気が濃くなった。

「美由紀ちゃん、教えてあげたら？」

　麗香が楽しげにつぶやいた。

　そのとき、先ほどの違和感の正体がわかった。麗香の「美由紀ちゃん」という呼び方が引っかかったのだ。

「もしかして……お知り合いだったんですか？」

「じつは、そうなの。わたしも新入社員のころ、レイカさんの担当をしていたのよ」

　美由紀が種明かしをしてくれた。

　以前、レイカの担当だったことがあり、麗香と仲よくなったらしい。それ以来、ときどき食事に行く仲だという。

「そういうことなの。黙っててごめんね」

　麗香が謝ってくるが、まるで悪びれた様子がない。それどころか、瞳の奥には妖しげな炎が揺らめいていた。

「ど、どうして……そんなことを……」

「だって、こうでもしなければ、わたしと遊んでくれないでしょう？　聞いてるわよ。美由紀ちゃんとも寝たんだってね」

　麗香の声がねちっこくなっている。そして、唇の端に笑みを浮かべながら、ジャケットを脱ぎはじめた。

「麗香さんに筆おろしをしてもらったんでしょう。わたしが教えてあげたかったな」

　美由紀はからかうように言うと、ブラウスのボタンを外していく。露わになった乳房の谷間が、ショッキングピンクの照明に染めあげられた。

「そ、そんな……」

　ふらふら後ずさりすると、脚がベッドの縁にぶつかった。尻餅をついて座りこみ、服を脱いでいく麗香と美由紀を見あげていた。

「ふ、二人は……ぐ、ぐるだったんですね」

　完全に嵌められたらしい。

　麗香が会社にクレームを入れたのも、美由紀がいっしょに謝罪に行くと言い出したのも計画的なものだった。最初から志郎をホテルに連れこむつもりで、二人は連絡を取り合っていたのだろう。

「ぐるだなんて、口が悪いわよ。志郎くん」

「社長さんに失礼でしょ。やっぱり、ちゃんと謝罪しないとね」

　麗香と美由紀はブラウスを脱ぎ、スカートとストッキングもおろしていく。これで二人とも身に着けているのは下着だけになった。

　麗香はレースがあしらわれたラベンダー色のブラジャーとパンティだ。落ち着いた雰囲気の下着が、匂い立つような女体を彩っていた。大きな乳房にくびれた腰、迫力ある尻は左右にむちっと張り出していた。

　美由紀はレモンイエローのブラジャーとパンティだけになっている。お堅いスーツの下には、これほど鮮やかな下着をまとっていた。麗香に負けず劣らずダイナミックなボディで、とくに乳房はカップから溢れそうだった。

「ちょ、ちょっと……なにを……」

　困惑する志郎の前で、二人はさらにブラジャーを外して乳房を露わにした。

「おおっ！」

　麗香のたわわに実った乳房が揺れている。釣鐘形のもったりした曲線が、牡の欲望を刺激してやまない。どぎつい照明の下でも、乳首の鮮やかな紅色がはっきりわかった。

　美由紀はお椀を伏せたような乳房だ。丸々として見事なまでの張りを保っており、隣の麗香とはまた違った魅力を放っていた。そして、なにより大きな乳輪が目を惹いた。

（ダ、ダメだ……見ちゃダメだ）

　目を逸らそうとしたとき、二人の指がパンティにかかった。

「おっ……」

　つい前のめりになってしまう。すると、二人は息を合わせたように、同時にパンティをおろしはじめた。

　麗香の黒々と茂った陰毛と、美由紀の小判形に手入れされた秘毛が丸見えになる。パンティをつま先から抜き取り、二人は一糸纏まとわぬ姿になった。熟れた裸体を晒して、誘うような笑みを浮かべていた。

（す、すごい……すごいぞ）

　もう視線を逸らすことはできなかった。

　どちらかひとりでも圧倒されるのに、二人が裸で並んで立っているのだ。もうどこを見ればいいのかわからない。こんな贅沢があるだろうか。一瞬たりとも視線を外すのが惜しくて、素早く交互に裸体を眺めつづけた。

（俺は、なにをやってるんだ）

　頭の片隅ではそう思っている。夏実のことを忘れたわけでもない。だが、麗香と美由紀が二人揃うと、気圧されるほどの迫力があった。

「志郎くん、楽しませてね」

　裸の麗香がゆっくり歩み寄ってくる。志郎の右側からベッドにあがりこみ、ジャケットを脱がしてしまった。

「クレームの謝罪で来たんだから、麗華さんの言うとおりにしないとダメよ」

　美由紀もそう言いながら迫ってきた。左側からベッドにあがると、ネクタイを緩めて抜き取った。

「あ、あの……」

　戸惑っている間にワイシャツのボタンが外されて、あっという間に上半身裸になる。さらに左右から下半身に手が伸びてきた。二人がかりでベルトが緩められて、スラックスを脱がされてしまった。

「こ……こ……困ります」

　勇気を振り絞ってつぶやいた。

　このままだと、きっとものすごいことが起きる。いっそのこと流されてしまいたい気持ちもある。だが、もう夏実を裏切りたくない。心から想っているのは彼女だけだった。

「怖がらなくてもいいのよ。天国に行ってみたくない？」

　麗香が耳もとで甘く囁きながら、志郎の肩をそっと押してくる。ベッドで仰向けになると、ボクサーブリーフの股間に手のひらが重ねられた。

「うっ……」

　軽く触れられただけで、快感が波紋のようにひろがった。

「ほら、もう硬くなってる」

　指摘されて初めて気がついた。異様な雰囲気に圧倒されて、自分が勃起していることもわからなかった。

　張りつめた亀頭を布地越しに撫でられる。それだけで両脚に力が入り、つま先までピンッと伸びきった。

「ううっ」

「これが気持ちいいのね。もっと気持ちよくなりたい？」

　囁く声と熱い吐息が、耳穴に吹きこまれた。

　ここで頷けば、さらなる快楽を味わえる。もっとすごいことを体験できる。心が揺れるが、ぎりぎりのところで耐えていた。

（お、俺には、なっちゃんが……）

　夏実の顔を思い浮かべて、奥歯をぐっと食い縛った。

　一時の快楽に流されてはならない。そんなことをすれば、あとになって絶対に後悔する。同じ過ちを繰り返したくなかった。と同時に、今なにが起きているのか、頭の片隅で考えつづけていた。

「くぅっ……」

　乳首を摘まれて体がビクッと小さく跳ねた。

　左側から美由紀が指を這わせてきたのだ。乳輪をなぞっては乳首を摘みあげられて、疼くような快美感がひろがった。

「うむむっ……ま、待ってください」

　両側から添い寝をされている状態だ。全裸になった麗香と美由紀が、ぴったりと肌を寄せていた。

「み、美由紀さん……」

　もうどうすればいいのかわからない。志郎は半泣きの声で助けを求めた。

「いいのよ、深く考えなくても」

　美由紀はほっそりした指先で、硬くなった乳首を転がしてくる。そうしながら、耳たぶに唇を触れさせた。

「うっ……」

「志郎くんは謝罪に来たんでしょう」

「は、はい……で、でもこれは……」

　こうして美由紀と言葉を交わしている間も、反対側からは麗香が股間をいじっている。ボクサーブリーフ越しに、硬くなった太幹を握り締めてきた。

「そ、そんなにされたら……」

　我慢汁が溢れて、布地を濡らすのがわかった。亀頭がヌルリと滑り、またしても快感が押し寄せた。

「ううっ……ま、まずいです」

「悪いことをしてるわけじゃないの」

　美由紀は左右の乳首を交互にいじってくる。指先で捏ねまわしては、キュッとやさしく摘みあげられた。

「うくっ……そ、それ……」

「取引先の社長さんを満足させることだけを考えなさい」

　耳たぶを舐めながら美由紀が囁いてくる。同時に転がされている乳首は、ますます硬くなっていた。

「これは謝罪なのよ」

　耳のなかに舌先が入りこんでくる。ヌメヌメと舐めまわされて、たまらず呻き声が溢れ出した。

「くううッ、き、気持ち……」

　ボクサーブリーフ越しに摑まれている男根も、ゆったりと擦られている。先走り液がとまらなくなり、亀頭はぐっしょり濡れていた。

（そ、そうか、謝罪なんだ……これは仕事なんだ）

　快楽に流されながら、心のなかで繰り返す。そう思いこむことで、志郎はいつの間にか自分を正当化していた。

　二人にうながされて、ベッドの縁から中央に移動する。再び仰向けになり、ショッキングピンクに染まった天井を見ながら「これは仕事だ」と自分自身に言い聞かせた。

「パンツ、脱がしてもいいかしら？」

　麗香は尋ねるなり、ボクサーブリーフをおろしていく。張りつめた亀頭が現れたと思ったら、逞しい肉柱が勢いよく跳ねあがった。

「あンっ、やっぱりすごいわ。志郎くんのこれ」

　細い指が野太い肉胴に巻きつけられる。そして、ゆるゆるとしごきながら麗香が囁きかけてきた。

「志郎くんとしたいことがあるの。お願いしてもいいかしら」

　今の志郎に拒否する権利などない。謝罪のために訪れたのだ。麗香の要求に従うしかなかった。

「わたしの上に乗ってちょうだい。逆向きになって顔をまたいでほしいの」

　麗香は隣で仰向けになると、恥ずかしげに提案してきた。

　逆向きにまたがるとは、いったいどういうことだろう。不思議に思いながらも、仰向けになっている彼女の顔をまたいで重なった。

（おおっ……そういうことか）

　志郎は女体の上で逆向きになり、四つん這いになっている。ペニスを麗香の口もとに突きつけて、自分は彼女の股間を覗きこむ格好だ。女性が下になったシックスナインの体勢だった。

「志郎くんも、お願いね……はむンンっ」

　麗香の声が聞こえたと思ったら、ペニスの先端が熱いものに包まれる。彼女が下から亀頭にしゃぶりついてきたのだ。

「うおっ、れ、麗香さんっ」

　いきなり快感が押し寄せて、四つん這いの体に震えが走った。

「あふっ……むふンっ」

　カリ首に柔らかい唇を密着させて、口内で舌を這わせてくる。まるで飴玉を舐めるように、我慢汁にまみれた亀頭をしゃぶっていた。

「ぬううッ」

「志郎くんも、してあげるのよ」

　横から美由紀が声をかけてくる。頭をそっと撫でられて、志郎は麗香の股間に顔を寄せていった。

　彼女の脚はしどけなく開かれている。恥丘を覆っている黒々とした陰毛が、志郎の乱れた息を浴びて揺れていた。

　太股の間に頭を潜りこませると、チーズに似た艶めかしい匂いが鼻腔に流れこんでくる。アーモンドピンクの陰唇が息づいており、たっぷりの愛蜜でヌメ光っていた。

「おっ……おおっ」

　割れ目を見た途端、頭にカッと血が昇った。志郎はほとんど無意識のうちに、割れ目にむしゃぶりついていた。

「ああっ……はンンっ」

　亀頭を咥えたまま、麗香が喘ぎ声を響かせる。敏感な反応に後押しされて、志郎は舌を伸ばすと女陰を舐めまわした。

　二枚の花びらは溶けそうなほど柔らかい。そこに舌を這わせては、口に含んで吸いあげる。割れ目のなかに舌先を忍ばせて、上下にゆっくり動かした。

「はンっ、志郎くん……あううンっ」

　どうやら麗香は感じているらしい。鼻にかかった声を漏らして、腰を切なげに揺らしている。その間も亀頭を口に含んでおり、お返しとばかりに舌を這わせてきた。

「くおおッ」

　淫裂に口を押し当てたまま、快楽の呻きを漏らしてしまう。亀頭を唾液まみれにされて、尿道口をチロチロとくすぐられるのがたまらなかった。

（俺、女の人のアソコを……）

　自分がしていることを考えると、なおさら気分が高揚する。とろみのある果汁を啜りあげては飲みくだす。想像していたより淡泊な味だったが、チーズに似た匂いは濃厚になっていた。

「わたしも混ぜてもらっていいかな」

　美由紀が背後にまわりこんだ。四つん這いになっている志郎の尻たぶに、手のひらが触れてきた。臀裂を割りひろげられたと思った直後、肛門にヌルリとした感触が走った。

「ぬおおおッ！」

　くすぐったさをともなう快感が背筋を駆けあがり、脳天まで突き抜けた。

「ふふっ、ここも感じるみたいね。可愛い」

　美由紀の楽しげな声が聞こえてくる。信じられないことに、尻穴に舌を這わせてきたのだ。

「そ、そこは――うほおおおッ！」

　志郎の言葉は情けない呻き声に変わってしまう。肛門を舐められる羞恥が、鮮烈な快感を生みだしていた。

（し、尻が、こんなに気持ちいいなんて！）

　シックスナインで麗香にペニスをしゃぶられながら、肛門をネロネロとねぶられる。凄まじい愉悦の嵐が吹き荒れて、志郎は四つん這いの姿勢で腰を震わせることしかできなかった。

「うううッ、ううううッ」

「休んじゃダメよ。麗香さんのことも気持ちよくしてあげて」

　臀裂に顔を埋めた美由紀が声をかけてくる。そして、すぐに尻穴をしゃぶりはじめた。

「は、はひっ……うむううッ」

　返事が裏返ってしまうが、そんなことを恥じらっている暇もない。志郎は全身をひくつかせながら、再び麗香の淫裂にむしゃぶりついた。

　肉唇の狭間に舌をこじ入れて、膣口を探り当てる。じくじくと溢れてくる愛蜜を飲みくだしては、尖らせた舌先を挿入した。

「あふッ、い、いいっ、あふンッ」

　男根を吸いあげる力が強くなる。麗香はよほど感じているのか、仰向けの状態で首まで振りはじめた。

「おッ……おおッ……す、すごいっ」

　快感が大きすぎて、陰唇への愛撫がおろそかになってしまう。なにしろ、男根と肛門を舐められているのだ。二人の女性から同時に愛撫を受ける機会など、長い人生のなかでもそうそうないだろう。

（お、俺もつづけないと……これは謝罪なんだ）

　仕事だからこそ、こうして裸で絡み合っている。快楽に溺れてしまったら、その時点で仕事ではなくなってしまう。自分への言いわけのためにも、麗香への愛撫は中断できなかった。

　愉悦に翻弄されながら、懸命に舌を伸ばして割れ目を舐めまわす。すると、恥丘に近い部分に、小さな突起を発見した。

（これって、もしかして……）

　舌先が触れた瞬間、もしやと思った。この突起はクリトリスではないか。ここが感じると聞いたことはあるが、触れるのは初めてだ。試しに唾液を塗りたくって転がすと、麗香の反応が顕著になった。

「はンンンッ、そ、そこ、いいっ」

　腰を悶えさせて、内腿で志郎の顔を挟みこんでくる。下腹部がうねるように波打ち、愛蜜の量がどっと増えた。

　やはりクリトリスに間違いない。それならばと、執拗にねぶりまわし、硬くなったところをチュウチュウと音を立てて吸いまくる。さらには舌先で弾きまくり、女体が悶える様を楽しんだ。

「あッ……あッ……ああッ」

　麗香はペニスを離すことなく、くぐもった喘ぎ声を漏らしている。よほど男根に飢えているのか、絶対に離そうとしなかった。

　アパレルブランドの美人社長がシックスナインで悶えている。普段は厳しい社長が、夢中になって若い肉棒をねぶりまわしていた。しかも大量に溢れているカウパー汁を、喉を鳴らして嚥下している。頭をシーツから浮かせて、ペニスを根元まで咥えこんでいた。

（ああ、なんていやらしいんだ）

　志郎の頭のなかには、ピンクの靄が充満している。もうまともなことを考えられなくなっていた。

　排泄器官に舌を這わされるのも刺激的だ。真由美が息を荒らげながら、尻穴がふやけるほど舐めていた。

「ふふっ、お尻の穴がヒクヒクしてるわよ」

　美由紀が背後から声をかけてくる。そして、肛門の中心部に舌先を押し当てて、ぐぐっと圧迫してきた。

「ひッ、ひううッ！」

　次の瞬間、自分の口から聞いたことのない声が[image: ]った。

　尻穴が内側に押し開かれて、美由紀の舌先が入りこんでいた。散々舐められたことで、ほぐれていたのだろう。そこを圧迫されて、いとも簡単に舌を受け入れてしまった。

「し、尻に……くほおおおッ」

　射精欲が盛りあがり、我慢汁が次から次へと分泌される。すると、麗香が大胆に首を振りはじめた。

「あふッ……むふッ……あふンッ」

「そ、それ、やばいです……くううッ」

　もう淫裂を舐めていられない。腰を浮かそうとするが、背後から美由紀がしっかり押さえている。しかも、肛門には舌まで挿入されていた。

「おおおッ、も、もうっ、くおおおおッ」

　このままでは間違いなく暴発する。女社長の口のなかにザーメンをぶちまけてしまう。懸命に訴えるが、二人は愛撫を中断することなく、前と後ろから確実に快感を送りこんできた。

「き、気持ちいいっ、くうううッ」

　志郎は麗香の太股にしがみつき、快感を訴えることしかできない。脳髄まで蕩けそうな悦楽に溺れて、全身をガクガクと震わせた。

「あふンッ、むふンッ」

「志郎くんのお尻、美味しい、ううンっ」

　ペニスをしゃぶる麗香の呻き声と、尻穴をねぶる美由紀の声がラブホテルの一室に響き渡る。かつてない愉悦の大波が押し寄せて、ついに志郎の全身を吞みこんだ。

「こ、こんなのって、おおおッ、ぬおおおおおおおおおおッ！」

　麗香がペニスを深く咥えこんだタイミングで、ついに射精の発作がはじまってしまう。沸騰したザーメンが高速で尿道を駆け抜けて、ドクンッ、ドクンッと勢いよく[image: ]った。

「はむうううッ」

　麗香が喉奥で呻きながら、熱い精液を嚥下していく。志郎は尻穴に舌をねじこまれたままで、頭のなかを真っ白にしながら精液を放出しつづけた。
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「まだ、できるわよね」

　ザーメンを飲みほした麗香が、顔を火照らせながらつぶやいた。

　身を起こして横座りすると、髪を搔きあげて耳にかける。ペニスを散々しゃぶった唇はしっとり濡れていた。

「い、今すぐは……ちょっと……」

　志郎は息を切らして仰向けに転がった。

　精を吸い取られたペニスは半萎えになっている。そう簡単に回復するとは思えなかった。

「大丈夫よね。若いんだから」

　美由紀が軽い調子で声をかけてくる。そして、脚の間に入りこんで正座をすると、志郎の尻を膝に乗せてしまった。

「な、なにしてるんですか？」

　男根が剝き出しの状態で股間を持ちあげたみっともない格好だ。黙っていると余計に恥ずかしいので、困惑しながら問いかけた。

「なにをされると思う？」

　美由紀は目を細めて、唇の端をわずかに吊りあげる。そして、大きな乳房の谷間にペニスを挟みこんだ。

「えっ……ええっ？」

　思わず大きな声をあげて目を見開いた。

（パイズリか!?）

　ネットで見たことはあるが、こんなことをされるのは、もちろん初めてだ。射精直後で半萎えの男根が、双つの柔肉にふんわり包まれている。柔らかい感触だけではなく、乳房に挟まれている光景を見おろすことでも気分が高揚した。

「動いてもいいでしょ？」

　美由紀は上目遣いに尋ねると、上半身を揺すってペニスを刺激してくる。柔肉の間で揉みくちゃにされて、強引に快楽を送りこまれた。

「こういうの、どうかな？」

「ど、どうって、そんなの……」

　気持ちいいに決まっている。ペニスを乳房で挟まれて、ヌプヌプとしごかれているのだ。射精したばかりとはいえ、再び芯を通しはじめていた。

「なんか、硬くなってきたみたい」

「志郎くん、また感じてるのね」

　美由紀の報告を受けて、麗香が胸板に顔を寄せてくる。そして、乳首にチュッと口づけしてきた。

「うっ……れ、麗香さん」

「ここも敏感みたいね」

　さらに舌を伸ばして、舐めまわされる。それだけで乳首はぷっくり膨らみ、なおさら敏感になった。

　パイズリだけではなく、同時に乳首を舐めしゃぶられる。二カ所の快感が響き合って、さらに大きな愉悦へと変化していく。乳房に挟まれた男根は見るみる大きくなり、再び鉄棒のように硬くなった。

「はあンっ、すごい……これならまたできるわね」

　美由紀が嬉しそうにつぶやけば、麗香はそれに応えるように乳首をチュルルッと吸いあげた。

「ううッ……ま、まさか、また？」

　恐るおそる問いかける。すると、二人は同時に妖しげな笑みを浮かべた。

　麗香と美由紀は身体を起こすと、ベッドの上で並んで四つん這いになった。志郎に向かって双臀を突き出した格好だ。ショッキングピンクの明かりが、ふたつの熟れた尻を照らしていた。

「ほ、本気ですか？」

　二人とはすでに関係を持っているが、さすがに躊躇してしまう。同時に相手にすることなど可能だろうか。いや、それ以前にこんなことが許されるのか、急に不安がこみあげてきた。

（俺には、大切な人が……）

　ここに来て、再び夏実のことが脳裏に浮かんだ。

「志郎くん、まだ謝罪は終わってないわよ」

　内心を見透かしたように美由紀が声をかけてくる。麗香もなにか言いたげな瞳で振り返っていた。

（謝罪……そうだ、これは謝罪なんだ）

　心のなかでつぶやき、目の前のヒップを見やった。

　熟れた尻がふたつ並んだ光景は、目眩がするほど淫靡だ。これを目の当たりにして我慢できるはずがない。パイズリでよみがえった男根は、コブラのように鎌首をもたげて、先端から透明な涎をトロトロ滴らせていた。

「ねえ、志郎くん、焦らさないで」

　むっちりして一段と大きいのは麗香の尻だ。逆ハート形の尻肉が見事で、我慢できないとばかりに左右に揺れていた。

「ああ……わたしも、もう……」

　美由紀もハアハアと呼吸を乱している。麗香よりはひとまわり小さい尻だが、プリッと上向きで張りがあった。

（ど、どっちから……）

　迷いながらも、最初は麗香の熟尻を抱えこんだ。

　謝罪という名目がある以上、美由紀を先に抱いて力つきてしまったら洒落にならない。まずは麗香をしっかり満足させる必要があった。

「い、いいんですね？」

　念のため尋ねてみると、振り返った麗香がこっくり頷いた。

「お願いです……早く」

「じゃ、じゃあ……」

　屹立したペニスの先端をヒップの狭間に押しつける。しかし、バックから挿入するのは初めてだ。アダルトビデオでは何回も見たことがあるが、ぶっつけ本番で上手くできるだろうか。

　とにかく入口を探して亀頭を上下に動かしてみる。すると、柔らかい部分をヌプリッと捉えた。

（あったぞ、ようし）

　慎重にゆっくり腰を前進させる。すると、亀頭が膣口に沈みこみ、熱い媚肉の感触がひろがった。

（おおッ、いいぞ、おおおッ）

　挿入に成功して、心のなかで雄叫びを轟かせた。

「あああッ、こ、これ……これが欲しかったの」

　麗香が甘い嬌声を振りまいた。脂の乗った尻肉が歓喜に震えている。さらに奥まで埋めこめば、媚肉がキュウッと収縮した。

「くおおッ……は、入った」

　ひとまず挿れられたことで安堵する。快感がひろがるが、すでにシックスナインで射精しているため、いくらか余裕があった。

「動きますよ……んんっ」

　尻たぶを両手で摑み、指を食いこませて腰を振りはじめる。男根をゆっくり引き抜くと、カリが膣壁をゴリゴリと擦りあげた。

「はううッ、い、いいっ、引っかかるのぉっ」

　麗香の声を聞きながら、今度は根元まで押しこんでいく。すると、女壺に溜まっていた愛蜜が、湿った音を響かせながら溢れ出た。

「ひううッ、大きい、ああッ、大きいわぁっ」

　よほど飢えているらしく、麗香はすぐに喘ぎはじめる。四つん這いの姿勢でシーツを摑み、全身を小刻みに痙攣させた。

「麗華さんのなか、すごく絡みついてきて……うむむっ」

　締まりが強烈なので、ピストンの速度をあげるのがむずかしい。それでも、奥歯を食い縛り、グイグイと腰を振りつづけた。

「あッ……あッ……志郎くん、ああッ」

「麗華さんっ……ううッ、麗華さんっ」

　無数の膣襞がペニスに絡みつき、ぎりぎりと絞られる。すると我慢汁が溢れるのがわかり、全身の毛穴から汗が噴き出した。

（ま、まずい……このままだと……）

　隣では美由紀がヒップを掲げて待っている。先ほどから不安げな瞳で志郎のことを見つめていた。

（わ、わかってます……そんな目で見ないでください）

　こうなった以上、みんなで快楽を共有するべきだ。まだ果てるわけにはいかない。なんとか麗香を先にイカせなければならなかった。

「ぬううううッ！」

　絡みつく膣襞を振り払うように、気合いを入れて腰を振りはじめる。凄まじい締まりだが、全力を振り絞ってペニスを抜き差しした。

「おおッ……おおおッ」

「ああッ、いいっ、あああッ」

　麗香が熟尻を振って喘ぎ出す。男根を穿ちこむたび、結合部分から愛蜜が飛び散った。

「はああッ、すごいわ、わたし、もう……」

「くううッ、麗華さんっ、おおおおッ」

　チャンスと見てピストンを加速させる。射精欲が膨らむが、驚異的な自制心を発揮して耐え忍んだ。

「あああッ、いいっ、いいのっ、イクっ、イクっ、はあああああああッ！」

　汗ばんだ背中が仰け反り、あられもない嬌声が響き渡った。

　膣が収縮して、男根をこれでもかと食い締める。志郎は全身の筋肉を力ませると、ギリギリのところで射精欲をやり過ごした。

（や、やった……やったぞ）

　ペニスを引き抜くと、麗香は気を失ったように倒れこんだ。

　ぽっかり開いた膣口が、まるで呼吸をするようにパクパクしている。危ないところだったが、なんとか麗香を先に追いあげることに成功した。

「ふぅっ……」

　額に浮かんだ汗を手の甲で拭うが、休んでいる暇はない。獣のポーズを取った美由紀が、催促するような視線を送っていた。

「ねえ……志郎くん」

　潤んだ瞳で見つめられると、すぐに挿入してあげなければ申しわけない気持ちになってしまう。

　志郎は張りのあるヒップの真後ろにまわりこみ、艶々した尻たぶを撫でまわした。麗香のとろとろに熟した尻肉とは異なり、指を跳ね返してくるような弾力があった。

「ああンっ、早くぅ」

　焦らされたと思ったのか、美由紀が甘ったるい声でおねだりしてくる。くびれた腰をくねらせて、精いっぱい媚びを売っていた。

「お、俺も、もう……」

　先ほど麗香のなかで我慢したので、志郎も欲望を抱えこんでいる。バックも二度目なので躊躇はなかった。屹立した男根を背後から陰唇にあてがうと、一気にズブズブと挿入した。

「はううッ、い、いいっ、はああああッ！」

　亀頭が最深部に到達した瞬間、美由紀の背中が弓なりに反り返った。小刻みに痙攣しているのは、軽い絶頂に達した証拠だった。

「き、きついっ、くううッ」

　必死に尻穴を締めて、快感を抑えこむ。一度射精していなければ、彼女のアクメに巻きこまれていただろう。なんとか危機を脱すると、すぐさまピストンを開始した。

「俺、ずっと我慢してたんです……ううッ」

「わたしもよ、会社で仕事をしてるときから、ずっと……」

　驚きの告白だった。真面目な顔で仕事をしながら、志郎とセックスすることを考えていたという。これまでの美由紀だったら、絶対に言わなかった台詞だ。やはり普通ではないが、今はこの快楽に溺れていたかった。

「くううッ、気持ちいいっ」

「あンっ、志郎くんの大きい、ああっ、大きいの好きよ」

　美由紀がしきりに褒め称えてくれる。それを聞いたことで、女壺に埋めこんだ男根がぐぐっとひとまわり膨らんだ。

「ああッ、なかで動いてるわ」

「だ、だって、美由紀さんがいやらしいこと言うから……」

「すごく大きいわ、ああッ、奥までちょうだい」

　言葉を交わすことで、気分がさらに盛りあがる。美由紀が濡れた瞳で振り返り、むちむちの尻を左右にうねらせた。志郎も欲望にまかせて、力強く剛根を叩きこんだ。

「あううッ、い、いいっ」

　成熟した女体は敏感に反応する。くびれた腰が白蛇のようにうねる様子が、視覚的にも興奮を誘っていた。志郎は両手を女体にまわしこみ、腰を振りつつ乳房を揉みしだきにかかった。

「おおっ、なんて柔らかいんだ」

　乳首を指の間に挟んで、柔肉をこってり捏ねまわす。指が沈みこんでいく感覚を楽しみながら、男根をリズミカルに出し入れした。

「あッ……あッ……いいっ、おっぱいも気持ちいいの」

「すごく締まって……くううッ」

　女壺が収縮するのは、彼女も感じている証拠だ。もう我慢できず、全力で腰をぶつけていった。

「つ、強いっ、あああッ！」

　美由紀は自分の身体を支えきれなくなり、シーツの上に突っ伏した。それでもペニスは蜜壺に深々と突き刺さっている。俗に言う「寝バック」の状態になっていた。

「お、俺、もうっ……おおおッ」

　バックだろうが寝バックだろうが関係ない。志郎は獣欲のままに、肉の凶器と化した男根を突きこんだ。

「ひあああッ、いい、いいっ、もっと突いてっ」

　美由紀も欲望に支配されていた。両手でシーツを搔きむしり、無我夢中でヒイヒイよがりまくる。寝バックだと女体が前後に揺れないため、亀頭が確実に子宮口をノックしていた。

「あああッ、奥っ、奥に当たるのっ、あひいいッ」

「ぬおおおッ、も、もうっ、俺っ」

　限界が近づいている。一度射精しているとはいえ、麗香とセックスして絶頂を我慢したのだ。さすがにこれ以上は耐えられなかった。

「わたしも、あああッ、志郎くんといっしょに、はあああッ」

「おおおッ、で、出るっ、おおおおッ」

　男根を最深部に叩きこみ、ついに煮えたぎった白濁液を注ぎこむ。彼女の背中に覆いかぶさり、ぴったり密着した状態で射精した。

「ああああッ、熱いっ、イクッ、イクイクッ、ひあああああああああッ！」

　美由紀の絶叫にも似たよがり泣きが響き渡る。子宮口に精液を浴びて、うつぶせになった女体がビクビクと痙攣した。

「そんなに締められたら……くおおおおッ」

　射精している最中に締めあげられるのは凄まじい快感だ。媚肉が収縮することで、ペニスが何度も何度も脈動した。

　極上の快楽に包まれて、目に映るものすべてが極彩色に染まっていく。失神寸前に追いこまれながら、頭の片隅には夏実のことが浮かんでいた。

（俺、また……）

　他の女性と関係を持ってしまった。しかも、二人を相手にして、かつてないほど興奮した。

　体が火照って、どこもかしこもじっとり汗ばんでいる。

　どうしてこうなってしまったのだろう。あれほど誓ったのに、またしてもあっさり快楽に流されてしまった。
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「おい……」

　遠くで呼ぶ声が聞こえた。

　だが、体がだるくて動けない。疲労が澱のように溜まっており、目を開ける気力もなかった。

「おい、若いの……生きてるか？」

　またしても誰かに呼びかけられた。

　嗄れた声に聞き覚えがあった。いかにも機嫌が悪そうで、ぶっきらぼうなこの声の主は……。

（やばい、穴ジイだ）

　わかった途端に意識が覚醒した。

　子供のときに散々叱られたせいだろう。反射的に逃げなければという気持ちになっていた。

「イテテっ……」

　慌てて体を起こすが、関節が固まっており節々が痛んだ。

「当たり前だ。そんなところで寝るバカがおるか」

　声のほうを見やると、防空壕の入口に穴ジイが立っていた。

　今朝も藍色の作務衣を着て、不機嫌そうに腕組みをしている。ただでさえ皺だらけなのに、眉間に深い縦皺を刻んでいた。

　いつの間にか外はすっかり明るくなっている。空気は澄んでおり、朝の光が目に眩しかった。

（そうか……俺……）

　関節の痛みに耐えて、なんとか身を起こした。

　スーツが土で汚れていた。防空壕で寝たのだから当たり前だ。おかげで体はすっかり冷えきっていた。

　昨夜、ラブホテルで濃厚なプレイに溺れてしまった。精も根も尽き果てて眠りに落ち、目が覚めると明け方になっていた。

　美由紀と麗香に引き留められたが、夏実のことがひっかかっていた。

　ずっと肉欲に溺れていたい気持ちがなかったと言えば噓になる。この二人となら、さらなる快楽を追求できるだろう。だが、夏実に会いたい気持ちが勝っていた。本当に想っている女性はひとりだけだった。

　まだ始発電車も動いていない早朝、二人と別れてタクシーを拾った。土曜日で仕事が休みなので、慌てて帰る必要はない。しかし、仲直りできていない夏実に会う勇気がなかった。結局、夏実との思い出がある防空壕に直行して、木箱に座っているうちに居眠りしてしまった。

　自分で横になったのか、それとも倒れたのか定かではない。とにかく、穴ジイの声で目が覚めた。

「またおまえか。ここには来るなと言っただろう」

　どうやら、先日のことを覚えていたらしい。穴ジイは志郎の顔を見るなり、小さな溜め息を漏らした。

「すみません……」

　スーツの土を払う気力もなかった。

　また夏実を裏切ってしまったという罪悪感でいっぱいだ。とぼとぼ歩いて、防空壕から外に出た。

「これで、戻れたのかな」

　空は恨めしいほどに晴れ渡っている。目を細めて見あげながら、思わずぽつりとつぶやいた。

「おまえさん、やはり――」

　穴ジイの横を通りすぎようとしたときだった。

「向こう側に行ってきたんだな」

　相変わらず声は嗄れているが、いつもの不機嫌な感じではない。どちらかというと、同情するような言い方だった。

「向こう側……って、なんですか？」

　志郎は思わず足をとめていた。

　ところが、穴ジイは黙りこんでしまう。こんなことは今までなかった。いつも威嚇してにらんできたのに、今日は様子が違っていた。

（なにか知ってるんだ）

　考えてみれば、穴ジイは決して防空壕に入らなかった。子供のころから数え切れないほど怒られているが、いつも入口に立って怒鳴っていた。

　防空壕に入ると、なにかが起こる。

　だから、穴ジイは決して足を踏み入れないのではないか。そして、誰かが入らないように見張っているのではないか。

　きっと穴ジイは秘密を知っている。その思いは時間が経つにつれて、確信に変わっていった。

「最近……いろいろ不思議なことが起こってるんです」

　志郎は逡巡した末、思いきって切り出した。

「厳しかった人がやさしくなったり、急に女の人にモテるようになったり、とにかくおかしいんです。ここに来るようになってからなんです」

　志郎の言葉を、穴ジイは表情を変えずに聞いている。わかりきったことなので驚かないのか、それとも馬鹿げた話だと思って関心がないのか、判断がつかなかった。

「防空壕に入ると、まわりの人の性格が変わるんです。ウソみたいな話だけど、本当なんです」

　志郎は額に汗を滲ませながら力説した。

　自分でもなにを必死になっているのだろうと思う。とにかく、誰かにわかってもらいたい。同じ思いを共有したい。そして、秘密を知っている人に説明してもらいたい。この胸のもやもやをなんとかしたかった。

「若いの……おまえさんはなにもわかっちゃいない」

　穴ジイが静かに口を開いた。

　いつもの不機嫌な口調ではない。すべてを悟った仙人のように、じつに穏やかな声だった。

「まわりの人の性格が変わるのではない。おまえさんは、まったく別の場所に行っていたのだ」

　なにを言っているのか理解できない。ただ、とてつもなく恐ろしい事実を打ち明けているのは、穴ジイの射るような目を見ればわかった。

「この防空壕は、別の世界と繫がっておる」

「別の……世界？」

「うむ。おまえさんは〝現世〟と〝向こう側〟を行き来していた。つまり、おまえさんによくしてくれた人たちは、知り合いに似ているが、厳密には別人ということになる」

　荒唐無稽な話に思えるが、志郎は実際にあり得ないことを経験してきた。馬鹿馬鹿しいと笑い飛ばすことはできなかった。

「あの……わかるようで、わからないんですけど」

「じつは、我々の住む世界とは似ていながらも異なる別の世界が、同時に多数存在しておる。どういうわけか、それら異世界と、この防空壕で行き来できるのだ」

　まるでＳＦ映画のような話だ。

　いわゆるパラレルワールドみたいなものだろうか。志郎は首をかしげながら、穴ジイの話に耳を傾けた。

　なにか強い願望を持った者が、防空壕で願いながら長時間過ごすと、向こう側に行けるようになるらしい。一度でも成功すれば、その後は防空壕に一歩入るだけで、もうひとつの世界に移動できるという。

　久しぶりに防空壕を訪れたとき、なにを考えていただろう。仕事でミスをして油を絞られたあとだったので、怒る人がいないところに行きたいと願ったのではなかったか。そして、ついでにモテたいと思ったかもしれない。

　だとすると、望みどおりの世界に行けたことになる。強く願う気持ちが、異世界への扉を開いたのだろうか。

「すごい……それって、すごいことじゃないですか」

　志郎は向こうの世界で麗香を相手に童貞を卒業して、やさしい美由紀とも関係した。現世ではあり得ない夢のような時間だった。

「いいことばかりではないぞ。向こう側で過ごすほどに、なぜか外見だけが年を取っていくんだ」

　見た目は老けるが、中身は正常なので寿命が短くなることはない。だが、外見はどんどん老人になってしまう。向こう側でいいことがあるからといって、行きすぎると後悔するという。

「俺は、それで失敗したんだ」

　穴ジイが遠い目をしてつぶやいた。

　一九四五年、終戦直前、穴ジイは二十九歳だった。ある夜、空襲警報で防空壕に逃げこんだ。外に顔を出して見あげると、Ｂ29の不気味な機影が目に飛びこんできた。もう駄目だと思い、いよいよ死を覚悟した。

　だが、二十九歳で童貞のまま、Ｂ29の爆撃で命を落とす。そんな格好悪いことだけは絶対に嫌だった。せめて最後に女性と経験したいと切に願った。

　純真無垢な青年の決死の願いが、時空を歪めたのかもしれない。

　その結果、向こう側に行けるようになったという。穴ジイは念願の童貞卒業を果たして、女の人にモテまくった。現世にはほとんど戻らず、向こう側でハーレムのような生活を楽しんだ。

「だが、気づいたときには爺さんになっていたんだ」

　悲しげな告白を聞いたとき、夏実が教えてくれた話を思い出した。

　確か、誰も穴ジイの若いころを覚えていないとか。そんな馬鹿なことがあるかと思ったが、二人の話は妙に繫がっていた。

（そう言われてみれば、俺……）

　思わず前髪を触った。

　このところ、若白髪が増えた気がする。鏡を見るたびに白髪を発見していた。これは外見が年を取ったということかもしれない。

「でも、向こうの世界にも、自分はいるんですよね」

　素朴な疑問だった。志郎が美由紀や麗香に会ったように、正確には自分ではないが、自分にそっくりの人間がいるはずだ。もし、出会ったらどうなってしまうのだろう。

「どうやっても自分には遭遇しないようになっておる。俺も、何度も試したから間違いない」

　しかも、向こう側にいる間も、こちらの時間は進行している。自分は何日も留守にしていても、帰ってくれば何事もなく普通の生活が送れるという。

「ただ、年は取る。それも急激にな」

　穴ジイの言葉には重みがあった。

　調子に乗って、美由紀や麗香とやりまくったことを思い出す。あのまま快楽に溺れてしまったら、何日も帰って来ないこともあるだろう。

（俺には、なっちゃんがいたから……）

　想い人がいるから戻ることができた。夏実のおかげで誘惑を断ち切り、防空壕に辿り着けたのだ。

「いいことばかりじゃない……忘れるな」

　ふたつの世界を行き来できても、幸せになれるわけではない。そのことを穴ジイは誰よりも実感しているようだった。

「いっそのこと、埋めてしまったほうが……」

「それが埋められないんだ。ダンプで土を運んできたこともある。でも、いつの間にか元に戻っておる」

　現代科学では説明がつかない不思議なことばかりだ。とにかく、ここが別世界の入口になっていることだけは確かだった。

「この防空壕から異世界に行けること、他にも知ってる人はいるんですか？」

　深い意味はなく尋ねてみた。すると、見るみる穴ジイの顔色が変わった。

「もうひとりだけ……」

「あ、他にもいるんですね」

　志郎たちも子供のころ、勝手に入りこんで遊んでいたくらいだ。たまたま「強い願望を持った者」が訪れる可能性も否定できなかった。

「俺の知ってる人ですか？」

「うむ……弁当屋の娘だ」

　志郎は思わず息を吞んだ。

　すぐに返答できず、おかしな間が空いてしまう。このあたりで弁当屋と言えば、まんぷく弁当しかなかった。

「まさか……なっちゃんが？」

「おまえさんが行くちょっと前からだ。俺が気づいたときは、もう行き来しておった」

　ある日、勝手に防空壕に入っていた夏実を、穴ジイが問いただした。

　子供のころによく遊んだ防空壕で大切な願いごとをしていた、と夏実は答えたらしい。

「なっちゃん、なにをお願いしていたんですか？」

「それは、志郎、おまえさんが自分で聞くんだ」

　なぜか穴ジイは志郎の名前を知っていた。だが、そんな疑問をぶつけている余裕はなかった。

「今、弁当屋の娘は向こう側に行っておる」

　穴ジイの言葉に衝撃を受けた。

　そう言われてみれば、最近の夏実は急に大人っぽくなっていた。あれは気のせいではなかったのだ。向こうで過ごした時間が影響しているのだろう。元が童顔なのでわかりやすかった。彼女が穴ジイのことにやけに詳しかったのも、これで納得がいった。

　今こうしている間も、夏実は向こうの世界に行っている。いったい、なにを願ったのだろう。もし同じ世界に行っているのだとしたら、志郎がそうだったように、男たちにモテまくっているかもしれない。誰かに抱かれたり、同じように複数プレイをしている可能性もあった。

「そ、そんな……なっちゃんが……」

　自分のことは棚にあげてショックを受ける。夏実が自分以外の男に抱かれるなんて、絶対に受け入れられなかった。

（でも、俺は……やっぱり最低だ）

　激しい自己嫌悪に陥ってしまう。胸が苦しくなり、大声で叫びたい衝動に駆られた。

　しかし、落ちこんでいる場合ではなかった。穴ジイの言っていることが本当なら、夏実が一気に老けこむこともあり得る。早く連れ戻さないと……。

「なにがあったのか知らんが、いっこうに戻ってこないな」

「俺の、せいかも……」

　心当たりがあった。

　先日、強引に処女を奪ったことでショックを受けたのではないか。顔を見るのも嫌になって、向こうの世界に行ってしまったのではないか。

「くっ……なっちゃん」

　拳を握り締めたつぶやいた。

「俺、やっぱり諦められません……もう一度行きます」

　たとえ穴ジイが制止しても、振り切って向こう側に行く。同じ世界に行ける保証はない。それでも、なんとしても夏実を現世に連れ戻すつもりだった。

「志郎よ……今できることに全力を尽くすがよい」

　意外なことに、穴ジイは力強く頷いた。絶対に反対されると思ったが、後悔だけはするなと送り出してくれた。

「行ってきます！」

　志郎は振り返ることなく、再び防空壕に足を踏み入れた。そして、夏実に会いたいと強く願った。
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　向こうの防空壕を出ると、志郎はその足でまんぷく弁当に向かった。

　住宅街の風景はいつもとまったく変わらない。のどかで穏やかな街並みだ。だが、ここは現世ではなく向こう側だった。果たして、夏実と同じ世界に来られたのだろうか。

　自宅の前を通りすぎて、三軒隣のまんぷく弁当を覗いてみる。おそらく仕込みをしているのだろう、まだ朝の九時前だがシャッターは開いていた。

　ガラス戸越しに目を凝らす。奥に赤いエプロンをつけた夏実の姿が見えた。タイミングがいいことに、おじさんとおばさんはいなかった。

　あの夏実は、志郎の知っている夏実だろうか。外見はそっくりなので、確認するには話しかけるしかなかった。

（なっちゃんを連れ戻すんだ）

　とはいえ、強引に身体を重ねてから言葉を交わしていない。どう声をかければいいのかわからなかった。

　とにかく、深呼吸して気持ちを落ち着かせると、ガラス戸に手をかけた。ところが鍵がかかっている。開店時間は十時なので、まだ一時間以上あった。意を決してノックすると、夏実がカウンターをまわってやってきた。

　志郎に気づき、ピタリと立ちどまる。訪ねてきたのが意外だったのか、目を見開いていた。

「なっちゃん……ごめん、開けてくれる？」

　手を合わせて頭をさげる。すると、夏実は鍵を開けて、開店前の弁当屋に志郎を迎え入れてくれた。

「朝早くに悪いね、どうしても話したいことがあって」

　なにから話せばいいのだろう。現世の夏実なのか確認して、最終的には連れ戻すのが目的だが、先日のことも謝らなければならなかった。

「ずいぶん早いね。土曜日なのにどうしたの？」

　夏実は意外に明るい声で言うと、ガラス戸を閉じて鍵をかけた。

「やってると勘違いして、お客さんが来たらいけないでしょ。志郎ちゃんも、ここにいると外から見えるから奥に来て」

「あ……そ、そうだね」

　あまりにもいつもと同じ態度で拍子抜けしてしまう。現世の夏実ではないのだろうか。志郎は首をかしげながら、夏実につづいて厨房に向かった。

　今日も夏実はデニムのミニスカートにＴシャツ姿だ。厨房は熱がこもるので、真冬でもこの格好だった。

「お父さんとお母さん、温泉に行ってるの。店を娘ひとりに押しつけて、ひどいと思わない？　まあ、土日は暇だからいいんだけど」

　そう言って朗らかに笑う姿は、やはり現世の夏実、しかも、以前とまったく変わらない。そう、無垢だったころの夏実だった。

「あのさ、この前のこと謝りたくて……」

　思いきって切り出した。現世に連れ帰るには、まずあのことを許してもらわなければならなかった。

「謝るって、なにを？」

　夏実はあっけらかんとしている。惚けているのでも、意地悪をしているのでもなく、本当にわかっていないようだった。

（もしかしたら、向こう側のなっちゃん……なのか？）

　ロストヴァージンのことを忘れたはずがない。会うのはあの日以来で、志郎が謝ろうとしているのだ。わからないのはおかしかった。外見はそっくりだが、どうやら向こう側の夏実のようだった。

「ねえ、上で話そうよ」

「で、でも、お店は？」

「まだ開店前だよ。それに、どうせお昼までお客さん来ないもん」

　夏実はそう言ってエプロンを外すと、厨房の奥にある階段をあがっていく。うながされて仕方なく志郎も彼女のあとをついていった。

　店舗の二階が住居になっている。昔はよくお邪魔したが、大きくなるにつれて部屋にあがることは減っていた。

　夏実の部屋は六畳間だ。淡いピンクの絨毯が敷いてあり、勉強机にベッド、それにカラーボックスと洋服ダンスが置いてある。枕もとに犬や猫のぬいぐるみが並んでいるのは昔と変わらなかった。

「久しぶりだね。志郎ちゃんが来てくれたの」

　夏実は楽しげに語りかけてくる。

　だが、志郎はどうにも落ち着かなかった。幼なじみの部屋に来たから、という理由だけではない。目の前にいるのは向こう側の夏実であって、志郎が連れて帰るべき現世の夏実ではなかった。

　この世界のどこかに現世の夏実がいるのか、それともまったく別の世界に行ってしまったのか……。

　穴ジイの話が本当なら、現世と向こう側の夏実が遭遇することはない。つまり、ここにいても現世の夏実は現れないということだ。

（こんなことをしてる場合じゃない）

　早く本物の夏実を捜さなければならない。だが、なかなかきっかけが摑めなかった。

「なんか飲み物でも持ってくるね。適当に座ってて」

　夏実は弾むような足取りで、部屋から出て行ってしまう。そんな天真爛漫な彼女が愛らしいから、帰ると言い出せなかった。

（もう少しだけつき合うか……）

　仕方なくベッドに腰かける。ふんわりと女の子の甘い香りがして、思いがけず胸が高鳴った。

「お待たせしました」

　しばらくすると、襖が開いて夏実が戻ってきた。

「おう……」

　志郎は軽く返事をした直後、言葉を失って固まった。

　なぜか夏実の服装が変わっている。しかも、身に着けているのは黒革製のビスチェに、黒のガーターベルトとセパレートタイプのストッキングだ。パンティは黒のレースで地肌が完全に透けていた。

「な……な……」

　あの純真な夏実が、自らこんな格好をするとは信じられない。志郎は目を見開き、幼なじみの艶めかしい姿を凝視していた。

　黒革のビスチェに覆われた乳房が、窮屈そうに寄せられている。ただでさえ大きいのに、谷間がしっかり作られていた。真ん中にあるファスナーをさげれば、双乳が勢いよくまろび出るに違いなかった。

「こういうの……どうかな？」

　夏実は目もとをほんのり染めながら、ゆっくりベッドに歩み寄ってくる。セクシーな衣装と童顔のミスマッチが、妖しい魅力を生み出していた。

　しかも、なぜか手には麻縄の束が握られている。なにやら危険な匂いもするが、同時に胸がドキドキしてきた。

（そ、そうか、これは向こう側のなっちゃんだから……）

　圧倒されていた志郎だが、頭の片隅でなんとか理解する。美由紀や麗香がやさしく淫らになっていたように、夏実もすっかり性格が変わっていた。異世界とはいえ、なにがあったというのだろう。

「志郎ちゃんと遊ぼうと思って用意しておいたんだ。似合うかな？」

　目の前に立った夏実が、肩にそっと手を置いてくる。志郎はまともに答える余裕もなく無言で頷いた。

「ふふっ、嬉しい。じゃあ、手を出して」

　言われるまま両手を差し出すと、手首をクロスさせた状態で麻縄が巻きつけられる。しっかり縛られて、自分ではほどけなくなってしまった。

「わっ……」

　いきなり肩を押されて仰向けに倒された。なにしろ腕が使えないので、されるがままだ。すると夏実がベッドにあがり、志郎の顔をまたいできた。

「わたしと楽しいことしよ」

　足の裏をシーツにつけた状態で、腰をしっかり落としこんでくる。レースのパンティの股間が、容赦なく顔面に押しつけられた。

「な、なにを――うむむッ」

　あっという間に鼻と口を塞がれて、くぐもった声しか出せなくなる。夏実がこんなことをするとは、信じられない展開だった。

「志郎ちゃんの鼻が当たってるよ……ああンっ」

　甘い声を漏らして、夏実が腰をくねらせる。ヒップをまわすことで、顔面がなおさら圧迫された。

（こ、これは、顔面騎乗じゃないか！）

　窒息しそうなほど苦しいが、これはあの夏実ではないので性に奔放なのは当然だった。

「ああっ、なんか気持ちよくなってきちゃった」

　夏実はしっかり腰を落として、顔面に体重を浴びせてくる。パンティ越しの女陰が、ちょうど鼻と口にかぶさっていた。股布が微かに湿って、艶めかしい牝の匂いも漂っていた。

「うううっ、く、苦し……」

「なあに、聞こえないよ」

　見おろしてくる夏実と視線が重なった。いつもは愛らしく輝いている瞳が、サディスティックな光を放っていた。

「おううッ……ううッ」

　気が遠くなりかけたとき、ふっと力が緩んで息ができるようになった。彼女が腰を少しだけ浮かせてくれたのだ。

　しかし、ほっとしたのも束の間、夏実はパンティの股布を脇にずらすと、サーモンピンクの陰唇を露わにした。まったく型崩れのない二枚の花びらが、愛蜜でしっとり濡れ光っている。淫裂からジクジクと果汁が染み出していた。

「うおっ……」

　サーモンピンクの陰唇は、以前見たのとまったく変わらない。それなのに夏実はすっかり変わってしまった。

　どこでこんなことを覚えたのだろう。いずれにせよ、相手がいるはずだ。もしかしたら、経験豊富な男に仕込まれたのではないか。

（い、いや、これは、あのなっちゃんじゃないんだ）

　そう思っても、嫉妬と興奮で頭のなかはぐちゃぐちゃだった。

　絶景がひろがったのは一瞬だけで、すぐに夏実が腰を落としてきた。今度は剝き出しの女陰が、直接、鼻と口に覆いかぶさった。

「誰が見ていいって言ったの？」

「うむむッ」

　愛蜜で濡れているので、吸いつくように密着してくる。鼻先は割れ目の狭間に埋まり、口も陰唇が塞いでいた。

（い、息ができない）

　縄で縛られた両手を強く握った。

　パンティがあるときより、何十倍も苦しくなっている。天国なのか地獄なのかわからない。無意識のうちに空気を求めて顔を振る。すると、陰唇が擦れて気持ちいいのか、夏実はさらに股間を押しつけてきた。

「ああっ、それいい、もっと動いて」

　志郎が苦しがっていることなど、まるで気にしていない。彼女は自分が気持ちよくなることしか考えていなかった。

「あっ……あっ……舌も使って」

　言われるまま舌を伸ばして陰唇を舐めまわす。とはいっても、体重をかけられているので、動きはかなり制限されていた。

「ううッ……うううッ」

　だんだんと意識が薄れて、閉じた目の裏がチカチカしはじめる。もうこのまま窒息するかもしれない。そう思った直後、大量の空気が肺に流れこんで噎せ返った。縛られた手を胸に当てて、ゲホゲホと咳きこんだ。

「ふふっ……ずいぶん苦しそうね」

　夏実が瞳を爛々と輝かせて見おろしている。愛らしい彼女のなかに、これほど嗜虐的な一面があるとは知らなかった。いや、これは本当の夏実ではない。単なる向こう側の世界の夏実だった。

「ねえ、もっとわたしのこと楽しませてよ」

　縄がほどかれて、服を脱ぐようにうながされる。素直に従って裸になり、ベッドの中央に横たわった。すると、再び手首を縛られてしまった。

「こうしたほうが興奮するでしょ？」

　夏実はにやりと笑い、パンティをおろして股間を露わにする。ガーターベルトとセパレートのストッキング、それにビスチェはつけたままだった。

「志郎ちゃんのここ、ビンビンになってる。苦しいのに感じちゃったの？」

「そ、そんなこと……」

　それ以上、言葉がつづかない。勃起しているのは事実だった。顔面騎乗で窒息するとさえ思ったのに、なぜかペニスはそそり勃っていた。

「わたしを気持ちよくしてくれるなら、どっちでもいいけどね」

　夏実は唇の端に笑みを浮かべると、志郎の股間にまたがってくる。和式便所で用を足すときのような格好で、膨張した亀頭を陰唇に導いた。

（い、いいのか？）

　これは向こう側の夏実だ。一瞬、まずいと思ったが、外見は現世の夏実とまったく変わらない。それに縛られているのだから逃げられない、と自分に言いわけしていた。

「あああッ、こ、これよ、はあああッ」

　夏実が女体を仰け反らせて、甘い声を響かせる。サディスティックな一面を覗かせているが、愛らしい声はそのままだった。

「ううッ……な、なっちゃんっ」

　向こう側の夏実とセックスしている。まさかの展開に戸惑うが、狭い膣の感触は現世の夏実と同じだった。

「あンっ、いいっ、ああンっ」

　夏実がさっそく腰を上下に振りはじめる。膝を左右に大きく開いた状態で、結合部分が丸見えだ。陰唇の狭間に出入りするペニスは、愛蜜にまみれてヌラヌラと光っていた。

（なんていやらしいんだ……）

　視線をあげれば、黒革のビスチェをつけた夏実が腰をくねらせている。縛られていることもあり、犯されているような妖しい気分になってきた。

「くううッ、こ、こんなのって……」

「はああンっ、志郎ちゃん、すごくエッチな顔してる」

　夏実の顔も火照っている。唇を半開きにして、ときおりピンクの舌先を覗かせるのが艶っぽい。彼女の指がビスチェのファスナーにかかった。そして、見せつけるように、じりじりおろしはじめた。

「身体が熱いの……」

　やがてビスチェの前が大きく開き、張りのある乳房が溢れ出す。新鮮な双乳は腰の振りに合わせて、上下にタプタプと弾んでいた。

「くううッ、す、すごい……すごいよ、なっちゃん」

「もっと……もっと犯してあげる、はああンっ」

　夏実は両手を志郎の胸板に置くと、指先で乳首をいじってくる。それと同時に腰の振り方を加速させて、ペニスを媚肉で擦りあげた。

「ああッ……ああッ……志郎ちゃんっ」

「おおおッ、い、いいっ、おおおおッ」

　もう志郎は呻くことしかできない。いきり勃った男根を貪られて、背徳的な快楽にまみれていった。

「お、俺……俺っ……ううううッ」

　絶頂が目前まで迫っている。睾丸のなかのザーメンが沸騰して、今にも噴きあがりそうだった。

「あああッ、イキそうなのね、わたしもよ、あああッ、いっしょに」

　夏実が腰を振りながら声をかけてくれる。志郎は必死に耐えて、彼女が昇りつめるのを待ちつづけた。

「はあああッ、い、いいっ、イクっ、もうイクっ、はああああああああッ！」

　ついに夏実が嬌声を響かせる。ヒップを勢いよく叩きつけて、反り返ったペニスを根元まで吞みこんだ。

「くおおおおッ、で、出るっ、出る出るっ、おおおおおおおおおッ！」

　直後に志郎も雄叫びをあげながら、欲望をぶちまけた。縛られたまま達したのだ。ブリッジするように股間を持ちあげて、肉柱を最深部に突き刺した。

「ひあああッ、いいっ、またっ、ああああッ、またイクううううッ！」

　連続してアクメに達すると、夏実の汗ばんだ女体が仰け反った。蜜壺も凄まじい力で収縮して、ペニスを食いちぎる勢いで締めつけた。

（き、気持ちいい……俺、こっちのなっちゃんとも……）

　頭のなかが真っ白になるほどの快感だった。志郎は口の端から涎を垂らしながら、何度も精を噴きあげた。
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　オルガスムスを堪能した夏実が、脱力して倒れこんできた。

　志郎の縄をほどくと、乳房を胸板に押しつけてくる。身体を密着させた状態で、彼女はそっと唇を重ねてきた。

「志郎ちゃん……ンっ」

　微かな吐息が鼻先を掠める。甘い甘い口づけだった。

（これが現世のなっちゃんだったら……）

　そう思うと胸が切なく締めつけられる。キスをしながら涙が溢れそうになり、慌てて強く目を閉じた。

「ンンっ……志郎ちゃん」

　夏実のほうから舌をヌルリと差し入れてくる。口のなかを舐めまわされて、志郎も反射的に舌を絡ませていた。

「うむむっ」

　自然とディープキスに発展する。メイプルシロップのような唾液を味わうことで、夏実と交わした初めてのキスの記憶がよみがえった。

「少しはわたしの気持ちがわかった？」

　夏実が唇を離してつぶやいた。

「……え？」

　違和感を覚えて目を開ける。すると、夏実はすぐ近くから志郎の顔を覗きこんでいた。

「たまには、こういうのも悪くないよね」

　愛らしい顔をくしゃっと歪めて無邪気に笑う。少し大人っぽくなったが、子供のころと変わらない笑い方だった。

「なっちゃん……なっちゃんなの？」

　おかしな聞き方になってしまう。それでも、志郎の言いたいことは彼女にしっかり伝わった。

「うん、そうだよ」

　夏実は力強くうなずき、ビスチェのファスナーを恥ずかしげに引きあげた。

「こっちのわたしじゃなくて、現世の、志郎ちゃんと同じ世界のわたしだよ」

　にっこり微笑んだ顔は、志郎が大好きだった夏実に間違いなかった。

「ど……どういうこと？」

　驚きと嬉しさが入り混じって混乱している。なにが起こったのか、さっぱりわからなかった。

「騙してごめんね。この間の仕返しだよ」

「まさか……向こう側のなっちゃんの振りをしていたってこと？」

　志郎の言葉に夏実が頷いた。

　まったく気づかなかった。完全に向こう側の夏実だと思いこんでいた。迫り方も、現世の夏実ではあり得ないほど大胆だった。

「どうして、こんなこと……」

「来てくれると思ってた」

　ふいに夏実が涙ぐんだ。

「きっと迎えに来てくれるって信じてた。でも、もし来てくれなかったら……」

　ついに大粒の涙が溢れて頰を伝った。

　やはり先日のことで傷ついていたのだろう。志郎が強引に抱いたことがショックで、現世から逃げ出したのだ。

「ごめん……本当にごめんよ」

「いいの、こうして来てくれたんだから」

　夏実は涙を流しながら笑ってくれた。その顔があまりにも眩しくて、志郎の目からも涙が溢れた。

「穴ジイから聞いたよ。なっちゃんが防空壕に来てたこと。なにかお願いしてたんだって？」

「うん……志郎ちゃんのことだよ」

　こっくり頷くと、夏実の頰が桜色に染まった。

　志郎に好かれている気はするけど、なかなか告白してくれないので焦れていたらしい。子供のころによく遊んだ防空壕で志郎のことを思っていると、いつの間にか別世界に来ていたという。

「そうか……俺のせいだったんだ」

　責任を感じてしまうが、それより気になっていることがあった。

「こっちに来て、どうだった？」

「どうって？」

「だから、その……モテただろ」

　志郎は童貞を卒業したりと、おいしい体験を何度もした。もしかしたら、夏実もいろいろあったのではと、さっきから気になっていたことを聞いてみた。

「あ、うん……よく告白されたよ」

　やはり、いい男たちに囲まれて、言い寄られていたらしい。

　それを聞いた瞬間、自分のことは棚にあげてがっかりしてしまう。彼女が他の男と仲よくしている姿は想像したくなかった。

「でも、全部断ったけどね」

　夏実の言葉で一気にテンションがアップする。そう言われてみれば、あのとき、夏実はヴァージンだった。

「だって、わたしは志郎ちゃんひと筋だから」

「な……なっちゃん」

　感動の波が胸に押し寄せてくる。現世でも向こう側でも、彼女は純潔を守っていた。すべては志郎に捧げるためだった。

　志郎が向こう側で会った夏実は、すべて現世の夏実だったという。志郎のことが気になり、夏実は頻繁に行き来をしていた。そこまで想われていたと知り、志郎の胸にこみあげてくるものがあった。

「俺、なっちゃんのことが――」

　気持ちを告げるのは今しかない。この瞬間のために、夏実を捜しにやって来たのだ。

「好きだ。なっちゃんのことが好きだ！」

　長年の想いをこめて告白する。熱い気持ちをストレートに伝えると、夏実は涙ぐみながら頷いてくれた。

「嬉しい。わたしも志郎ちゃんのことが好き……ずっと好きだったの」

　どちらからともなく顔を寄せて、再び唇を重ねていく。舌を絡ませると、これまでにない一体感に包まれた。

「帰ろう……俺たちの世界へ」

　もう絶対に離さない。夏実をしっかり抱きしめて耳もとで囁いた。




「帰ってきたか」

　防空壕を出たところで、穴ジイに声をかけられた。

　いつもの厳めしい顔だが、心配していたらしい。口もとには、ほっとしたような笑みが浮かんでいた。

「なっちゃん、見つかりました」

「ご心配おかけてして、すみませんでした」

　志郎が報告すれば、夏実は深々と頭をさげる。そんな二人のことを、穴ジイは満足そうに見つめていた。

「ところで、おまえさんたちが頻繁に行き来したせいで、ここのところ時空が歪んでおったぞ。いつもと違う気分や変わったことになってなかったか？」

　なるほど、それで夏実はあんな卑猥な格好をしていたのかもしれない。もしかしたら、美由紀と麗香が二人がかりで迫ってきたのも、時空の歪みが関係していたのではないか。でも、今となってはどうでもいいことだった。

「気がつかなかったです」

「わたしも……気づかなかった、かな？」

　志郎は平静を装ったが、夏実は頰を微かに染めていた。

　その直後、軽い目眩に襲われた。いや、地面が揺れている。ほんの短い時間だが地震だった。

「な……なんだ？」

　振り返ると防空壕がなくなっていた。

　入口があった場所は草木に覆われている。崩れて埋まったのではなく、最初からなかったことになっていた。

　志郎と夏実が短時間に何度も行き来したからなのか、それとも二人が同時に戻ってきたからなのか、もしくは現世の人間同士が向こう側で結ばれたことが影響しているのか、理由はまったくわからない。いずれにせよ、防空壕が跡形もなく消え失せたのは事実だった。

「終わったようだな」

　つぶやいたのは穴ジイだ。安堵したような、それでいながら残念がっているような言い方だった。


４



　志郎と夏実は並んでベッドに腰かけていた。

　まんぷく弁当に戻ろうとする夏実を、強引に誘って自室に連れこんだ。いつもは午前十時開店だが、今日だけは十二時に変更してもらった。

「まだ、どうしても離れたくないんだ」

　瞳を見つめて熱く語りかける。すると夏実は「もう」と言いながら、頰を染めて目を閉じた。

　唇を奪って舌を差し入れる。舌を絡めるほどに気分が盛りあがり、互いの服を脱がし合った。

　Ｔシャツとスカート、ブラジャーとパンティも取り去って裸にする。もう志郎もなにも身に着けていない。互いに生まれたままの姿になり、もつれ合うようにしてベッドに倒れこんだ。

「なっちゃん、好きだよ」

「ああっ、志郎ちゃん」

　貪るようなキスをした。身体をまさぐりながら、何度も唾液を交換する。相手の味を確認することで、今ここにいることを実感した。

　乳房を揉みあげて柔肉の感触を堪能すると、先端の蕾を摘みあげる。クニクニ転がせば、乳首は瞬く間に尖り勃った。そこに口をつけて、舌先でねっとり舐めあげた。

「あンンっ……感じちゃう」

　しこった乳首をねぶるたび、夏実は愛らしい声で喘いでくれる。それが嬉しくて、志郎は左右の乳首を交互に吸いあげた。

「ねえ、今度はわたしが……」

　夏実が身体を入れ替えて上になる。そして、志郎の脚の間に入りこむと、すでに硬くなっている肉棒に手を添えてきた。

「昔はちっちゃくて可愛かったのに……ふふっ」

　ビニールプールで遊んだときのことを、夏実も覚えているのだろう。二人とも素っ裸ではしゃいでいた日々が懐かしかった。

　熱い舌が裏筋をツツーッと舐めあがる。さらには先端の尿道口をチュッと吸われて、思わず腰に震えが走った。亀頭をぱっくり咥えこまれると、もう先走り液がとまらなくなってしまう。柔らかい唇が密着して、竿をしごきあげるのもたまらなかった。

（なっちゃんが……あのなっちゃんが……）

　まぎれもなく本物の夏実が、男根を口に含んでいる。やさしくしゃぶられるたび、胸のうちに多幸感がひろがった。

　早くひとつになりたい。もう一刻の猶予もならないほど、気分が盛りあがっている。志郎は女体を組み伏せると、脚の間に腰を割りこませた。

　陰毛がわずかしか生えていない恥丘の下で、サーモンピンクの割れ目が濡れ光っている。先ほど向こうの世界で挿入したばかりだが、もう志郎のことを欲していた。

「志郎ちゃん……お願い」

「うん、いくよ」

　ペニスの先端を淫裂にあてがうと、ゆっくり腰を押しつける。亀頭が陰唇を巻きこみながら、溶鉱炉のような膣口に埋没した。

「あ、熱い……すごく熱いよ」

「志郎ちゃんも……ああッ」

　そのまま休むことなく根元まで埋めこみ、さっそくピストンを開始する。太幹を出し入れするたび、ヌチャッ、クチュッという湿った音が響き渡った。

「あンっ……あンっ……」

　夏実が甘い声で喘ぎはじめた。女壺が収縮して男根を締めつける。愛蜜の量も増えており、ぬめる感触が快感を増幅した。

「ううッ、なっちゃんっ」

　女体を抱きしめると、昂る気持ちのまま一気に引き起こす。志郎は胡座あぐらをかいて、膝の上に夏実を乗せあげた。

「あああッ、奥まで来ちゃうっ」

「もう離さないよ」

「うん、絶対に離さないで……ああッ」

　正常位から対面座位に移行すると、二人はしっかり抱き合った。膝を揺すって真下から男根を突きあげれば、夏実はいい声で喘いで背中に爪を立ててくる。その甘い痛みが興奮を誘い、なおのこと力強く男根を穿ちこんだ。

「くおッ、なっちゃん、ぬおおッ」

「あッ……あッ……志郎ちゃん、好き、好きっ」

　夏実が耳もとで喘いでくれるから、志郎の快感も大きくなる。二人はきつく抱き合い、膨れあがる欲望に身をまかせた。

「おおおッ、気持ちいいよっ」

「ああッ、わたしも、あンっ、ああンっ」

　男根の突きあげに合わせて、夏実も腰をしゃくりあげる。そうすることで、快感が二倍にも三倍にも膨れあがった。

　なんとか射精欲をこらえて、男根を抜き差しする。夏実も絶頂を我慢しているのだろう、童顔を染めあげながら腰をくねらせていた。一体感が深まり、二人は身も心もひとつになった。

「くううッ、も、もう、俺っ」

「わたしも、気持ちよすぎて……あああッ」

　もう我慢できない。ふたりは身体をぴったり密着させると、いよいよオルガスムスの急坂を駆けあがった。

「ぬおおおッ、で、出るよっ、なっちゃんっ、くおおおおおおおおおおッ！」

「はああッ、いいっ、志郎ちゃん、好きっ、ああッ、ああああああああッ！」

　志郎が射精するのと同時に、夏実も絶頂に昇りつめる。二人はしっかり抱き合ったまま、目も眩むような快楽を共有した。

　ほとんど無意識のうちに顔を寄せて、唇をそっと重ねていく。互いの頭を搔き抱き、髪のなかに指を差し入れる。絶頂の余韻のなかで舌を深く絡めるのは、脳髄が蕩けそうな愉悦だった。




「あっ、もうこんな時間、お店開けないと」

　まったり横たわっていると、夏実がはっとした様子で跳ね起きた。

「今、何時？」

　志郎も体を起こして、彼女の腕時計を覗きこむ。すると針は十二時ちょうどを指していた。

「もう間に合わないな……ごめん」

　部屋に誘ったのは志郎だ。悪いことをしたと思うが、なぜか彼女はそれほど焦っていなかった。

「大丈夫、まだ間に合うよ」

　夏実はそう言って、腕時計の針を七分戻した。







＊この作品は、書き下ろしです。また、文中に登場する団体、個人、行為などは実在のものとはいっさい関係ありません。
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